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| サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 。 陽 放 行動 に 適し て いる 。 
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Ds A LE... 
視覚 妨害 に よる 補正 へ の 耐性 。 > 
第 六 感 、 虫 の 報せ と も 言わ れる 、 天 性 の 才能 に よる 危険 予知 で ある 。 A 


\ y = 
yy, ter... ee teed 
明鏡 止 水 。 精 神 面 へ の 干渉 を 無効 化す る 精神 防御 。 
暗殺 者 で は な い の で 、 ア サシ ン 能 力 [気配 遮断 ] を 使え な い が 、 武 芸者 の 無 想 の 域 と し て の 気配 遮断 を 行う こと が で きる 。 
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; eg Auer Ne > 
a 攻撃 が 見 切ら れ な く な る 。 

E I u 

EN Weare 


つば め が え し 。 


相手 を 三 つ の 円 で 同時 に 断ち 切る 絶 技 。 単純 に "速い " 斬 撃 で は な く 、 本 当 に 同時 に 行わ れる 。 

この 英霊 の パー ソナ リティ の も と に な っ た 無名 の 剣士 は 、 飛 ん で いる 燕 を 長刀 で 斬る と いう 目的 を 達する た め 、 途 方 も 
な く 愚 直 な 修練 の 果て に この 魔 刻 に 到達 し た 。 

魔術 の 世界 で は 、 多 重 次 元 屈折 現象 と 君 ば れる 物 の 一 つら し い 。 


AD x IR: 


私 お前 買 様 / 〇 〇 (呼び 捨て ) お 前 た ち / 買 様 た ち 〆 〇 〇 (呼び 捨て ) 
〇 性格 

花鳥 風月 を 愛 で 、 雅 な 陣 羽 織 に 身 を 包む 風流 人 。 

物干し 竿 と 呼ば れる 長刀 を 自在 に 操り 、 慶 長 の 世に 並ぶ 者 な し と 噂 され た 剣豪 、 佐 々 木 小次郎 を 名 乗る が 、 同 時 に 佐々 
木 小 次 郎 本 人 で は な いと も 自称 する 謎 めい た 人 物 で ある 。 

品々 と つか み 所 の な い 性 格 を し て いて 、 ア ルト リア や メド ゥ ー サ と いっ た 女性 サー ヴァ ント に コナ を か ける よう な 発言 
を する こと も ある が 、 行 きず り の 女子 高生 に 懐か れる と どう し て 良い か 判ら ず 困 る 。 そ ん な 男 で も ある 。 

「 ハ サン ・ サ ッ パ ー ハ 」 の み が ア サシ ン の クラ ス で 召喚 され る 仕組 み に な っ て いる 立木 の 聖杯 戦争 に あっ て は イレ ギュ ラ 
ー な 存在 だ っ た が 、 こ れ は 聖杯 戦争 の シス テム に 介入 し た キャ スタ ー (メデ ィ ア ) の 使い 魔 と し て 召喚 され た こと に よ 
る も の 。 

その 正体 は 、 宮 本 武蔵 と 同時 代 に 存在 し た 名 も な き 剣 士 で 、 佐 々 木 小 次 郎 な る 剣士 が 使っ た と いわ れる 燕 返 し と いう 秘 
剣 を 編み 出し た こと か ら 、 佐 々 木 小次郎 の 英霊 と し て 召喚 され る こと に な っ た 無名 の 剣士 で ある 。 

冬木 市 の 柳 洞 寺 の 山門 を 触媒 に 召喚 され た こと か ら 、 柳 洞 寺 に 緑 の 人 物 で ある こと は 確か だ が 、「 佐 々 木 小 次 郎 ] の 名 前 
で 呼び 出さ れ た こと に より 自分 の 名 前 も わか ら な い 。 

し か し 、 自 ら を 邪 剣 使い と 卑下 する 彼 は その こと に 拘 泥 す る で も な く 、 魔 術 師 な ら ぬ 人 の 身 で 燕 返し と いう 多重 次 元 屈 
折 現 象 を 起こ すま で に 到 っ た 偉業 を 他 者 の も の と され た こと を 惜しむ で も な く 、 従 容 と し て 佐々 木 小 次 郎 の 役目 を 演じ 
て みせ る の だ っ た 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

彼 は 聖杯 に よっ て 現 界 し た 存在 で は な いた め 、 元 より 聖 本 に か ける 望み は 持っ て いな い 。 

敢えて 言う な ら 、 メ ディ ア に 召喚 され た こと に よっ て 佐々 木 小 次 郎 と いう 英霊 が 生ま れ た と も 言え る 。 

マス ター に 忠実 で は ある が 、 そ れ は 魔術 に よる 契約 と 、 逆 ら う 理由 が な い の で 従っ て いる と いう 二 つ の 面 が あめ る よう だ 。 
し か し 、 や は り 鍛 え に 鍛え た 魔 刻 の 行く 未 を 見 て 見 た い の が 人 情 と いう も の 。 強者 と 認め た 相手 と の 正 々 堂々 と し た 勝 
負 を 好む お 。 

その た め 、 マ スタ ー の 命令 に よっ て それ を 果たせ な い 場 合 は 後ろ うめ た さ を 感 じ る よう で 、 契約 の 範囲 内 で 身 を 引く こと 
も ある 。 


〇 台詞 例 

F アサ シン の サー ヴァ ント 、 佐 々 木 小次郎 」 

「 化 か し あい で は 自分 より 優れ る 者 は な いと 騎 っ て いた よう だ が 、 生 憎 と 、 武 士 に も 兵法 と いう も の が あっ て な 。 この 
よう な 策 は 戦場 の 常 よ 」 

「 我 が 刻 先 か ら は 燕 で さえ 逃れ 得 ぬ 。 BOGUS CH ois) 


a 


E 


CHARACTER Profile 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

佐々 木 小次郎 は 、 鹿 長 17 年 4 月 13 日 、 船 島 ( 央 流 島 ) に お いて 宮本 武蔵 と 決闘 し 、 敗 北 し た と 伝え られ る 人 物 で ある 。 
武蔵 と 異な り そ の 実像 が 定か で は な く 、 三 尺 の 長刀 で 燕 返 し と いう 秘 剣 を 繰り 出す と 伝わる も の の 、 ど の よう な 技 か は 
全く わか ら な い 。 

要する に 、 佐 々 木 小 次 郎 と は 武蔵 に まつ わる 複数 の 文献 を よせ 集め て こし ら え られ た 、 実質 的 に 架空 の 員 士 な の だ 。 
そし て 、 こ の "佐々木 小 次 郎 " と いう 英霊 は 、 小 次 郎 が 使っ た と 伝え られ る 燕 返し を 修練 の 果て に 編み 出し た こと に より 、 
架空 の 英霊 を 埋め る 存在 と し て 呼び 出さ れる こと に な っ た 冬木 出身 の 無名 の 天才 剣士 な の で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
[Fate/Grand Order] の サー ビス 開始 当初 、1 章 「 邪 意 百 年 戦争 オル レア ン ] に お いて プレ イヤ ー を 悩ま せ た ラ イダ ー 
クラ ス の ワイ バー ン の 群れ に 対し 、 入 手 し や すい 広 1 アサ シン の 佐々 木 小 次 郎 が 重宝 され 、「 ド ラゴン スレ イヤ ー」 OR 
名 を 奉 ら れる と いう 思わ ぬ 展 開 が 待っ て いた 。 あり が と う 、 佐々 木 小次郎 。 キミ が ドラ ゴン スレ イヤ ー だ 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 
[Fate/stay night] の 原型 小説 か ら 、 ほ ぼ 同じ 設定 ・ 役 どこ ろ で 存在 し て いた サー ヴァ ント 。『Fate/stay night] で は 
キャ スタ ー に よっ て 召喚 され 、 セ イ バ ー (アル トリ ア ) と の 東西 剣術 対決 が 中 盤 の 山場 と か っ た 。 イ レギ ュ ラ ー な 召喚 
の 都合 上 、 柳 洞 寺 の 山門 か ら 離れ られ な いと いう 制限 が あめ っ た が 、 ア ニ メ 「 カ ー ニ パル ・ フ ァ ン タ ズ ム 」 で は 山門 を トラ 
ッ ク に 乗せ る と いう 荒 技 で 行動 の 自由 を 手 に 入れ た 。 


O 因縁 キャ ラ 

メデ ィ ア 

か つて の 召喚 者 。 彼女 が 無名 の 剣士 を 呼び 出さ な けれ ば この 佐々 木 小 次 郎 は 存在 し な か っ た の で 、 そ れ な り に 恩義 は 感 
じ て い る 。 

マル タ 

質実 剛健 な と ころ が 実に 良い 。 姿勢 も 凛と 正中 に 芯 が 通っ て いる 。 

だ が し か し 、 無 骨 な と ころ が 玉 に 想 、 あ いた ぁ !? 

宮本 武蔵 

この 剣士 は 出逢っ た 事 は な い が 、 佐 々 木 小次郎 と し て いる か ら に は 無視 で き な い 相手 。 命 を 賭け 、 星 非 に も 仕合 いた い 
も の だ 。 


CHARACTER Profile 


と omm 


/ 一 章 で 大 活躍 で し た ね 。 私 も お 世話 に な り ま し た 。 幕間 の 物語 と いい 、 お 団子 フエ スト と いい ネタ に 事欠か な いな ーー と い 
う 印 象 で す 。 し か し 本 人 は 薄め の 顔立ち に 切れ 長 の 目 、 サラ サラ の 査 の 美形 キャ ラフ ター で す 。 それ か ら 、 マ イル ー ム で 
は すご い デ レ て くれ て ぴっ くり し まし た 。 と ころ で 安 珍 様 の 実装 は な いん で すか ね 。( ま た ) 


A 17512 PSN EE ハサン サッ バー 人 
Eg st: EN es. wo: 中 東 
( : 23% EX 215m BEI 628 


BR Gals Ec Bale Ely 
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iS 主 な 登場 作品 :Fate/stay night 


クラ スス キル 


気配 遮断 : A+ 
ァ ン ト と し て の 気配 を 断つ 
動 に 適し て いる 


$088 GET) :B 
FQTIESBALC LU THN OREN. ABRA CIA. RIO RAZR 
7 Beas: C Er) 
自身 の 肉体 に 。、 ま っ た く 別 の 肉体 を 付 BAC SME. 
この ラン ク が 上 が れ ば 上 が る ほど 正純 の 英雄 か ら 遠 ご か っ て いく 
この ハサン は 自己 改造 の 果て に 己 の 「 げ バー ニー ヤ ] を 得 た の で ある 。 JS 
RO: A _& 
山 の 民 に 伝わる 台風 避け の 呪い 。 荒野 を 行く 時 に は 必需 品 。 
WIE 7 ) 


腕 。 悪 性 の 精霊 ・ シ ャ イタ ー ン の 腕 で あり 、 人 間 を 呪い 殺す 事 に 長け て いる 。 
エー テル 塊 を 用 いて 、 鏡 に 映し た 殺害 対象 の 反 鏡 存在 か ら 本 物 と 影響 し あめ う 二 重 存在 を 作成 する 。 和 殺害 対 象 と 共鳴 し た 
その 信者 を 潰す 事 で 、 本物 に は 指 一 本 触れ ず に 殺害 対象 を 呪い 殺す 。 
強力 な 物理 防御 を 無効 に し 、 心臓 を 潰す 暗殺 術 。 ど れ ほ ど 堅 固 な 鎧 を つけ て いよ うと 、 妄 想 心音 の 前 で は 意味 を な さ な 
い 


心音 に 対抗 する に は 耐久 の 高 さ で は な く 、 二 重 存在 を 作成 させ な い 能 力 ・ 魔 力 の 高 


人 物 Se 


私 買 方 ノ 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 買 方 が た / 買 様 ら 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

黒い ロー ブ を まとっ た 白 典 の 暗殺 者 。 

和議 の 仮面 の 下 の 顔 は 削ぎ 落と され て お り 、 そ も そ も 顔 と 呼べ る も の が 存在 し な い 。 

[ハサン ・ サ ッ パ ー ハ ] を 製 名 する に あたり 、 そ れ ま で あっ た 彼 個人 と し て の も の は 全て 捨て さら れ た の で ある 。 

彼 に と っ て の 殺し は あく まで も 役割 ・ 仕 事 で あり 、 そ こ に 哀楽 を 感じ る こと は 無く 、 決 し て 外道 で は な い 。 

その た め 、 暗 殺 と いう 任務 か ら 離 れ 自由 意志 で 動く ハサン と は 、 利害 が 一 致す る の で あれ ば 協力 関係 を 結ぶ こと が 可能 
だ 。 

た と えば 魔術 師 の 造っ た 迷宮 の 中 で は 、 身 体 能力 が 高く 、 罠 の 扱い に 長け 、 影 に 紛れ て 獲物 の 背後 か ら 音 も な く 忍 び よ 
る 彼 は 非常 に 心強い 味方 に は る こと だ ろう 。 

また 、 棒状 の 異形 の 右手 は 、 人 を 呪う 事 に 特 化し た 中 東 魔術 の "呪い の 手 "を 自己 改造 の 果て に 手 に 入れ た も の で ある 。 
UN 人 間 の も の で は な い シ ャ イタ ー ン の 腕 を 霊 的 に 自ら の 腕 に 同化 させ 、 受 肉 さ せ た と いう 荒業 で ある 。 そこ に どれ ほど の 
苦痛 と 執念 が あっ た か は 想像 に 難く な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

人 間 的 に は 善人 と は 言え な いも の の 、 主 の 命令 に は 忠実 。 
主 と 認め た 人 物 が どれ ほど 劣勢 に 陥っ て も 裏切ら ず 、 多 少 無理 な 命令 で も 黙っ て 従う プロ フェ ッ シ ョ ナル の 負 の よう な 
人 物 で ある 。 

顔 と 名 前 を 吾 い 、「 ハ サン ・ サ ッ パ ー ハ 」 と いう 人 物 の 一 人 に 成り 果て た こと を 悔い て お り 、 聖 杯 へ の 望み は 自ら の 顔 を 
取り 戻し ひと り の 人 間 と し て 自身 の 名 を 残す こと で ある 。 

その た め 、“ 不 老 不 死 * な どの 永 却 へ の 潟 望 を 抱く 魔術 師 に よる 召喚 に 応じ る 確率 が 高い 。 


III|| | |) 
「 風 王 結界 」 に 飛び 込ん だ 際 に 。 
“| 彼ら の 神 を 讃え る セリ フ が 入る 予定 で あわ っ た が 、 大 人 の 事情 で 黒 塗り に 。PS2 版 で は 音声 の み 追加 され て いる 。 


「 ま あ 、 感 心 は し ませ ん が 、 一 応 これ も 「 聖 杯 戦争 ] で すか ら 、 卑 居 、 と は 言い ませ ん よね ?」 

「 お お 怖い 。 で は 策士 策 に 湧 れ る こと な く 頑張 り ま し ょ う 。 心苦しい で す が こ れ も ま た 定め 。 すみ や か に その 首 差し 出し 
て いた だ きま す ] 

「 あ ! ぼっ ちゃ ん が や られ て いる 1 2? …… うむ ! 命 を 片 け て も いい ほど に ぽ っ ち ゃ ん が 悪い ん で し ょ う が 、 こ こ は 加 勢 
いた し ます ぞ ! J 

ここ デア ン LY 3 TA 
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中 東 に 起源 を も つ 、 暗 殺 教 団 の 党首 。 

別名 を 「 山 の 老 鈴 」 と いい 、 ハ シッ シ と いう 麻薬 を 末端 の 人 間 に 与 えて 暗殺 者 を 育成 し た こと で 「 ア サシ ン ] と いう 言葉 
の 語源 と な っ た 暗殺 教団 ニ ザ ー ル 派 の 伝説 的 な 頭目 、 そ の ひと り で ある 。 

山 の 老 鈴 は 歴代 19 人 いる と され 、 そ の 全て が 開祖 「 ハ サン ・ サ ッ パ ー ハ 」 の 名 前 を 継承 し て いる 。 

ハサン ・ サ ッ パ ー ハ は それ ぞ れ が 特別 な 技 を 修め た 達人 で あり 、 そ の 秘技 に 応じ て 「 〇 〇 の ハサン ] と いう 通称 で 呼ば れ 
る こと も ある 。 

な お 、 初 代 ハ サン ・ サ ッ パ ー ハ は 1 1 一 12 世 紀 の 人 物 で 、 イ ラン 中 西部 の アラ ムー ト 城 紫 を 拠点 に 自ら の 教派 を 率い た 
人 物 。 

FateGO に お ける アサ シン 教団 は その 発端 は 同じ で は ある が 、 以 後 の 活動 は 史実 と は 異な っ て いる 。 

O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

五 章 ま で の 間 で は 、 本 編 シ ナリ オ に お ける 目立っ た 活躍 は な い 。 

「 瑞 間 の 物語 ] に お いて は 善人 その も の の マス ター の も と 、 子供 を 撮っ て 使い っ 走り に 仕立 て あげ よう と し た ロー マ の 盗 
賊 た ち を 嬉々 と し て 狩り た て 、[ 才 能 の 在り 無し さえ 計れ ぬ 者 が 暗殺 者 を 育て よう と は 、 こ れ ほ ど 愚 か な 事 は な い 」 EM 
倒し て 暗殺 の プロ フェ ッ シ ョ ナル た る 和 参 持 を 示し た 。 

ちな み に 、 そ の 後 も 独自 に 自警 活動 を 継続 し た 彼 の 活躍 に より 、 ロ ー マ の 犯罪 率 は 急速 に 右 肩 下がり に な っ た と いう 。 

その こと を 聞い た Dr. ロ マン は 、「 も し か し て 根 は 善人 な の と コメ ント し て いる 。 
© 過去 作品 に お ける 役 ど こ : 

冬木 市 の 聖杯 戦争 で は 本 来 、 ア サシ ンク ラス で 召喚 され る の は 歴代 の ハサン ・ サ ッ パ ー ハ の いずれ か に な る は ず だ っ た 。 
[Fate/stay night] で は 聖杯 戦争 の シス テム を 失 じ 曲げ た キャ スタ ー に よっ て 無関係 の 別人 が アサ シン と し て 召喚 され 
て いる が 、 ル ー ト の ひと つ で 本 来 召喚 され る は ず だ っ た 呪 腕 の ハサン が 真 ア サシ ン と し て 登場 する 。 

小説 「Fate/Labyrinth] で は コー パック ・ ア ルカ トラ ス の 第 七 迷宮 の 深層 に 何者 か が 設置 し た 亜 種 聖杯 に よっ て 召喚 さ 

れる が 、 こ の 事態 を 収拾 すべ く 他 の サー ヴァ ント た ち に 共闘 を 持ち か け 、 魔 術 師 一 人 と サー ヴァ ント 四 騎 に よる 臨時 パ 


も っ と も 器用 、 か つ 不 軸 な ハサン で す な 。 同 時 期 に に て つも な い 天 才 が ハサン 候補 に いた よう で す が 、 は て 、 ど うな っ 
た も の や ら 。 
静 議 の ハサン 
も っ と も 無垢 、 か つ 物騒 な ハサン で す な 。 何 人 に も 触れ られ ぬ 華 で あっ た が 故に 、 最 期 ま で 無垢 で あっ た と 聞き ます が 


“LOS” 
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ギル ガメ ッシュ 

こう いう 人 間 に 仕 えて は いけ な い 。 


¡CHARACTER Profile 


花札 と 
は 自分 の 中 に ある 
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ステ ン ノ 


| クラ ス >> Ex 
EN EE ギリ シャ 神話 Boo GS 
134cm EA 3Okg (体重 は 「 私 ( エ ウ リエ PU) 
Ed: BEE: Ee EEX 回 EX 


設定 作成 
キャ ラフ ター デザ イン : AKIRA 


きのこ ・ 桜 井 光 - キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 : 武 内 宗 
CV: 浅 川 修 


クラ スス キル 


eo 
ムラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 
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女神 の 神 核 EX 
生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 現す スキ ル 。 

精神 と 肉体 の 絶対 必 を 維持 する 効果 を 有する 。 あらゆる 精神 系 の 干渉 を 弾き 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 
摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 


A 
サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 、 


WES i 


吸血 に よっ て 自ら の 魔力 を 回 復 する 。 
誰 の 血 で も 回 復 す る が 、 一 番 好 き な 血 は 妹 メ ドゥ ー サ の も の な の で 、 メ ドゥ ー サ の 血 を 吸う と 魔力 は 大 回 復 する 。 


天性 の 美声 。 
男性 に 対し て は 魅了 の 魔術 的 効果 と し て 働く が 、 対 魔力 スキ ル で 回 避 可 能 。 対 魔 力 を 持っ て いな く て も 、 抵抗 する 意思 
を 持っ て いれ ば ある 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 


女神 と し て 在 る が ゆえ の 性 質 が スキ ル と し て 顕 れ た も の 。 
さま ざま な 効果 を も た ら す が 、 必 ず し も 有効 な も の ば か り と は 限ら な い 。 
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スマ イル ・ オ ブフ ・ ザ ・ ス テン ノ 


スマ イル ・ オ プ ・ ザ ・ ス テン ノ 。 


勇者 た ち を 一 撃 の 下 に 虜 と し た 女神 の 魅力 を 宝 具 と し て 昇華 し た モノ 。 
歴戦 の 強者 で あろ うと 清廉 な 紳士 で あろ うと 、 男 で あれ ば た ち ま ち の うち に 殺し て (陥落 させ て ) みせ る 、 愛 の 言葉 を 込 
め た 最強 の 嘱 き 。 

物 夏 げ な 視線 を 刃 に 、 薄 ける ほど の 嘱 き を 毒 に 。 

嘱 き の 後 一 一 と ど め に 、 開 き 直っ た と ば か り に カワ イイ ポーズ で 悩殺 し よう と する 。 指 で ハー トマ ー ク 作っ て 、 キ メ ! 
大 抵 の 男 は 落ち る が 、 落ち な い 相手 も いる の で 、 そ うい う 時 は と て も 怒る 。 (怒る だ け ) 


pr 


私 あな た 彼 彼 女 ※ エ ウリ ュ アレ に つい て は 二人称 も 三人称 も [私 ( エ ウ リ ュ アレ) | と 呼 が 
〇 性 格 

優雅 と 上 品 を 形 に し た か の 如き 、 脂 し の 女性 。 

優雅 な 仕 種 、 溢れ る 気品 、 思慮 深い 言動 。 

[理想 の 女性 ] と し て 完成 し た 女神 。 

どの よう な 男性 で あろ うと 持ち 上 げ て 褒 め 称え る 。 綺 麗 な も の 、 可 愛らしい も の を 無 条 件 に 惜しみ な く 愛 し 、 醒 いも の 
を 無 条 件 に 嫌う 。 

と 見 せ か け て - 

事実 と し て 優雅 と 上 品 を 備え て は いる も の の 、 更に 踏み 込ん で 言え ば 極度 の も の ぐさ な 性 質 が ある 。 ど う で も いい 相手 
に は 、 き わ め て 冷酷 。 祥 府 (タル タロ ス ) の 番犬 が 苦 え 上 が る ほど に 。 


妹 (メド ゥ ー サ ) の こと は 、 こ と ある ご と に も う ひ と り の 自分 ( エ ウ リ ュ アレ ) と 一 緒 に な っ て いじ め て し まう けれ ども 、 
本 当 は 好き 。 
ーー 一 愛し て いる 。 心から 。 死 し た 後 で も 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は な い 。 
強い て 言え ば [姉妹 三 人 で 永遠 に 暮らす こと ] だ が 、 そ れ が DF わな い 願 いで ある こと を 彼女 は 既に 知っ て いる 。 


) 台詞 例 
「 メ ドゥ ー サ は ひと り に な る と すぐ 泣き 出す で し ょ う ? 私 た ちの 親族 と し て 、 そ ん な 恥 さ らし は 許し ませ ん 
「 な ん て 愚か な 妹 で し ょ う 一 一] 
[私 は 女神 。 どん な 勇者 を も 虜 に する よう 望ま れ 、 生ま れ 落 ち た 現象 よ 。 足下 まで な らい いけ れ ど 、 肩 まで どっ ぷり 哲 ま 
ら な いよ う あ な た も お 気 を 付け な さい ? | 
「 あ な た に 教え て あげ まし ょ う 。 
ええ 、 え え 、 特 別に 。 
私 の " 神 核 " が 、 ど ん な も の な の か ーー 


〇 人物 像 
華やか に 、 美 し く 咲 き 誇 る 。 いつ か 手 折ら れ て し まう その 時 まで 。 
誰か に 愛さ れる た め に 生ま れ た 永遠 の 少女 


ギリ シャ 神話 に お ける ゴル ゴン 三 姉妹 の 長女 。 

男 の 憧 れ の 具現 、 完 成 し た 「 偶 像 ] と し て 生ま れ 落 ち た 女神 。 

次 女 エ ウリ ュ ア レ と 同じ く 古 代 ギ リ シ ャ に 於 ける 神 の 一 柱 で あり 、 本 来 は サー ヴァ ント と し て 召喚 され る も の で は な い 
は ず が 何故 か 現 界 し て し まっ た 。 そ の 在り 方 か ら 実に か 弱く 、 純 粋 な 戦闘 能力 は 殆ど な い が 、 宝 具 は ある 意味 で は きわ 
め て 強力 。 

永遠 に 美しい 代わ り に この 世 で 最も 弱い も の …… と し て の 女神 で ある は ず が 、 サ ー ヴ ァ ン ト 化 に 伴っ て 幾ら か 頑丈 に な 
っ つて いる 。 


存在 と し て の ゴル ゴン 三 姉妹 は 元 来 [同じ] も の で ある た め 、 自ずと エ ウ リ ュ ア レ と ステ ン ノ は 似通っ て いる 上 に 、 繋 が 
っ て いる 。 以心伝心 を 超え て ある 種 の 共同 体 の よう な 存在 と な っ て お り 、 呼 び 名 も 互い に Ah) と 呼び 合う 。 
( 三 女 メ ドゥ ー サ は 例外 で あり 、「 成 長 ] し て し まっ て お り 背 丈 も スタ イル も 違う し 、 心 が 設 が っ て も いな い ) 


〇 コン セプト 
神代 アイ ドル 。 
正真正銘 の 偶像 で お り 、 気 まぐ れ で 残酷 な 女神 の 具現 。 田 者 は いか な る 怪物 を も 滅ぼす が 、 こ の 手 の 女神 に は 勝て な い 


定め 。 


O 因縁 キャ ラ 

エ ウ リ ュ ア レ 

も う ひ と り の 自分 。 

自分 自身 を 呼ば の と 同じ よう に 、「 私 ] と 呼ぶ 。 

メド ゥ ー サ 

愛す る 妹 。 本 当 は 愛し て いる 。 

表面 上 は 「 奴 款 以下] 「 駄 メド ゥ ー サ ] と 呼ん で いつ も 茜 め て いる し 、 妹 に は 恐れ られ て は いる けれ ど …… 
メド ゥ ー サ が オリ ュ ン ポス 十 二 神 の 一 柱 で ある アテ ナ に よっ て 「 形 な き 島 」 に 追放 され た 際 も 、 当然 の よう に 一 緒 に 島 へ 
と 渡り 、 次 第 に 異形 の 怪物 へ と 変わ っ て いく 妹 を 恐れ ず 受け 入れ 、 共 に 最期 を 迎え た 。 

アス テリ オス 

最近 、 私 ( エ ウ リ ュ ア レ ) が 入れ あげ て いる 子 。 

アレ は どう いう の か し ら ね ? 


A 
PEU" 
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上 Fo At vie 
ある 3 百度 ミネ に 支 ミヌ > ネ ホ た 
Hank 


リ の 見 せ フ リフ リ に 、 と いう 心 と 、 い や そこ は 地味 に いっ た 方 が 女神 が 最後 に 僕 に 隙 を 見 せ て くれ る っ て な る よ ! 心 の 
> 熱い 戦い の 未 後者 に な り ま し た (また それ が 見 せ 用 の 隙 で も 天然 で も 美味 し いか と 思い ます 女神 様 ) 元 デザ イン の ヒー ル の 
な い サ ンダ ル 姿 が 大 変 大 変 と きめ く の で そこ は 迷い ませ ん で し た 。(AK IRA) 


W 元 の デザ イン が ある か ら 大 丈夫 と 自分 に 言い 聞か せま し た ら 後 に 大 変 な プレ ッ シ ャ ー に 。 3 役目 の 黄金 三角形 は パリ バ 


AL I 


N 


まま と ち が ょ りり まい 
AMAURY 
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"けい か 


A 


| クラ ス >> Eds 
Elo Ess Bs 
u Edi. EB 59m [E 488 


FIRE EM) BE Edo Ele 


完全 に 気配 を 断 て ば 、 発 見 は 極め て 困難 。 
た だ し 、 自 ら が 攻撃 態勢 に 移る と 気配 遮断 の ラン ク は 大 きく 落ち る 。 


mr 


保有 スキ ル " 
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抑制 :A 
攻撃 寸前 まで 殺気 の 一 切 を 表 に 出さ な い 暗 殺 者 の 秘 負 。 
A ラン ク と も な れ ば 、 武 器 を 手 に 握る 瞬間 まで 殺気 が 問 え な い 。 


Y 8 
軍略 と は 異な り 、 少 数 で の 暗殺 任務 の み に 絞 られ る 。 
な お 、 自 己 の 生還 は 考慮 し な い 。 


BERA:A 
現在 で も 普通 に 1 


ジグ | が 若 し ] と 嘆 か れ た と か 。 


pea 


MHIERTSSEHMCHISBER<ERATLIN, PUBLI EEN, MERE. BEL. TORS 「 傍 ら に 人 無き 


N CHARACTER: 


た だ 、 あ や め る の み 。 is 

ERBRDICO ALIAS. 

ENCON TRALEE SRA. BERISERICENTUD. 

SICHUWERTERBETHEN. HENEENSSENKANCHEEITTS. 

し か し 、 こ の 宝 具 の 真価 は そん な と ころ に は な い 。 

この ヒ 首 を 使う と いう こと は 、「 選 が 選 ら な い ] と 覚悟 する も の で ある 。 故に 莉 堤 は 己 の 死 を 受け 入れ 、 全力 を 使っ て 暗 
殺 を 完遂 し よう と する 。 

己 が 思 ら な いこ と を 前 提 で 任務 を 遂行 する と いう 点 で 、 回 避 が 極め て 困難 な 暗殺 宝 具 。 
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Boi) Baan ae BYR RX 
) 性 格 

竹 を 割っ た よう な 勇壮 な 性 格 で 、 酒 好き 。 

男 の 口調 で 話す が 、 酒 が 入る と や や 素 に 戻る 。 

穏やか な 日 常 を 望む も の の 、 義 の た めで あれ ば 死 を も 原 わ な いし 、 

死 を 間近 に し て も 、 笑 っ て いけ る 剛 胆 さ を 持 つ 。 

カル デア 内 女子 会 が め る と 、 な ぜ か 高 確率 で 参加 し て いる 。 ざっ くば らん な 性 格 が 女性 陣 に 好 か れ て いる の か も 。 
動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に 、 自 身 の 信条 で ある (E) に 背 か な い 限 り は 忠実 に 仕え よう と する 。 

逆 に 、 ア サシ ン だ か ら と 邪悪 な 行為 に 手 を 出 そ う と し た と き は 、 背 信 も 危ぶま れる ほど | 


人 間 で ある 。 


O 台詞 例 
「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア サシ ン 。 責 殿 の 召喚 に 応じ 、 参上 し た 。 成す べき こと も 成せ な か っ た 愚か 者 で ある が 、 FACTOR 
を 使う が いい ] 

「 ト 一 一 死 中 に 活 あり 。 必 死に なら な けれ ば 、 活 すら も 掴め ん よ ] 

「 酒 は 酔う も の で は な い 。 こ の 世 か ら 少 し だ け 浮き 上 が る た め の も の だ ] 

「…… 君 は 、 い いな 。 う ん 。 実に いい ] 


1 ; - に 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 4 
SEDES AIR DI. 燕 国 の 太子 で ある 丹 に 雇 わ れ た 刺客 で ある 。 
友人 た ちと 共に 酒 を 飲み 騒ぐ こと を 至上 の 喜び と し て いた が 、 そ の 一 方 で 読書 と 剣術 を 噛み 、 賢 人 と の 語り も 好 ん だ 。 


燕 の 太子 で ある 丹 は 秦 が 日 々 勢力 を 増し て いく こと を 夏 い 、 ま た 秦 に 人 質 と し て 赴 い た 際 に ひど い 待 遇 を 受け た こと に 
対す る 短 み を 募ら せ 、 遂 に 秦 の 始皇帝 暗殺 を 決意 し た 。 

丹 は 燕 で 知ら ぬ 者 は いな い 賢 人 、 田 光 に 助言 を 求め た 。 

兆 は 痢 を 推薦 し た が 、 丹 の 不用 意 な 言動 の た め に 剤 軸 を 推薦 後に 命 を 絶っ て し まう 。 


痢 軸 は 田 光 の 命 を 懸け た 頼み に 心 を 動か され 、 始 皇帝 暗殺 を 引き 受け る 。 
秦 か ら 逃 万 し て きた 将軍 の 首 と 、 燕 の 地図 を 手 土産 に 始皇帝 に 誤 見 する 計画 を 練り 上 げた が 、 任務 に は 前 南 と 同じ く 命 
を 懸け る 助手 が 必要 だ っ た 。 


浮間 は 信頼 で きる 友 を 連れ て 行こ うと 考え て いた が 、 時間 が 経つ 内 に 、 凡 は 凍 制 が 怖 じ 気づい た の で は な いか と 疑い 始 
め る 。 

PORT LIO BRENT Ut 

BIEFZRTNERU, HUOS TARE BESDLSST DIVA ER ESA ESE, TIA 
が 騰 病 者 で お る こと に 気付 いて いた 。 


始 皇 帝 の 調 見 は 上 手 く いっ た も の の 、 案 の 定 秦 舞 陽 は 民 え て 身動き ー つ 取れ な く な り 、 や む な く 痢 暫 は 単独 で の 暗殺 に 
HOZEITED. 

UD UBD BORED, HOMER EL TEO. BH. FABELOHOENTHREN 
た と も 伝え られ て いる 。 

死に 際 に 前 買 は 笑い 「 殺 そう と 思え ば 殺せ た が 、 人 質 に 取る こと が 目的 だ っ た の だ 。 惜しい 惜しい ] EMEL. BERND 
臣下 た ち に 斬り 裂 か れ た と いう 。 

な お 、 剤 軸 は 燕 か ら 旅立つ 際 に 一 つの 歌 を 残し て いる 。 


UMMC LCAKEL 
Hi UckKUATTHREST 


Ban 生き て 戻れ ぬこ と を 既に 覚悟 し 、 そ れ を 歌っ た この 詩句 に 見 送り の 人 間 は 誰 も が 涙し た と いう 。 


滞 離 も 始皇帝 の 暗殺 に 挑 お が 、 や は り 和 失敗 に 終わ っ た 。 


O 因縁 キャ ラ 
王様 系 サー ヴァ ント 全般 
ん 一 、 刺 し た い …… 


SA 

[TRECE 

elo Az AEREA 

Bato f{ cal52. RARE 
mat rrr id APY. 

PER RRA. AMB. ーー 


AAA. 
ROI et. 


SPE ARENA Os 


な っ て し まっ て 、 ち ょ っ と か わい そう だ な っ て 思い まし た 。 ア サシ ン と 言っ た ら 仮 面 で し ょ うと リス 
% で 持た せ た 仮面 で す が 、「 顔 に 被せ な いで ね ] と の 指示 が 来 ま し た 。 パト ルキ ャ ラ で は 頭 に ポン と 乗せ て 下さ っ て 
いて 可愛 か っ た で す 。 (高橋 慶太 郎 ) 


ン ャ ルル ニア ン リ ・ サン 


EE アサ シン 医 鹿 シャ ルル = アン リ ・ サ ン ソ ン 


Eis: 国史 実 IEE フラ ンス 
( | | 属性 E55 EN 178cm [XA 68ke 


It Edo Edo Ec Eo Ed) Ele 


サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 。 Re 
アサ シン で は ある が 。、 サ ン ソ ン に 暗殺 行為 は 不可 能 に 近い 


> 


保有 スキ ル 


、 そ の サー ヴァ ント の 行為 が 悪 と 見 な さ 


れ た 場合 も 対象 と な る 。 


シー ニニ x ーー ーー = = = 


MAA な お 、 この スキ ル は 現代 の 基 で 比較 する の で は な く 、 
サー ヴァ ント の 生き た 時 代 の 基準 で 判定 する も の と する 。 


ーー 


SÍ 
人 体 研究 :B 
| 処刑 技術 、 そ し て 医術 の 「 裏 側 ] に 位置 する 概念 
A 人体 の どこ を 傷つけ れ ば 死な ず に 済む の か 、 後 中 症 が 残ら な いか 、 な どの 研究 を 怠ら な か っ 
y に は どこ を 傷つけ れ ば いい の か が 理解 で きる と いう こと 。 


に 。 翻 つて 言え ば 、 戦う 際 


Gis cis: 


宝 具 


a 


死 は 明日 へ の 希望 な り 


ラモー ル ・ エ スポ ワー ル 。 

真 の 処刑 道具 、 ギ ロ チ ン の 具現 化 。 呪 いや 幸運 で は な く 、「 い ずれ 死ぬ と いう 宿命 に 耐え られ る か どう か 」 と いう 概念 に 
よっ て 、 回 避 で きる か どう か が 決定 され る 。 

いわ ゆる HFS] 系 の 宝 具 で あり 、 戦 死 で は な く 「 処 刑 さ れ た ] と いう 胸 話 が ある 英雄 に は 不利 な 判定 が つく 。 


中 距離 レン ジ 以内 で 真名 を 発動 ご せる と 、 ギ ロ チ ン が 頸 現 。 
ー 秒 後に 落下 し 、 判 定 が 行わ れる 。 
標的 が 判定 に 失敗 し た 場合 は ギロチン は その まま 落ち 、 昔 が 多 ね られ る 。 


人 物 


| — Ais 僕 ボ フ Bam BE atx 


E 


〇 性格 

「 人 間 ] を こよ な く 愛 する 温和 な 青年 。 

「 悪 | を 憎む が TEN は 憎 ま な い 。 

神 を 信じ て いる が 、 同 時 に 神 が [ 何 も 為 さ な い 」 こと も 理解 し て いる 。 

それ 故 、 己 が 「 悪 ] を 以 て 「 悪 ] を 断つ と いう 悲し い 使命 感 を 抱く 。 

法 に 対し て 極め て 厳密 、 か つ 出来 得る な ら ば 「 死 刑 ] は 取り 止め た い 、 と いう の が 本 音 で あり 、 サ ー ヴ ァ ン ト と 戦う こと 
A ily 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
基本 的 に ニュ ー ト ラル に 仕え る 立場 に 回 る 。 

た だ し 魂 喰 いな どの 邪悪 な 行為 を 強制 し よう と し た 場合 、 自 害 を 含め た 英 対 行為 に 出る 。 

「 邪 竜 百年 戦争 オル レア ン ] で は パー サー ク ・ ア サシ ン と し て 登場 し た が 、 そ の 時 の 彼 の 性 格 が 偏執 的 だ っ た の は 文字 通 
り 狂 っ て いた か ら で あ る 。 罪人 に 苦痛 は 与え た く な い 。 む し ろう 死 の 代償 と し て 天上 の 楽園 を 錯覚 する ほど の 斬 撃 を 求め 
識 の 願望 は あっ た と し て も だ 


「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア サシ ン 。 召喚 に 応じ 、 参 上 し まし た 。] 

「 残 念 な こと に 、 私 は 人 間 を 殺せ な い 。 それ で も よけれ ば 、 お 使い 下さ い ] 

「 皮 肉 な 生き 方 で す 。 人 を 傷つけ た く な い が 故 に 、 傷 つけ る 術 を 学ん だ の で すか ら ] 

「 処 刑 人 の 一 族 に は 誇り な ど あ り ま せん 。 少なく と も 私 は 誇り を も っ て いた 訳 で は な い 。 
た だ 、 愛 情 故 で す 。 彼 ら が せめ て 、 死 ぬ 間 際 ま で 苦痛 で 足 揺 か ぬ よ うに 一 一 ] 


CHARACTER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

フラ ンス 革命 時 に お ける 死刑 執行 人 。 ル イ 十 六 世 、 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト 、 ロ ベス ピエ ー ル な どの 処刑 に 関わ っ た 。 
単なる 処刑 執行 人 が これ ほど 有名 に な っ た の は 二 百 年 以上 の 歴史 を 誇っ た 処刑 人 一 族 で ある こと 、 死 刑 反対 派 に も 拘 わ 
ら ず 、 結 果 的 に 歴史 上 二 番 目 に 多く の 死刑 を 執行 し た 人 物 で ある こと な ど が 理由 で ある 。 


サン ソン 家 は 「 死 刑 執行 人 ] と いう 低い 身分 で あり な が ら 、 金銭 的 に は 恵まれ た 生活 を し て いる 矛盾 し た 存在 で あっ た 。 
フラ ンス 革命 に よっ て 国 が 反転 し た と き で すら 、 サ ン ソ ン 家 が 代々 行っ て きた 処刑 に 対し て は 無実 の 宣告 が 下さ れ た 。 
己 の 意志 な き ギ ロ チ ン 、 そ れ が 彼ら の 役割 で あっ た 。 


シャ ルル = アン リ ・ サ ン ソ ン は まさ に その 激動 の 時 代 に 、 死 刑 執行 人 一 ムッ シュ ・ ド ・ パ リ と な っ た 。 
彼 が 処刑 し た の は 、 文字 通り フランス の 歴史 に 名 を 連ね た ルイ 16 世 、 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト 、 ロ ベス ピエ ー ル と いっ 
た 人 物 か ら 無名 の 人 間 に 至 る まで 、 あ ら ゆ る 階層 が 対象 だ っ た 。 


特に ルイ 16 世 の 処刑 は 彼 に と っ て も 衝撃 が 激しかっ た らし く 、 ル イ 16 世 の 処刑 後 、 神 父 た ち に 懇願 し て ミサ を 執り 行 
つて いる 。 そ れ は フラ ンス 革命 時 に お いて 反革命 的 犯罪 で あり 、 死 罪 と な る ほど 重い も の で あっ た が 、 そ れ で も サン ソ 
ン は 繰り 返し ミサ を 執り 行っ た 。 


シャ ルル = アン リ ・ サ ン ソ ン は 当時 と し て は 異例 の 平等 論者 だ っ た と も 記さ れ て いる 。 
彼 は 医者 に 見 放さ れ た 患者 を 救い 、 刑 を 執行 され る 人 間 に 苦 痛 と 後遺 症 が な いよ うに 研究 を 積み 重ね た 。 


ーー た と え そ れ が 。 誰 に も 省 み ら れ な い 、 報 われ ぬ も の だ っ た と し て も 。 彼 は 苦痛 に 耐え て 、 そ の 役割 を 全う し 続け た 。 


O 因縁 キャ ラ 

マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 

言わ ず と し れ た 敬愛 する 王妃 、 少 女 、 永 遠 の 存在 。 彼女 は どう し て 、 処 刑 の 直前 に 何 の 恐 怖 も な く あ の 言葉 を 遺 せ た の 
だ ろう 。 

アマ デウス ・ モ ー ツ ァ ル ト 

言わ ず と し れ た 変態 仲 …… ラ イ バ ル 、 ラ イ バ ル で す ! 

シュ ヴァ リエ ・ デ オン 

「 す まな い が 、 一 緒 に し な いで くれ な いか ?] と 言わ れ た 。 ち ょ っ と 泣き た い 。 


OFF Ha, MMERFEF-IIULTUNE 
“調べ て いて 非常 に 楽し か つた で す 。 見 下 し 笑い 
情 も あっ て 基本 シリ アス な キャ ラ な の で す が 、 竹 筆 日 記 で まさ か あん な こと に な る と は … (し ま ど り る ) 


す 。 フラ ン 
と いう 追加 
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SY SO 
ファ ント ム ・ オ ブ ・ ジ ・* 
| クラ ス ek クン アト ムラ フシ オバ ラ NN 
El si: EE 主 オペ ラ 座 の 人 怪人 Een Ne 


Er. EB 18scm [E 80ks 
Ende Ec EA Galo Edo 


設定 作成 : 桜 井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン MIE ho CV SHEARS 


Du 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


SEEN: A i. ad 
サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 、 動 に 適し た スキ ル 。 
完全 に 気配 を 断 て ば 発見 する こと は 不可 能 に 近い が 攻撃 態勢 に 移る と 気配 遮断 の ラン ク が 大 きく 落ち て し まう a 


集え キル \ 


精神 汚染 : A i 
精神 が 錯乱 し て いる た め 、 精 神 干渉 系 の 魔術 を 遮断 する 。 
同 ラ ンク の 精神 汚染 を 有 し て いな い 人 物 と は 意思 貴 通 が で き な い 。 


me 


魅惑 の 美声 : B 

天性 の 美声 

«q MEIC TIBET ORRE LTO, STATI COTTA. 対 魔力 を 持っ て いな く て も 、 抵 抗 す る 意思 
| を 持っ て いれ ば ある 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 

ファ ント ム は この 美声 を 用 いて 、 ま さ に オペ ラ 座 の 舞台 が 名 く 唄う よう に 会 話す る 。 


= 


MEOEM:D KS 

後 年 に 培 わ れ た イメ ー ジ に よっ て 、 過 去 の 在り 方 を 投じ 曲げ られ た 怪物 。 a 

能力 ・ 姿 が 変貌 し て し まう 。 

小説 「 オ ペラ 座 の 怪人 | の モデ ル で ある 彼 は 、 作 品 の 彫 響 を 受け て 素顔 が 異形 へ と 変わ り 、 ま た 、 両 腕 も 既に 異形 の 怪物 

の も の と 化し て いる 。 時 手袋 を 外し て し まえ ば 、 大 振り の ナイ フ よ り も 剣 知 な 鋭い 銘 川 が 伸び た 、 異形 の 両手 が ==. 

な る 。 \ 
PA 


WES 


m 


Es 


\ 
A 


RICCARDO 


クリ ステ ィ ー ヌ ・ ク リス ティ ー ヌ 。 

か つて の 処 牲 者 た ちの 死骸 の 一 部 を 組み 合わ せ て 作り 上 げた 、 パ イプ オル ガン が 如き 褐 々 し い 
雨 生 龍之介 の 試行 錯誤 し た 悪 業 は 既に 、 十 九 世 紀 | に 完成 され て いた の か ーー それ と も 、 現 界 | 
イメ ー ジ が 宝 具 と し て 昇華 され た も の か 。 


巨大 演奏 装置 
に あたっ て 残忍 な 怪人 の 


異形 の 発声 器官 を 有する 目 分 の 歌声 と 併せ きる こと で 、 こ の 宝 具 は 不可 視 の 魔力 ダメ ー ジ を 周囲 へ 振り まく 。 演奏 者 で あ 


る ファ ント ム 自 身 に は ダメ ー ジ は な い 。 
音 に よる 攻撃 で は な く 、 あく まで 魔力 の 放射 に よる 攻撃 で ある た め 、 防御 の 魔術 や 能力 に よっ て 
備 し て いる 鎧 の 類 も 有効 に 働く 。 


遮断 する こと は 可能 。 装 
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Bon BM ss (2) お 前 


O 性 格 

基本 的 に は 紳士 的 。 

けれ ど 真 の 紳士 で は な く 、 あ くま で [紳士 と し て の 自分 ] を 演じ て いる に 過ぎ な い 。 

仮面 の 内 側 に 巨大 な 悲 哀 と 怒り を 秘め て お り 、 一 度 そ れ が 浴 れ 出せ ば 悲劇 が 生み 出さ れる こと を 深く 自覚 し て いる 。 
衝動 を 殺し 、 常 に 自分 を 抑制 し よう と 務め て いる 。 

唄う よう に 会 話 で き て いる うち は 、 抑 制 が 効い て いる こと を 示す 。 

唄う こと を や め た な ら 、 目的 の た め な ら ば 条 状 者 と な っ て 障害 を 排除 し に 掛か る 冷酷 に し て 狂気 た る 「 オ ペラ 座 の 怪人 ] 
と し て の 本 性 が 出 始め て いる 証拠 

美声 の 少女 が 好き 。 

目 を 付け た 少女 に は 「 自 分 が 指導 すれ ば 歌姫 に な れる] と アピ ー ル する こと も 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター の こと は 、 何 故 か 「 素 晴らし い 美声 ] と 言っ て 懐い て くる 。 

か つて の 歌姫 と 混同 し て いる の だ 。 

精神 汚染 に よっ て 狂気 を 得 て い る も の の 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て は と て も 従順 。 

た だ し 、 彼 の 発言 は 常に 唄う よう な 会 話 で ある た め 、 具体 的 に 何 を 言 お うと し て いる の か は あま り 伝 わら な い 。 


聖杯 に か ける 願い は 「 自 分 が 指導 し た 歌姫 が 世界 一 の 栄誉 を 受け る こと ]。 
で きれ ば マス ター を 歌姫 (性 別に 関わ ら ず ) と し て 育て 上 げた い 。 故に こそ 、 彼 は 、 マ スタ ー を 何より も 大 切 に する だ ろ 
う 。 


O 台詞 例 

「 微 陸 お きみ へ 私 は 唄う 愛し さ を 込 め て ] 

[私 と 唄 お う も う 一 度 」 

「 我 が 顔 を 見 る 者 は 恐怖 を 知る こと に な る だ ろう お 前 も お 前 も お 前 も ] 
[ 我 が 魂 と 声 は ここ に ひと つ に 束ね られ る 」 

FAR. AR. 我 が 天 使 。 墜ち た る 私 に も 届く ほど に 、 高 ら か に ! 」 
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史上 の 実像 ・ 人 物 像 
仮面 の 殺人 鬼 。 
呪 わ し い 異 形 の 顔 を 、 身 骸 を 模 し た 仮面 で 隠し た 男 。 
十 九 層 紀 を 舞台 と し た 小説 「 オ ペラ 座 の 人 怪人] に 登場 し た 怪人 一 一 一 妨 ら く は 、 そ の モデ ル と な っ た 人 物 。 
オペ ラ 座 (ガル ニ エ 宮 ) の 広大 な 地下 迷宮 が 如き 水路 に 住み 着き 、 無垢 に し て 清らか な 若き 女優 に 惹か れ て 彼女 を 歌姫 へ 
と 導く も 、 成 就 せ ぬ 愛 の た め に 連続 殺人 を 行っ た 。 


〇 因縁 キャ ラ 
ジル ・ ド ・ レ ェ 
不思議 と 会 話 が 鷺 み 合う 


La, / 


049 
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EE? EA 73 WH マル ガータ ・ ヘー ルト ロイ ダダ ジッ ツェ 
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設定 作成 : 東 祐一 郎 プ キャ ラク ター デザ イン : こ や まひ ろか ず CV: 竹田 和沙 
JN 主 な 中 場 作品 :Fate/Grand Order 
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保有 スキ ル 


気配 遮断 : 
(MER ZEUS SEEN ZUG. 


謀 報 : A++ 


この スキ ル は 気配 を 宮 断 する の で は な く 、 気配 その も の を 英 対 者 だ と 感じ させ な い 。 


親しい 隣人 、 無 害 な 石ころ 、 最 愛 の 人 間 な ど と 勘違い させ る 。 


A++ と も な れ ば 味方 陣営 か ら の 告発 が な い 限 り 、 敵 対し て いる こと に 気付 く の は 不可 能 で ある 。 


た だ し 直接 的 な 攻撃 に 出 た 瞬間 、 こ の スキ ル は 効果 を 失う 。 


ニー = — 
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フェ ロモ ン :B 


フェ ロモ ン と は 動物 の 体内 か ら 分 泌 ・ 放 出さ れ 、 同 種 の 他 個体 の 行動 や 生理 状態 


影響 
Ses 


置 を 与え る 物質 の 


傾 国 の 美女 と まで は いか ず と も 、 男 女 の 区 別 な く 警 式 心 を 溶かし 、 会 話 の アプ ロー Fe RAGA 1 NST BOER 
まで 手 に 入ら れる だ ろう 。 


マタ ・ ハ リ 。 

マタ ・ ハ リ と いう 伝説 の 具現 化 、 洗 脳 宝 具 。 

妖 馬 な 舞踊 に より 、 思 考 回 路 を 強制 的 に 麻痺 させ る 。 一 般 人 、 マ スタ ー は も ちろ ん の こと 、 精 神 耐 性 スキ ル の な い サ ー 
ヴァ ント 、 狂 化し て いな い サ ー ヴ ァ ン ト も 男女 問わ ず 該当 する 。 

判定 に 失敗 し た 者 は 、 基 本 的 に マタ ・ ハ リ の 操り 人 形 で ある 。 

効果 は 朝日 が 昇る まで 。 た だ し 、 宝 具 を 使用 し た と いう 形跡 は 残ら な いた め 、 同 一 人 物 に も 繰り 返し 使用 可能 。 

また 一 度 で も 判定 に 失敗 し た 場合 、 次 回 以降 の 判定 に ハン デ を 負う 。 


fs te / ara da 


Bi) Biss: Be R2/5045 


性 格 
極め て 明る く 、 母 性 的 。 
見 た 目 は 十 代 後半 、 少女 と 女 の 中 間 と いう 顔立ち だ が 、 ど れ ほ ど 老 猫 な 存在 で あっ て も 、 異性 で あれ ば [FH] と し て 扱 
う 。 
TL, AASCOMORE PEREB< BATHS. 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 献身 的 で ある 。 

ds な の だ が 、 そ の 立ち 位置 か ら マ スタ ー と は や や 険悪 な も の に な りや すい 。 (特に それ が 異性 と な れ ば 尚更 ) 
O 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア サシ ン 。 ハ サン じゃ な く て ご めん な さい 。 
そう そう 。 更に 申し 訳 な いけ れ ど 、 私 、 戦 えな い の ] 

「…… マ タ ハ リ の 方 が 通り が いい わ よ ね 。 

で は 、 そ うし まし ょ う 。 マ タ ハ リ と 呼ん で 、 マ スタ ー] 

「 あ ら あ ら 。 大 丈夫 ? いい の よ 、 全 : し て みて 。 

話 を 聞く くら いな ら 、 私 に も で きる か ら ] 

「 再 を 貸し て 。 あな た に だ け 、 こ っ そり 教え て あげ る ……」 


¥ 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
第 一 次 世界 大 戦時 、 一 躍 そ の 名 を 轟かせ た 女 ス パイ 。 

マタ ・ ハ リ こ と マル ガレ ー タ ・ ヘ ー ル トロ イダ ・ ツ ェ レ は オラ ンダ 、 

アム ステ ルダム に 裕福 な 家庭 の 長女 と し て 生ま れ た 。 

し か し 両親 の 破産 に よっ て 、 幸 福 な 時 代 は 終わ り を 告げ る 。 

一 家 離 散 の 後 、 彼 女 は 後見 人 の 下 で 幼稚 園 の 教諭 に な る べく 勉学 に 励ん だ が 、 学 舎 の 学長 が 彼女 に 露骨 な 干渉 を 行っ た 
た め 、 後 見 人 に よっ て 追放 され て し まっ た 。 


その 後 、 結 婚 と 離婚 を 経て パリ で ダン サー 「 マ タ ・ ハ リ 」 と し て デビ ュー。 
マタ ・ ハ リ と は 太陽 、 日 の 目 を 表す マレ ー 語 で 、 彼 女 の エ キ ゾ チッ ク な 外観 を 気に入っ た 雇い 主 に 名 付け られ た も の と 
思わ れる 。 


彼女 は ダン サー だ け で な く 、 妨 放 と し て 多数 の 人 間 と ベッ ド を 共に し た 。 
顧客 は パリ を 訪れ た 外国 人 、 あ る い は 軍 の 高級 士官 や 政治 家 な ど で 、 こ の 時 に スパ イ と し て 暗躍 し た の で は な いか 、 と 
思わ れ て いる 。 


……" マ タ ・ ハ リ の スパ イ 活 動 に つい て は 、 は っ きり と し た 証拠 が 得 ら れ て いな い 。 
彼女 は 四 十 一 歳 の と き 、 フ ラン ス 及 び ド イツ の 二 重 ス パイ と し て 処刑 され た 。 

し か し 処刑 し た フラ ンス 側 も 、 ド イツ 側 も 彼女 を さして 重要 な 情報 を も た ら す スパ イ だ と は 思わ ず 、 精 々 が 密告 屋 程度 
の 扱い だ っ た の で は な いか 、 と も 言わ れ て いる 。 


いずれ に せよ 、 フ ラン ス は これ 幸い と ば か り に 軍事 面 で の 失敗 を 全て マタ ・ ハ リ に 押し つけ た 。 彼ら の 折 い 作戦 に より 
出 た 犠牲 も 、 彼 女 が スパ イ と し て 情報 を 漏洩 し た た め 、 と 弾 効 し た こと で マタ ・ ハ リ は 歴史 に 刻ま れる 存在 と な っ た 。 


処刑 の 際 に [私 を 撃て る 男 は いな いわ ] と 裸 に な っ た 、 彼 女 の 美貌 で 手元 が 狂う の を 防ぐ た め に 射手 は 目隠し を し た 、 な 
ど 様 々 な エピ ソー ド が 語ら れ て いる が 、 こ れ は さす が に 誇張 され た も の で あろ う 。 


本 当 に スパ イ だ っ た の か 、 た だ の 密告 屋 だ っ た の か 。 
運命 に 翻弄 され た 美貌 の 女 は 本 来 の 名 を 忘れ 去ら れ 、 た だ 芸名 だ けが 伝説 と な っ て いる 。 


その 性 質 上 、 特 に 親しい サー ヴァ ント は 持て な い が 、 非 業 の 死 を 遂げ た 彼女 と は 割 と 仲 が 良い と か 。 
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金属 の 丸い プレ ー ト TUN 


omment from Illustrator 
踊り 子 、 女 スパ イ と の こと で エロ い お 姉 さん を 描け ば 良い ん だ な 、 と 合点 し て デザ イン し まし た 。 た だ 性 格 は 陽性 と の 
だ っ た の で 淫魔 な 感じ に は せ ず 。 当初 は 腕 の 布 で ざし ぴ し 攻 撃 す る な ん て 設定 も 見 た よう な …。 いろ ん な カラ ー リ ング 案 
を 出し まし た が その 中 に 褐色 肌 な ん て の も 。 キャ ラ 性 能 的 に は 非常 に 使い に くい と 思う の で す が 、 BREBETETTR 
いた と の 数 々 の 報告 を 頂い て 嬉し く 思 いま し た 。( こ や まひ ろか ず ) 
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アサ シン ERA カー ミラ (エリ ザ ベ ー ト - バー トリ ー) 
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クラ スズ キル 


気配 遮断 : D 
アサ シン に ある まじ き 気 配 遮 断 の 低 さ 
サー ヴァ ント な ら ば 、 立 ち 所 に 気配 を 察知 する レベ ル 。 
領土 が 広大 で あっ た が 故に 、 彼 女 の 殺 人 は 長らく 発覚 し な か っ た 。 
] AU z メー < 
保有 スキ ル NASA 
Ag Ad BB N" Ei en 
' y 4 
A 
[| RAS RASTRO > ARE, 
1 流血 と 苦痛 を 強化 する た め 、 通 常 の ダグ メージ の 後に 更に ダメ ー ジ が 追加 され て いく 。 
スキ ル は 同等 ラン フ で ある が 、 若 年 の 頃 よ り 遥 か に 経験 を 積ん で いる 。 
。 Gum = =— ーーー ーー == q 
E Am A 
2 Es 思い 込み に 近い が 、 彼 女 の 肌 は 確か に 若返っ て いた 。 
AN WEITER 7 
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ファ ント ム ・ メ イデ ン 。 

エリ ザ ベ ー ト ・ バ パー トリ ー が 使用 し た と 言わ れる 有名 な 拉 問 器具 。 

= で ある が 長年 に 渡る 調査 の 結果 、 実在 し な いと 考え られ て いる 。 と は いえ 、 こ の 扶 問 器具 を 信仰 する も の は 多く 、 M 
垢 な 少女 を 恐怖 と 共に 殺害 する 絶妙 な 宝 具 と し て 珍重 され た 。 

カー ミラ の 頭上 を 浮遊 し 、 閉じ る と 対象 の 絶叫 と 共に 血 が 注 が れる 。 

体力 回 復 と 攻撃 の 併用 。 女 性 サー ヴァ ント の 場合 、 ダ メー ジ が 増加 する 。 
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私 w/e BR Er 


) 性 格 

長年 に 渡る 買 族 と し て の 暮らし 、 血 族 同士 で 固まっ た こと に よる それ 以外 の 人 間 へ の 工 み な ど 、 あ ら ゆ る 要素 が か つて 
の エリ ザ ベ ー ト を 猟奇 殺人 鬼 に 押し 上 げた 。 

高慢 、 仙 慢 、 増 上 慢 、 あ ら ゆ る 虚栄 を 身 に 纏っ た 彼女 は 、 人 間 の 形 を し た 硫酸 の よう な も の で ある 。 触れ れ ば 、 即 座 に 
MIND. 
だ が それ で も 、 根 っ こ に ある 間抜け さ 一 一 言い 換え れ ば 、 微 か な 善 性 が 彼女 を ギリ ギリ の と ころ で 押し 留め て いる と も 
言え る 。 
) 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
当然 の よう に 悪い 。 マス ター は 裏切る も の で あり 、 裏切ら れる も の で ある と いう 認識 すら 抱い て いる 。 

し か し それ で も 、 彼 女 が 偉く …… と まで は いか な く と も 、 進 ん で 協力 する よう に な る と すれ ば 、 彼 女 の 過 去 を 知っ て な 
お 受け 入れ る 、 底 抜け に 善良 な マス ター だ け だ ろう 。 


台詞 例 
いい 声 で 路 く わ ね 、 あ な た た ち 。 よ か っ た ら 城 に 戻っ て 聞か せ て くれ る ?] 
[私 は 私 が 嫌い よ 。 大 嫌い よ 。 まっ た くも っ て ね 。 こ れ は 私 に 聞い て も 同じ こと よ ] 
「…… 触 ら な い の ?」 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

エリ ザ ベ ー ト ・ パ バート リー が 流布 され た 伝説 に より 「 血 の 伯爵 夫人 」 と 化し た 姿 。 

まだ 更正 の 余地 が ある (許さ れる 余地 は な い が ) エリ ザ ベ ー ト と は 異な り 、 徹 頭 徹 尾 残忍 な 存在 。 
紛れ も な い 反 英雄 で あり 、 本 来 な ら 彼女 を 召喚 する の は 同 レ ベル の 殺人 鬼 く らい の も の で あろ う 。 


アイ ル ラ ンド の 作家 シェ リ ダ ン ・ レ ・ フ ァ ニ ュ は 1872 年 「 カ ー ミ ラ ] を 執筆 し た 。 物 夏 げ な 、 ど こ か 妖しい 美 し さ を 持 
つ 女 吸血 鬼 カ ー ミ ラ は 、 プ ラム ・ ス トー カー の 「 ド ラキ ュ ラ ] に も 多大 な 影響 を 与え て いる 。 


そし て カー ミラ の モデ ル と な っ た 人 物 が 、 彼 女 一 ー エ リザ ベー ト ・ パ ー ト リー と いう 訳 で ある 。 

エリ ザ ベ ー ト ・ パ ー ト リー に も ささ や か な が ら 良 い 統治 者 を 思わ せる 逸話 が ある が 、 カ ー ミ ラ は それ を 引き 剥が し た 状 
態 で ある 。 

エリ ザ ペ ー ト は 無 斉 の 怪物 スキ ル に よっ て 、 音 種 の 力 を 幾つ か 手 に 入れ て いる が 、 そ れ も 完 全 な 吸血 史 化 に よっ て カー 
ミラ は 失っ て いる 。 


な お 、 エ リザ ベー ト と は 同じ 存在 な が ら 憎 み 合 っ て いる 。 

エリ ザ ベ ー ト は 「 彼 女 の よ うに は な る まい ] と 考え 、 カ ー ミ ラ か らし て みれ ば 、 

絶対 に 許し 難い 青春 を 詩歌 する 姿 だ か ら だ 。 

えば 、 エ リザ ベー ト 側 か ら す る と 「 あ ん な アイ ドル に な れ な か っ た 半端 物 な ど 私 の 未来 じゃ な いわ 死ね 中 で あ 
側 か ら す る と 「 ア イド ル と か 黒 歴史 確定 で し ょ パカ な 夢 か ら 目 を 覚まさ な い の か し ら 昔 の 私 死ね ! で ある 。 


O 因縁 キャ ラ 

エリ ザ ベ ー ト 

言う まで も な く 。 

ヴ ラ ド 三世 

吸血 殆 を 否定 する と か 笑え る わ ね 。 あ な た が 此処 に 居る の は 、 そ の 吸血 殆 の お 除 で な く て ?. 
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CHARACTER Profile 


from illustrator EEE 


気 、 酷 薄 さ を 強調 する シー ン に し て み ま し た 。 クリ ノリ ン ぽ い 鎧 が と て も 難し か っ た で す 。 女王 様 的 な キャ ラフ ター は 


宝 具 の 設定 が 鉄 の 処女 で し た の で それ に あわ せ て サディ ステ ィ ッ ク な イメ ー ジ で デザ イン し て いき まし た 。 BRB CIS E 
大 好き な の で 苦し ませ られ な が ら も 楽し く 描か の せ て いた だ きま し た 。(oKkojo) 
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ヘラ フク レス 
バー サー カー Ep) 


EG si: EN ギリ シャ 神話 ビリ シャ 
Ea. EN 253cm 311kg 


Ed EXA EXA, 


REE: RAENI/ 41599744 YEAR: RAR 
キャ ラク ター デザ イン : Azusa / CV : 西 前 忠久 


主 な 登場 作品 :Fate/stay night 


クタ ヌ ズ スキ ル 


パラメーター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 の 大 半 を 奪わ れる 。 


Sn m= 


性 を 持つ か どう か 。 
高い ほど より 物質 的 な 神霊 と の 混血 と され る 。 主神 ゼウス の 恩 子 で あり 、 死 後 神 に 迎え られ た へ ラク レス の 神吉 適性 は 
最高 クラ ス と 言え る だ ろう 。 


保有 スキル 


Big: At 
Bie» Ral 


R 効 化す る 能力 。 
も ある 。 た だ し 現在 は クラ ス 能 力 に より 狂 化 し て いる た め 、 能力 を 発 押 で き な い 。 


IDR (43) :B 
直感 ・ 第 六 感 に よる 危険 回 避 。 


| CHARACTER Profile 


ナイ ン ラ イブ ズ 。 

ヘラ クレ ス が 長い 戦い の 未 編み 出し た 戦闘 方 法 。 い わ ば 流派 ・ へ ラフ レス 。 

あら ゆる 武具 を 使い こなし 、 様 々 な 怪物 ・ 難 行 を 乗り 越え た ヘラ クレ ス 。 

彼 は 剣 で あれ ば 剣 の 最大 手 を 、 槍 で あれ ば 檎 の 最大 手 を 、 弓 で あれ ば 弓 の 最大 手 を 発揮 し た と いう 。 

FateGO で は 大 剣 に よる 最大 手 を 放つ 。 一 息 の うち に 百 撃 を 加え る 神速 の ラッ シュ で ある 。 

ナイ ン ラ イブ ズ と は 九 つ 命 を 持つ 、 と いう 意味 だ が 、 こ れ は 彼 が 相手 に し た 怪物 た ち が こ と ご と く 「 何 度 殺 し て も 蘇る ] 
特性 を 持っ て いた 事 か ら * 何 度 評 ろう と 樺 殺す る " 闘 法 に 至っ た 、 と いう 意味 合い で ある 。 


神 の 祝福 (呪い ) に よっ て 得 た 不死 性 。 肉体 を 屈強 な 鎧 と 化す 。 

ラン ク ・B 以 下 の 攻撃 を 全て 無効 化 。 また 、 さ ら に 隠さ れ た 能力 と し て 死亡 し て も 自動 的 に 蘇生 (レイ ズ ) が か か る 。 ER 
生 の スト ッ ク 数 は 十 一 回 。 

つま り 、 ヘ ラク レス は 十 二 回 倒さ れ な けれ ば 消滅 し な い 。 

(「FateGO』 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 
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atesora dona 


ング 


AD 


BUHO. KROSRSH=LAlCMEMNGL. 


O tee 

あら ゆる 武具 を 使い こなす ヘラ クレ ス は 本 来 セ イ バ パー、 ラ ン サ ー、 ラ イダ ー、 ア ー チ ャ ー と いっ た 英霊 らし い ク ラス で 
召喚 され る も の だ が 、 生 前 に 発 手 の エピ ソー ド を 持つ た め 、 パ バー サー カー と し て の 適正 も ある 。 

この へ ラク レス は その バー サー カー と し て 召喚 され た も の 。 

理性 と 引き 換え に し た 狂 化 に よる ステ ー タ ス ア ッ プ が 図ら れ て いる 。 

狂 化 と いう スキ ル は 本 来 、 弱 い サ ー ヴ ァ ン ト を 無理 や り 強 化す る た め に 用 いら れる も の 。 ヘラ クレ ス ほ どの 英霊 と も な 
る と 狂 化 させ る だ け で も 膨大 な 魔力 を 消費 し 、 他 の パー サー カー に 比べ て 狂 化 の ラン ク を 下げ て 魔力 消費 を 抑え な けれ 
ば 現 界 さ せる こと も まま な ら な い 。 

と は いえ 、 パ ー サ ー カ ー と し て 召喚 され た へ ラク レス が わずか に その 理性 を 残し て いる よう に 振る 舞う こと が ある の は 、 
決し て 狂 化 ラン ク の 低 さ だ け に よる も の で は な い 。 世界 有数 の 英雄 で ある 彼 は 、 ク ラス 特性 た る 狂 化 に 飲ま れる こと の 
無い 程 の 強い 理性 の 持ち 主 で ちあ り 、 パ ー サ ー カ ー で あり な が ら も 冷静 な 戦略 眼 を 保持 し て いる 。 

と も あれ 、 た だ で さえ 英霊 の 格 が 高い 彼 は 、 狂 化 さ れ た こと に より 手 の つ けら れ な い 怪 物 と な っ て いる の は 確か で ある 。 


武人 と し て 高 深 な 人 物 で あり 、 戦 士 と し て 他 の 英雄 と し の ぎ を 削り あえ る こと を 望ん で いる 。 
彼 の そう し た 有り 様 は 、 強 い 狂 化 に よっ て 感情 を 封印 され 、 マ スタ ー の 命令 な し に は 行動 し な い 状態 に な か っ て いて も 完 
全 に 消す こと は で き な い らし く 、 マ スタ ー を 守 ろ うと する 彼 自 身 の 意 志 が 行動 の 随所 か ら 有 玩 わ れる 。 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

メド ゥ ー ゼ 退治 な どの 偉業 で 知ら れる 英雄 ペル セ ウ ス に 肩 を 並べ 、 ギ リ シ ャ 神 話 の 二 大 英雄 と 称 され る 人 物 。 

メル セ ウ ス の 孫 に あめ た る ミュ ケー ナイ の 王女 アル フク メ ー ネ ー と 、 オ リン ポス の 主神 ゼウス の 間 に 生 まれ た 半 神 半 人 の 英 
雄 。 

幼名 は アル ケイ デス と いっ た が 、 デ ルポ イ の 巫女 か ら 「 ヘ ラク レス (ヘラ の 栄光 )」 と 呼ば れ 1 た こと で 、 ヘ ラク レス と 名 乗 
る よう に な っ た 。 

た だ し 、 ヘ へ ラ は ゼウス の 不貞 に より 生ま れ た ヘラ クレ ス を 嫌い 、 彼 と 双子 の 妹 イ ビク レス の 眠る 揺り 籠 に 蛇 を 送り こん 
だ り 、 長 じ て 剛 力 無双 の 英雄 に な っ た ヘラ クレ ス に 狂気 を 吹き 込む な どの 様々 な 苦難 を 刺し 向け た 。 

狂気 に 駆り 立て られ た 彼 は 我 が 子 と 妹 の 子 を 殺害 し 、 そ の 償い と し て ミュ ケ ナ イ 王 エ ウリ ュ ス テウ ス の も と で 十 の 勤め 
を 果たす よう アポ ロン か ら の 神託 を 受け た 。 

か くし て ヘラ クレ ス が 成 し 送 げた の が 、 十 二 の 功 業 と 呼ば れる 冒険 で ある 。 な お 、 ヘ ラク レス は イア ソン の 呼び か け に 
応じ て アル ゴ 号 に 乗り こん だ 英雄 た ちの 一 人 だ っ た 。 また 、 ギ ガン トマ キア と 称 さ れる 巨人 族 (ギガ ス ) と ゼウス ら オ リ 
ン ポ ス の 神々 と の 戦い に も 、 神 々 の 側 で 参戦 し た と いう 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

三 章 「 封 鎖 終局 四海 オケ アノ ス 」 に 登場 。 イ アソ ン 率 いる アル ゴ 号 に 再び 乗り こみ 、 主人 公 た ちの 前 に 立ち は だ か る 。 残 
念 な が ら 、 パ ー サ ー カ ー で ある 彼 と 言葉 を 交わ すこ と が で き な い た め 、 イ アソ ン や メデ ィ ア に つい て の 彼 の 本 音 を 聞く 
こと は で き な か っ た 。 な お 、3 章 に は 彼 の 先祖 ペル セ ウ ス と 因縁 の ある ゴル ゴン 三 姉妹 の 一 人 エ ウ リ ュ アレ も 登場 し て 
いる 。 ギリ シャ 神話 の 世界 は 広く 、 そし て 狭い の だ 。 


© 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/stay night] に 、 アイ ン ツ ベ ル ン 家 の 魔 術 師 が 召喚 し た サー ヴァ ント と し て 登場 。 序盤 か ら 終 盤 に か け て の 最大 
の 強 英 と し て 、 強 い 存在 感 を 放っ て いる 。 狂 化 さ れ て いな が ら も 、 マ スタ ー で ある 少女 と の 間 に 強 い 絆 を 育ん で いた の 
は 、 自ら 手 に か けた 我 が 子 へ の 想い が 込め られ て いた の だ ろう 。 また 、 エ ミヤ (アー チャ ー) と 戦っ た 際 に は 、 得 難い 難 
敵 に 対す る 賞賛 の 訪 を わずか に 


〇 団 縁 キャ ラ 

イア ソン 

ロ の 上 手 い 知人 。 自 ら の 運命 の 重 さ に 翻弄 され て いる 姿 が 自分 に 重なっ た の か 、 放 っ て お け な か っ た よう だ 。 イア ソン 
本 人 の その 苦し さ を [自覚 的 ] に [無視 | し て いる と ころ も 痛ま し か っ た の か 。 

メド ゥ ー サ 

神々 は ホン ト 最 低 だ な …… 

ケイ ロー ン 

恩師 に し て 後悔 の 一 つ 。 戦 場 に 割っ て 出 た ケイ ロー ン 師 は 覚悟 あっ て の 事 だ ろう が 、 そ も そ も ヒ ュ ド ラ の 毒 を 持ち 出し 
た 自分 も や りす ぎ だ っ た …… 

メデ ィ ア 

アル ゴー 船 で も の すご く 怖 が られ た 。 わり と ショ ッ ク 。 

アタ ラン テ 

アル ゴナ ウタ イ の 仲間 。 弓 の 腕 を 競っ て みた か っ た が 、 気がつい た ら 船 か ら 下 り て いた 。 


a OS 


第 二 段 階 


は ち 切 れん ば か り に 
膨らませ る の は 楽し か っ た で す 。 た くさ ん サー ヴァ ント が 追加 され た 今 改め て 


EA Pf DD ite 
か な と 思う 部 分 も あり ます 。 も う 少 し 色 を 足し て も 良かっ た か な と 。 ヘ ラク レス を 担当 で き て と て も 嬉し か っ た で す !! 
(Azusa) 
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須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : こ や まひ ろか ず CV: BATA 


主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


クラ スズ キル 
狂 化 :C 


と 魔力 を 除い た パラ メー ター を ラン フク アッ プ さ せる が 、 言 


り を 失い 、 複 雑 な 思考 が で き な く な る 。 


対 魔力 :E 
魔 除け の 指輪 に よる 対 魔力 を 有する が 、 狂 化 に よ リ ラン クダ ウン 
無効 化 は 出来 ず 、 ダ メー ジ 数 値 を 多少 削減 する 


保有 スキ ル 


MEORM:A+ 
ひと つの 時 1 を 誇る まで に を 
TROT に より 、 い か な る 


le Y コ 
MEONE:A 
MENSOHE 


より 、 


CHARACTER Profile 


騎士 は 徒手 に て 死 せ ず 


Fa bas At 

手 に し た も の に 「 自 分 の 宝 具 ] と し て 属性 を 与え 扱う 宝 上 能力 。 

どん な 武器 、 どの よう ろう と も (例え ば 鉄柱 で も 、 戦闘 機 で も 、 銃 で も ) 手 に し 魔力 を 巡ら せる こと で D ラ ン 
ク 相 当 の 揮 似 宝 具 と な る (その 際 、 対 象 の 武器 を パー サー カー の 黒い 魔力 が 葉脈 の よう に 巡り 包 お ) 。 

宝 具 を 手 に 取っ た 場合 は 元 か ら D ラ ンク 以上 の ラン ク な ら ば 従来 の ラン ク の まま 彼 の 支配 下 に 置か れる 。 

た だ し 、 こ の 能力 の 適用 範囲 は 、 原則 と し て 彼 が [武器] として: きる も の に 限ら れる ( 例 と し て 、 戦闘 機 は 宝 具 化 
で き て も 空母 は 武器 を 運ぶ も の ] と いう 認識 に な る た め 宝 具 化 で き な い ) 。 


円 卓 の 騎士 の ひと り 。 湖 の 騎士 。 

手 に し た 宝剣 ・ ア ロン ダイ ト の 特性 も あり 、 対 個人 で あれ ば 最強 の 一 人 と され た 。 

王 刀 ギ ネ ヴ ィ ア を 巡る 葛藤 で 狂気 に 陥っ た こと も 多々 あり 、 バ パー サー カー の クラ ス と は それ な り に 相性 が 良い 。 

生前 は 高潔 か つ 公明 正大 な 、 騎 士 の 中 の 騎士 と 呼ば れる に 相応 し い 優れ た 人 格 の 持ち 主 で あっ た が 、 狂 化 に よっ て 理性 
を 失い 殺意 や 憎悪 と いっ た 負 の 感情 に 身 を 任せ た 存在 に な っ て いる 。 

た だ し 、 戦 闘 中 で あっ て も 、 セ イ バ ー の 姿 を 目 に 止め た ら す ぐに 戦闘 を 中 断 し て 抽 撃 を か ける ほど 、 か の 王 に 対し て 執 
着 を 見 せる 。 
アー サー 王 を 恨ん で いた 訳 で は な く 、 非 が ある の は 上 自分 で 王 に は 欠片 も 恨み を 抱い て いな か っ た 。 

円 卓 分 裂 の 一 因 と な り 、 ギ ネ ヴ ィ ア も 救え な か っ た 自分 は 穀 か れる べき と 考え て いた た め 、 狂 気 に 駆 られ た 彼 が 彼女 に 
「 根 め な か っ た 恨み ] と で も 言う べき 憎悪 を 見 せ て 執 抑 に 攻撃 する の も 王 の 断罪 を 求め て の こと だ っ た 。 

数 多く の 才能 と 素質 に お いて 、 ハ イス ペッ ク ど ころ か 厨 ス ペック を 生ま れ 持 っ て お き な が ら 、 そ の 全て が 彼 の 葛藤 を 打 
破 す る 上 で 何 の 役 に も 立た な か っ た と いう 、 悲 劇 の 騎士 で ある 。 

また 、 彼 と 円 卓 の 騎士 た ちと の 不仲 の 原因 と し て 出身 の 違い が あげ られ る 。 

減 私 奉公 、 島 の 為 に 力 を 尽く す プ リ テ ン 出 身 の 円 卓 と 、 海 を 隔て て や っ て きた フラ ンス 出身 の ラン スロ ッ ト で は 価値 観 
が 根本 的 に 違っ た の だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
生前 、 王 妃 ギ ネ ヴ ィ ア と の 不義 の 恋 を アー サー 王 に 赦 さ れ て し まっ た こと か ら 、 目 ら の 罪 を 誰か に 断罪 し て 欲し いと い 
SERDOSCHENTUND: 

根 が 生 真 面目 で あり 、 騎 士 と し て 優れ て いる な ど と いう も の で は な いた め 、 バ パー サー カー クラ ス と し て 召喚 され て な お 、 
騎士 と し て 最高 の 働き を し て くれ る 。 

た だ し 、 ア ー サ ー 王 と 同じ 戦場 で 相 ま み えた 場合 の み は 、 そ の 限り で は な い の だ が : 


O 台詞 例 

fA—urrrrer vll] 

Bild: BKENLE HSNLE RENLE 
我 が 名 は 人 賛歌 に 値 せ ず - 我が身 は 羨望 に 値 せ ず - 

我 は 英霊 の 輝き が 生ん だ 影 一 一 一 骸 き 伝説 の 陰 に 生じ た 闇 一 一 一 

故に 一 一 我 は 憎悪 する HUERMES & 

BORELTRHNE — rn 

TOSENDAHTSESNN KOEIKAEHENS—| 

Ahlk- RHOFT, MAMI: 

王 よ …… 他 の 誰 で も な い 、 あ な た 自身 の 怒り に よっ て 、 我 が 身 の 罪 を 問わ れ た か っ た …」 
「 こ ん な 歪ん だ 形 と は いえ 、 最 後に 買 方 の 胸 を 借り られ た - 
王 の 腕 に 抱か れ て 、 王 に 看 取 ら れ な が ら 逝 く な ど …… 

は は 、 こ の 私 が 、 ま る で …… 

忠節 の 騎士 だ っ た か の よう で は あり ませ ぬか ……」 


CHARACTER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

アー サー 王 の 盟友 で あっ た ガリ ア (現在 の フラ ンス ) の ベニ ッ ク 国 王 バ パン の 皿 子 。 

仙 英 で ある クロ ー ダ ス 王 に より ベニ ッ ク が 攻め られ た 際 、 湖 の 乙女 に 匿 われ 、 妖 精 の 国 で 状 育 され る 。 成長 し た ラン ス 
ロッ ト は アー サー 王 の も と で 騎士 に 叙任 され 、 王 妃 ギ ネ ヴ ィ ア の 護衛 隊 に 加わ る 。 王妃 へ の 欧 愛 は や が て 恋慕 に 変わ り 、 
ブリ テン に 悲劇 を も た ら す こと に な る 。 

ドラ ゴン を も 倒す アロ ンダ イト と いう 名 剣 を 持つ が 、 折 り 取 っ た 木 の 枝 や 敵 か ら 礁 っ た 侯 を 使う こと も あっ た 。 

妖刀 モル ガン を 含む 数 多く の 女性 た ちか ら 懸 想 さ れ 、 魔 法 で 王妃 に 化け た カー ボネ ッ ク の エレ イン と の 間 に 一 子 、 ギ ャ 
ラ ハ ッ ド を 設け る 。 

こう し た 話 が 耳 に 入る 都度 、 王 妃 か ら 計 責 を 受け た ラン スロ ッ ト は し ば し ば 狂乱 に 陥り 、 そ の こと が 完璧 な 騎士 で ある Á 
彼 に パー サー カー の 要素 を 与え た の だ ろう 。 ‘ 
不義 が 発覚 し 、 処 刑 さ れ そ うに な っ た 王妃 を 救い 出し て 故国 に 匿う が 、 プ リ テ ン と の 間 で 戦争 中 に モー ドレ ッ ド の 反乱 
が 発生 。 援軍 に 向かう も 間に合わ ず 、 出家 し て ブリ テン で 短い 余生 を 送っ た 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
五 章 まで の 間 は 、 メ イン ス トーリ ー に お ける 特別 な 出番 は な し 。 Ny 
た だ し 、 そ の 強 さ は や は り ハ ン パ で は な く 、「 幕 間 の 物語 ] TERDMREETRIIEN, ESTNIANERTERR 
級 の 武装 に 変え て 撃退 し て の け て いる 。 ~ 
BB, AFLDWET, RECT CHMUORAF CBOMBR EEOC ES CEE Seo < 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/Zerol に 登場 。 冬木 市 の 第 四 次 聖杯 戦争 に お いて は 、 最 後に 正体 が 判明 し た サー ヴァ ント で ある 。 

生前 、 セ イ バ ー と 因縁 が 深く 、 彼 が パー サー カー と し て 召喚 され 、 候 虹 の 思い を ぷ ぶつけ て きた こと その も の が セイ バー 
に 衝撃 を 与え 、 精 神 的 な ダメ ー ジ を 与え た 。 ラ ンス ロッ ト に と っ て みれ ば 、 敬愛 する 人 物 と 再び 出会う こと が で きた の 
は 位 倖 で お っ た か も し れ な い が 、 生 上 真面目 すぎ ざる セイ バー に 余計 な 誤解 を 与え た まま 逝っ て し まう の だ っ た 。 ザ ・ 傍 迷 
惑 。 な お 、 ス ピン オフ 作品 で は 結構 よく 喋る 。 


O 因縁 キャ ラ 
アル トリ ア 
「A 一 一 urrrrrr ッ 用 
ギャ ラ ハ ッ ド 
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| 3 段階 変化 無理 っ 
いな か っ た の で 
の 3 段階 目 で 得 物 が 


Ehs% 


1957 パー サー カー ER E 
Eds Fa 
= as coscm a ee VW, 


Bar Ed a [7 oe sa 
>> 


イノ sc 


設定 作成 : 奈 須 き の こ . 
主 な 登場 作品 Fate/EXTRA 


AR X ズ ス キル 
ka 
パパ ラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 の 大 半 を 奪わ れる 。 


ana, SE 


勇猛: B | 

』 圧 ・ 混 乱 ・ 幻 惑 と いっ た 精神 干渉 を 無効 化す る 能力 。 
また 、 格 闘 ダ メー ジ を 向上 させ る 効果 も ある 。 た だ し 、 現 在 は パー サー カー 化し て いる た め 、 本 来 の 彼 に 比べ る と 勇猛 
さ は 殺 が れ て いる 。 


反骨 の 相 :B 

ー つ の 場所 に 留まら ず 、 ま た 、 一 つの 主君 を 抱か ぬ 気 性 。 

自ら は 王 の 器 で は な い が 、 自 ら の 王 を 見 つけ る 事 の で き な い 放浪 の 旦 で ある 。 
同 ラ ン フ の カリ スマ を 無効 化す る 。 


ニー デュ ー 


乱世 の 果 雄 :A_ 
NAHE. 


CHARACTER Profile 


Y 
Vo 


O 


まさ に 、 中 国 


ゴッド ・ フ ォ ー ス 。 

呂布 が 生前 用 いた と 言わ れる 、 方 天 画 戦 の 真名 。 

切 斬 、 刺 突 、 打 撃 、 区 ざ 、 払 い 、 射 撃 の 六 つ の 形態 に 変化 する マル チ プ ルウ ェ ポ ン で あり 大 量 破壊 兵器 。 

中 国 の 古い 軍神 ・ 過 元 (シュ ウ ) が 六 本 の 腕 に 異な る 武器 を 持っ て いた こと か ら 、 超 軍師 ・ 陳 宮 が 考案 し た 人 工 宝 具 ( こ 
の 時 点 で は 砲 を 除い た 五 形態 ) で ある 。 

た だ し 、 パ ー サ ー カ ー 化 の 影響 で 多様 伯 は 失わ れ 、 矛 (RR) と 砲 (射撃) の 形態 (フォ ー ス ) を 残す の み と な っ て いる 。 
な お 、 大 型 両手 武器 の 特徴 全て を 生か し た 万 能 宝 具 で も ある が 、 方 天 画 埋 は 実際 に は 北宋 時 代 の 武器 、 呂 布 が 活躍 し た 
頃 は 存在 し て いな い 。 


四 千 年 の ロマ ン か ら 生 まれ た 最強 の 武具 な の で ある 。 
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〇 性 格 

中 国史 を 通じ て 最強 の 武 持 と 知ら れる 人 物 で あり 、 ラ ン サ ー、 ラ イダ ー、 ア サシ ン 、 バ パー サー カー、 ア ー チ ャ ー と 、 五 
つの クラ ス の 資格 を 持ち 、" 天 下 無双 "の 名 に 恥じ な い サ ー ヴ ァ ン ト で ある 。 

パー サー カー 化し て いる た め 理 性 ・ 思 考 を 失っ て お り 、 人 間 性 を 現す こと は な い 。 し か し 、 長 駆 た くま し く 、 き ら び や 
か な 鎧 か ら 勇 壮 な 将軍 だ と 思わ せる 外観 を し て いる 。 また パラ メー ター の 強化 と 引き 換え に 理性 を 失っ て いる の で 、 生 
前 に 培っ た 技術 の 大 半 が 使用 不可 に な る と いう パー サー カー の クラ ス 特 有 の 状態 に ある た め 、 生 前 の 武芸 百 般 、 そ れ ら 
が 損なわ れ た 状態 と な かっ て いる 。 

その 影響 は 宝 具 に も 現れ て お り 大 幅 に パワ ー ダ ウン し て いる が 、 そ の 代わ り に スキ ル ・ 反 骨 の 相 も 封じ られ る こと に な 
っ た 。 こ の (RAO) は 君主 に 逆らう 性 質 を 現し た も の で 、 こ れ が 封じ られ て いる 限り 英霊 が マス ター な 裏切る こと は 
な い 。 理性 を 奪わ れ た パー サー カー の サー ヴァ ント は 最も マス ター に 忠実 と され る が 、 こ れ は パー サー カー の クラ ス 特 
性 を 正しく 使っ た 稀有 な 存在 と いえ る 。 

月 の 聖杯 戦争 に パー サー カー と し て 召喚 され た と き は 、 マ スタ ー と 思考 を 同一 化 さ れ て お り 、 他 の パー サー カー に 比べ 
て より 機械 的 な サー ヴァ ント と な っ て いる 。 

その 様子 は 生け る 城 穴 に し て 半身 半 機 と 称 され た 。 さら に 他 の マス ター と サー ヴァ ント は すべ て 破壊 すべ き 敵 と 認識 し 
て いる と 考え られ 、 マ スタ ー の 制御 を 離れ る こと も あっ た 。 ランサー と の 戦い の 中 で 、 相 手 の マ スタ ー と 己 の マス ター 
と の 差 に より 押さ れる 展開 と な っ た 。 こ の と き マ スタ ー の と っ た 手段 に より 危機 的 状況 に 陥っ た と ころ を 、 自 己 の 判断 
と し か 言い よう の な い 動 き を 見 せ て 時 間 を 稼ぎ ざ 、 マ スタ ー を 守る よう な 動き を と っ て いる 。 それ は パー サー カー と し て 
は あり えな い が 、 武 人 と し て は 当然 の よう な 行動 で めった 。 


O 動機 ・ マ スタ ー. 

パー サー カー と いう クラ ス の 示す と お り 、 召喚 し た マス ター の 上 忠実 な る サー ヴァ ント 以外 の 何 物 で も な い 態 度 を と る 。 理 
性 を な くし マス ター に 忠実 な サー ヴァ ント は 語る 言葉 も な く 、 一 個 の 兵器 と し て 存在 し 、 た だ 敵 を 層 る の み 。 

し か し 、 命 令 さ れる で も な く 、 自 発 的 に マス ター を 守る と いっ た よう な 、 パ ー サ ー カ ー ク ラス の サー ヴァ ント と は 思え 
ぬ 行 動 を 起こ すこ と も ある 。 

生前 、 裏 切り を 繰り 返し た の も 彼 な ら ば 、 一 人 の 愛す る 女性 の た め に 生涯 を 捧げ た の も 彼 で ある 。 虎 狼 は 叫 える が 、 B 
ら な い 。 呂布 奉 先 は 、 た だ 行動 に よっ て の み 己 の あり よう を 示す 。 そ し て 、 彼 の 本 心 が び どう で あ れ 、「 天 下 無双 | の 看板 
に 偽り は な い 。 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ひと め み た だ け で は と う て い し ょ うた い の わ か ら な い 、 な ぞ の さ ー ば ぁ ん と 。 で か く て つよ い 。 

何と その 正体 は 、 志 演 義 ] に お ける 反 牧 の 持 、「 天 下 無双 ] 「 飛 将軍 ] 「 人 中 の 呂布 ] と 讃え られ た 呂布 奉 先 で ある 。 
RETO. 

UEDISVENO. BEER) ERUETTE, 


RRIERDEALSNSPETIHELSNELVNTRITEITCA 
m. Teh’, TOR. EMISORAS, ZSEIEHFTSINTRED-AICHASEND. 裏切り を 繰り 返し な が 
ら 中 原 を 礼節 い 、 多 く の 戦い を くぐり 抜け る が 、 最 後に は 部 下 の 裏切り に より 、 瑞 対す る 持 で ある 曹操 に 攻め られ て 敗 
北 。 WEN. 我 欲 が 強く 、 最 強 と 自負 する 自分 の み を 生み と し た が 、 最後 まで 自分 を “効果 的 に "戦術 に 用 いた 軍師 
・ 陳 宮 に だ け は 気 を 許し て いた 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 
[Fate/EXTRA] に 登場 。 マ スタ ー は ラニ 。 パー サー カー の 宿命 か 、 叫 ん で ば か り で ロク な 台詞 が な いた め 、 彼 が どの よ 
うな 人 格 か が は つい に わか ら な か っ た 。 し か し な が ら 、 狂 化し て いる に も か か わら ず マ スタ ー を 守る よう な 行動 を と る あ 
た り 、 彼 も また 正しく [Fate] シリ ー ズ の バー サー カー な の だ ろう 。 な お 、 に は この 武人 が 生前 に 愛し 狂っ た 妻 ・ 
懇 尋 に 似 た 面影 が あっ た と いう 


O 因縁 キャ ラ 
モー ドレ ッ ド 
N ーーー! 
胆 力 見 事 な り ! TEEN | 我 と 競う に 能 わ ず !) 


ーー リ 

(意訳 : 野心 壮大 、 機 体 充実 、 共 に 良し ! 陳 宮 と コン タク ト を 取れ ! ) 
ニコ ラ ・ テ スラ 

—— | 

意訳 : 非凡 な ら ざ る 才 人 、 し か し 貧弱 な り ! その 電力 、 我 に 授け よ ! ) 


5% 


E 


Rl A ray あん まり 見 栄え し な いか な と お も っ た の で 色 変 え を 中 心 に 印象 を 変 
える よう に 調整 し まし た いい 呂布 が さら に 強く ! 超 サ イヤ 人 じゃ ー ! と いう その まん まな 気持 ち で 描 
きま し た 。 す どい 楽し か 


= 


スパ ル タ ク ス 


1952 バー サー カー ERA スバ パル タク ス 
Eds: Ess Eo 
Ed +24 国語 221cm BE 165k8 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ・ 虚 淵 婦 キャ ラク ター デザ イン 原案 : HE 
キャ ラフ ター デザ イン : 


IZAR 


狂 化 :EX 
パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 の 大 半 を 故 わ れる 。 
狂 化 を 受け て も スパ ル タ ク ス は 会 話 を 行う こと が で きる が 、 彼 は "常に 最も 困難 な 選択 を する "と いう 思考 で 固定 され て 
BU, 実質 的 に 彼 と の 意思 の 疎通 は 不可 能 で ある 。 


SS pL UCHR SDAOMAAMMAEERCAMT SBS, THIET Sm ONE 174 
で 済む 。 
また 、 魔術 の 行使 が な く と も 一定 時 間 経 骨 す る ご と に 作 は 自動 89 に 治癒 され て ゆく 。 


- N 


肉体 的 、 精 神 的 な ダメ ー ジ に 耐性 を 持つ 。 た だ し 、 幻 影 の よう に 他 者 を 誘導 させ る よう な 攻撃 に は 耐性 を 保 た な い 。 
一 例 を 挙げ る と [落とし穴 に 宜 ま る ] こと へ の ダメ ー ジ に は 耐性 が ある が 、「 幻 影 で 落と し 穴 を 地面 に 見 せ か ける 」 と いう 
こと に は 耐性 が つい て いな い 。 


CHARACTER Profil 


クラ イン グ ・ ウ ォ ー モ ン ガ ー。 

常時 発動 型 の 宝 具 。 

敵 か ら 負 わ さ れ た ダメ ー ジ の 一 部 を 魔力 に 変換 し 、 体 内 に 茜 積 で きる 。 

体内 に 貯め られ た 魔力 は 、 スパ ル タ ク ス の 能力 を ブー スト する た め に 使用 可能 で ある 。 強 力 な サー ヴァ ント な ど と 相対 
すれ ば 、 肉 体 その も の に 至る まで 変貌 し て いく だ ろう 。 

別 作品 で は 最終 的 に 肉 塊 の 不定 形 生物 の よう に な り 、 一 撃 で 巨大 な 城塞 を 一 つ 、 完 全 破 壊し た 。 


Enter arado 


AM 


私 お 前 BARE 


性 格 
いつ も ニコ ニコ 愉快 に 括 う 、 そ ん な スパ ル タ ク ス お じ さ ん が 私 た ち は 大 好き で す 。 ま あ 、 ど ん な 状況 下 で も 笑っ て いる 
と 逆 に 怖い の だ が 
上 逆 者 を 除く と 、 そ の 態度 は 意外 に も 紳士 的 。 戦闘 に 対す る 執着 も な く 、 富 や 名 誉 と いっ た も の に も 一 切 興味 を 示さ な 
いい 禁欲 的 な 戦士 。 

) 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


高圧 的 に さえ な ら な けれ ば 、 居 丈 高 に な ら な けれ ば 、 命令 と 称し て 強引 な 一 一 一 彼 に と っ て 不満 に な る よう な 行為 を し 
| な けれ ば きっ と 大 丈夫 の は ず 、 た ぷん 、 メ イ ビ ー。 


N O 台詞 例 

N 「 は は は は は は ! 圧 制 者 よ !] 

「 は は は は は は は ! 

行く ぞ 。 我 が 愛 は 爆発 する ! | 

[パー サー カー、 ス パル タク ス 。 さっ そく で 悪い が 、 君 は 圧 制 者 か な ?」 


CHARACTER 


7 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
古代 ロー マ に て 、 一 人 の 剣 闘士 が 叔 逆 を 起こ し た 。 
7 BERNNLITR, BIIEN SRET SX, RELE 
ーー た ち ま ち 彼 の 下 へ 他 の 剣 闘士 や 奴隷 た ち が 集 結 し 、 大 軍 と な っ た 。 
第 三次 奴隷 戦争 の 始ま り で ある 。 


膨れ 上 が っ た 叔 乱 軍 は スパ ル タ ク ス の 指揮 も あり 、 連 戦 連 勝 を 続け た も の の 、 や が て ロー マ も 大 軍 を 編成 。 
戦闘 経験 に 逐 し い 奴 隷 や 果て は 子供 や 老人 まで いた 疲 乱 軍 で は 立ち 向かう こと も で きず 、 全 滅 し た 。 
スパ ル タ ク ス の 遺体 が 見 つか ら な か っ た の は 、 一 説 に よる と 戦い の 激 し さ の あま り 切 り 刻 まれ た せい だ と も 。 


ta スパ ル タ ク ス の 戦い は 、 そ の ほとん ど が 強者 と の 戦い で あっ た ろう 。 精 強 で 知ら れる ロー マ 兵 は 数 で も 彼ら を 圧倒 
し て いた 。 Z 
そん な 強大 な 敵 を 前 に し て 、 部 下 た ちか ら 救 い を 求め られ 、 自 分 た ち が 誤 れ ば 、 此 処 に 集 っ た 全て の 者 が 死ぬ と いう 重 N 
圧 の 中 で 。 IN 
スパ ル タ ク ス は 、 な お も 笑っ て 戦い 続け た の で ある 。 


彼 は 戦う こと が 好き な の で は な く 、 勝 つこ と が 好き な 訳 で も な い 。 
彼 は た だ 負け られ な い 理由 を 見 つけ る こと が 得意 だ っ た だ け 。 y 
この 世に は 、 負 け て は いけ な い 戦 い が あ る 一 それ を 理解 し て いた が 故に 。 43 


苦痛 は 嫌い で は な い 。 絶望 も 嫌い で は な い 。 それ は 元 よ り 、 世 界 に 存在 し て 自分 た ち を 締め 付け る も の 。 SS 
未来 、 希望 、 平穏 。 それ ら は た だ の 気休め 。 戦い 続け な けれ ば 、 生 き 残 る こと は で き な い 。 
戦え 、 と 筋肉 が 呼ぶ 。 史 吊 せよ 、 と 横隔膜 が 震え る 。 握り 締め た 剣 が 折れ て も 、 膝 が 砕 か れ て も 、 腕 が 消え て も 、 戦え 、 I 
WA, 戦え! 


信念 の た め な ら マ スタ ー 殺 し も 辞 さ な いこ と か ら 、 屈 指 の 召喚 し て は な ら な い サ ー ヴ ァ ン ト と し て 名 高い 。 . 
だ が その 一 方 で 、 彼 に と っ て の 上 逆 すべ き マ スタ ー と は 笠 者 を 得 に する 者 だ け で あり 、 有 弱者 と し て 他 の サー ヴァ ント た 
ち に 戦い を 挑む の で あれ ば 、 ス パル タク ス も 喜ん で 戦っ て くれ る だ ろう 。 

と は いえ 、 も う 一 つの 特徴 で ある 「 選 択 可 能 な 行動 の 中 で も っ と も 困難 な も の を 選択 する ] 点 が 厄介 な こと に 変わ り は な 


王様 系 サー ヴァ ント 全般 
お お 、 圧 制 者 よ ! 
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mment from Illustrator 


その 愉快 な キャ ラフ ター 性 か ら 進 化す る ほど 動き づら く な っ て いく の だ が 、 BRAD, TOBIN SONS HE 
が こち ら を 見 つめ て いる こと に 、 ユ ー ザ 諸氏 は お 気づき で あろ うか ? そし て 表情 差分 が 全て 笑顔 ベ バース な の で 、 HEBT 


か と 思い き や 、 た い へ ん スム ー ズ な 作業 で あっ た 。 あ と 、 初 期 段 階 の ビッ プ が セク スィー な の が 自慢 な の で 、 要 チ 
エッ ク で す ぞ ? CHALE 
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ASS ey, 
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105 


ンク ラス スキ ル SN 


4 


EE 坂田 金 時 
史実 日 本 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand NEE 
ER N 


2 
正常 な 思考 力 を 保 の て いる が 、 ス テー タス 上 昇 の 恩恵 を 受け な い 。 

ダメ ー ジ を 負う ご と に 幸運 度 判定 。 

失敗 する と 魔力 、 幸 運 を 除く ステ ー タ ス が 上 昇 す る 代わ り に 、 感 情 を 制御 で きず 暴走 する 。 
狂 化 の 際 、 全 身 が 真っ 赤 に な る 。 怒り ゲー ジマ ックス 。 


AED 


RARE IL | 


怪力 : A+ 

u 

ARNES DARIÉN, EWTHSSHMOFTHN. MEVOUREOF TORA RE ARNO TES 
ンク で 所 有 し て いる 。 


天性 の 肉体 A 
生ま れ な が ら に 、 


生物 と し て 完全 (ゴール デン) な 肉体 を 持つ 。 


筋力 に プラ ス 補 正 。 


た ぶん 真名 は コレ じゃ な い 。 絶 対 違う 。 だ けど この 名 前 で 発動 する 。 ゴ ー ル デン 理不尽 。 
雷神 の 力 を 宿す マサ カリ 。 金 時 の 怪力 無く し て は 決し て 扱え な い 重量 を 持つ 。 

雷 を 込め た カー トリ ッ ジ の 爆発 で 、 破 壊 力 を 高め る 。 

カー トリ ッ ジ の 使用 量 で 威力 が 変化 する 。 最大 15 回 。 たまに ジ ャ ム る 。 

詳細 は イラ スト 参照 …: た ぷん 元々 は こん な 形 し て な い 。 絶 対 違 う 。 ゴ ー ル デン 理不尽 。 
([FateGO] で も 使用 され て は いる が 、 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


E 


ゴー ルデン スパ ー ク 。 
マサ カリ か ら 稲 妻 を 放出 。 対象 を 雅 ぎ 払 う 。 カ ー ト リッ ジ 3 回 分 使用 。 
([FateGO] で は 対人 宝 具 と し て の み 使 用 され る ) 


3 O 
Q 9 
DN 


o 


ON 


暴れ ん 坊 で 傍 若 無人 、 危険 な 男 で は ある が ーー その 実 、 情 に 厚く て 正義 漢 。 
ガキ 大 将 が その まま 大 人 に な っ た か の よう な 印象 。 
精神 年 齢 、 小 学生 低 学年 。 


直情 的 で 激情 家 。 人情 に 弱く 、 涙 も ろ い 。 
特に 母子 に は 優し い 。 こ ども や その 母親 を 守る た め に は 、 命 すら 惜しま な い 。 


現代 に 召喚 され て 、 す っ か り 世 俗 に 染まっ て いる 。 派手 好き 。 光 る 物 大 好き 。 特に ゴー ルド 超 好 き 。 

決め 台詞 は 「 ゴ ー ル ド ] も し く は 「 ゴ ー ル デン 」。 心 よ り の 賞賛 の 言葉 。 

強い も の と か デカ いも の と か カッ コイ イ も の と か 可愛 いも の と か も 好き 。 な ん と いう か 、 こ ども の セン ス 。 

実は 色恋 沙汰 に 関し て は 徹底 的 に 弱い 。 最大 の 弱点 。 

好き な 女の子 と 、 目 も 合わ せら れ な い ほ ど 奥 手 。 

露出 高い 系 の 女 キャ ラ か ら 不 機嫌 そう に 目 を 逸らす 一 怒っ て る の か な ? 一 実は 恥ず か し い の で 目 を 逸らし て いる だ け 。 


ー A 
en 


酒飲み の くせ し て 人 甘党 。 BAEBBENURUNUMURSTEGSES. 
Boe 


テディ ベア の ぬい ぐる み に 一 目 ぼ れ 。 
「 な ん て ゴー ルデン 愛らしい ん だ 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

「 聖 杯 な ん ざ 見 た コト も ね え が 、 あ れ だ ろ 、 黄金 な ん だ ろ ? 

な ら 悪 い モ ノ の は ず が ね え 。 中身 は どう あれ 外見 は 最高 じゃ ん 
……" と いう の が 表向き の 理由 

本 当 は 、 聖 杯 を 求め る 理由 が ある 。 
それ は 「 酒 知 董 子 を 語ら せる こと ]。 

頼光 四天王 の 一 人 と し て の 鬼 退 治 。 弱き を 助け 悪 を 挫 く 、 まさ に 正義 の 行い 。 し か し 鬼 だ 土 釧 昧 だ と 言っ た と ころ で 、 A 
相 は 政府 に と っ て 都合 が 悪い 連中 を 始末 する た め の 口 実に 過ぎ な い 。 ま し て や 酒 知 董 子 に 関し て は 騙し 討ち お で ある 。 そ 
れ は 金 時 の 正義 か ら は か け 離 れ て いた 。 せめ て も う 一 度 、 正 面 か ら 正 々 堂々 と 戦い た いと いう の が 金 時 の 望み 。 


マス ター に 対し て は 気さく に 接する た め 、 対 等 な 関係 を 求め る タイ プ と は 滅法 相性 が 良い 。 逆 に 女子 供 を 傷つけ る タイ 


「 お う 、 よ ろ し く な 。 悪い が し ば らく 世話 に な る 。 オレ の 事 は ゴー ルデン と 呼ん で くれ ] 
[悪党 に か ける 情け は ね えな ] 

「 ノ リ が いい じゃ ね え か 。 気に入っ た ぜ 、 AWE! 

「…… 敵 な が ら 。 ゴ ー ル デン じゃ ね え か ] 

(ESB EHIL. HAVER | 輝く マサ カリ ・ ゴ ー ル デン 

「 吹 き 飛 べ 、 必殺! ゴ ォ ォ オ ルデン ・ ス パ ァ ァァァ クッ 中 


cae | 玉 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

坂田 金 時 。 

平安 時 代 最強 の 神秘 殺し 、 源 頼光 四天王 の 一 人 。 幼 名 の 「 金 太郎 が 有名 。 

母 と 足柄 山 で 暮らし て いた が 、 頼光 に 見 い 出さ れ 、 彼 に 仕え る 。 

大 江山 の 酒 知 草子 退治 に 変装 し 、 薬 を 盛っ た 酒 を 飲ま せ て 、 酒 知 曹 子 を 討つ 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
雷神 で ある 赤 龍 の 子 。 母 は 足柄 山 で 堆 ら す 人 喰い の 山 蛇 。 

金 時 も また 怪物 と し て の 力 を 継ぎ 、 山 の 獣 を 相手 に し て は 、 そ れ を 殺し て いた 。 

や が て 和 鬼女 で ある 母 は 礁 井 貞光 に よっ て 討ち 取ら れる が 、 金 時 自身 は 引き 取ら れ 、 源 頼光 の 元 で 人 の 道 を 教わり 、 家 来 
と な る 。 
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5 テーー で 
4 

EENINTOLEEROTH, ULIIFERFELTNSIIEN, BADGES CBHKOPBITK > CIO 

な 武者 に 成長 し た 。 

や が て 頼光 四天王 と し て 数 々 の 鬼 退 治 に 参加 。 


そし て 、 大 江山 の 酒 呑 草子 と 出会い 


あま り に 英雄 らし か ら ぬ ブッ 飛ん だ 格好 は 、 召 喚 さ れる な り 現 世に 染まっ た た め 。 

も と も と [BF] と いう 名 前 が 恥ず か し か っ た らし く 、 ゴ ー ル デン 、 と いう 素晴らし い 響 き を 知り 、 西洋 文化 に か が れき 
っ た 。 

強い 物 、 大 きい 物 、 格 好い い 物 な ど が 大 好き 。 和 精神 年 齢 的 に は 小学 生 低 学年 クラ ス 。 色 恋 沙汰 に は 弱い 。 話 は 変わ る が 、 
po ン ゴ は ゴー ルデン デリ シャ ス 。 


¢ IER 
ゴー ルデン レト リバ ー 


う 好き な 祝日 
in =2 


O AM#Fr3 
ギル ガメ ッシュ 
「 お お …… 超 クー ル だ ぜ …… 次 元 を 超え た ゴー ル デ : 
まさ に ゴー ルド の 中 の ゴー ルド …… あ ん た こそ 真 の ゴー ルデン キン グ | J 
アル トリ ア 

エク スカ リバ ー の [MORE] に 


感動 。 


き 裂 く ゴ ー ル デン スタ ー レ イン 7 
ん た こそ ナイ ト ・ オ プ ・ ゴ ー ル ド ! 」 
ン シ ュ タイ ン 
気 の 関係 で 。 
こ 電 を まき 散ら す 金 時 に 間 つ く フ ラン ケン シュ タイ ン 。 
に 「 怪 物 の 少女 ]「 異 端 の 愛 ] と いう 部 分 で 、 酒 知 曹 子 の 面影 を 見 る か も し れ な い 。 
テス ラ 
ちら か ら 因 緑 を 付け て くる 。 金 時 と し て は 力 比 べ に は 丁度 いい 相手 だ が 、 そ う 何 度 も 突っ か か られ る と 面倒 。 


緑 深 か っ た 相手 。 
IIIIIIIIIIIIIIII| | | | A 


生前 に 因縁 深 か っ た 相手 。 


主因 に し て 親 。 山 か ら 下り た 金 時 に と っ て は 「 親 代わ り ] で も あっ た の だ 


A 
| 
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デザ イン し た の は か な ー り 昔 に な り ま す が 、 と うと う FateG 〇 で お 目 見 え に な っ た 金 時 さん 、 長かっ た 。 けど 待っ た 甲 

斐 が 有り まし た ! こ ん な に 魅力 的 な キャ ラク ター に し て 頂い て 、 ホ ント 感謝 し か あり ませ ん 。 弄 ら れる 隙 も 多い お 茶 目 な 

金 時 と 、 真 剣 に かっ た 時 の カッ コ 良 い 金 時 、 そ の ギャ ッ プ を 楽し ん で 頂け た ら 嬉 し いで す 。 ご 近所 の 子供 達 と 一 緒 に 駄 we 
菓子 屋 で お 菓子 を 選ぶ くら い 下 町 に 溶け 込ん で いる 金 時 さん も 描い て みた い 。 (RAITA) 


á ヴ ラ vi 
ラド 三世 
— 
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ー カ ー で あり 、 吸 血 や 変化 と いっ た 吸血 鬼 の 特徴 を 受け 入れ て 戦っ て いる こと その も の が 、 ヴ ラド に と っ で は 異例 中 の 
異例 な の で ある 。 


吸血 :A 
吸血 鬼 と し て の 力 の 一 つ 。 血 を 暖 る こと で 、 相 手 を 下僕 と する 。 
吸わ れ た 側 は 生き な が ら 死 ん で いる の と 同じ に な り 、 基 本 的 に 吸っ た 側 に 隷属 する 。 

また 、 こ の 行為 は 攻撃 で は な く 親愛 で ある た め 、「 あ ら ゆ る 攻撃 を 援 ね 除け る 肉体 ] を 持っ て いて も 防ぐ こと は で き な い 。 


吸血 訟 と し て の 力 の 一 つ 
3. DIONISO RECAE. 近接 戦闘 に お いて は 極め て 有用 だ が 、 広 範囲 攻撃 に 対し て は 効果 が 薄 
い 。 


瀬 死 の 傷 で も 戦闘 を 可能 と し 、 肉 体 の 損傷 を 全く 気 に 掛け な い 。 


Bi 


カズ ィ ク ル ・ ベ イ 。 異な る クラ ス で は また 違う 銘 を 持つ 宝 具 。 

体内 で 生成 し た Mil を 射出 する 。 材質 は 木 の 他 に 胃 、 肉 、 影 、 毛髪 な ど 様々 。 射程 距離 内 に 存在 する 物 を 取り 込み 、 杭 
に する こと も 可能 。 

本 来 の 宝 具 は メフメト 世に 見 せつ けた 串刺し 兵 の 伝説 が 昇華 され た も の で あり 、 対 軍 宝 具 と いう 扱い に な る 。 その 場 
合 の レン ジ は 圧倒 的 に 広く 、 更 に は 無数 の 杭 を 結合 、 操 作 す る こと すら 可能 。 

こち ら の 宝 具 は そこ まで は 至ら な いも の の 、 サ ー ヴ ァ ン ト 一 人 を 討ち 滅ぼす に 充分 な 破壊 力 を 持つ 。 


レジ ェ ン ド ・ オ ブ ・ ド ラキ ュ リ ア 


鮮血 の 伝承 


レジ ェ ン ド ・ オ ブ ・ ド ラキ ュ リ ア 。 

後 の 口伝 に よる ドラ キュ ラ 像 を 具現 化 さ せ 、 吸 血 鬼 へ 変貌 する 。 

ドラ キュ ラ 伯 と な っ た ヴ ラ ド 三世 は 通常 の スキ ル ・ 宝 具 を 封印 され る 代わ り に 、 身体 能 力 の 大 幅 増 幅 、 動 物 や 唆 へ の 形 
上 態 変化 、 治 癒 能 力 、 魅 了 の 魔 眼 と いっ た 特殊 能力 と 、 陽 光 や 聖 Eh に 弱い と いう 弱点 を 獲得 する 。 

パー サー カー クラ ス と し て 召喚 され た ヴ ラ ド 三世 は 、 常 時 この 宝 具 を 稼働 させ て いる 状態 で あり 、『FateGO」 で は 真名 
解放 は 行わ れ な い 。 


Ea tela ra a 


FR DRA あや つ 


性 格 
君主 で あっ た 頃 か ら 奇 烈 な 性 格 で あり 、 バ パー サー カー と し て 召喚 され て いて も 、 そ れ は あま り 変わ ら な い 。 
吸血 訟 で あり な が ら 、 吸 血 鬼 を 嫌悪 し て お り 、 聖杯 に 託す 願望 も 自身 の 汚名 一 [吸血鬼 ドラ キュ ラ ] を 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
基本 的 に 暴君 寄り の 王様 で ちる た め 、 尊 大 な 態度 を 取る 。 
マス ター に 対し て も 基本 的 に は 臣下 の 一 人 と し て 接する 。 
一 方 、 誠実 で ある な ら ば それ に 応じ よう と 奮起 も し て くれ る 。 


O 台詞 例 

「 幾 干 幾 万 の 血 を 流し 、 そ し て 余 に 捧げ よ ] 

「 う お 。 少女 よ 、 望 お の な ら 後ほど 手ほどき を し よう 。 

主 を 想う 祈り の アッ プリ ケ は 、 さ ぞ マ スタ ー の 服 に 合う だ ろう ] 

— Bi, 余 と 共に 永遠 を 生き る か ? 何しろ 永遠 は 退屈 で な 。 お 前 の よう な 者 が いれ ば 、 こ れ か ら 先 退屈 を する こと 
は ある まい 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ヴ ラ ド 三世 は ルー マニ ア の 大 英雄 で あり 、 も っ と も 有名 な 功績 は 攻め 寄っ た メフメト 二 世 を 撃退 し た こと だ ろう 。 

か つて 船 を 山 に 登ら せる と いう 奇策 を 使い 、 三 重 防壁 に 囲ま れ た 東 ロ ー マ 帝 国 を 滅ぼし た 彼 で すら 、 敵 兵 を 平然 と 申 刺 
し に し て 見 せつ けた 悪魔 (ドラ クル ) に は 手 も 定 も 出 な か っ た の で ある 。 


や が て 彼 は 東欧 に お いて は 英雄 と し て 、 西欧 に お いて は 悪 逆 の 存在 と し て 認識 され て いっ た 。 

そこ まで で あれ ば 、 小 国 の 英雄 と し て 世界 に は 知ら れる こと な く 消 えた の で あろ う が 、 ア イル ラン ド の 作家 ブラ ム ・ ス 
トー カー が 書い た 「 ド ラキ ュ ラ | の モデ ル と され た こと で 、 彼 の 名 は 爆発 的 に 広まっ た 。 

た だ し 、 そ れ は メフメト 二 世 を 撃退 し た 小国 の 英雄 と し て で は な く 、「 ド ラキ ュ ラ 』 に 登場 する 災厄 の 吸血 鬼 一 一 ドラ 
キュ ラ 伯 爵 と し て で あっ た 。 


そし て ラン サー と し て 召喚 され た の で は な く 、 パ バーサーカー と し て 召喚 され た 場合 、 ヴ ラド 三世 は 英雄 で は な く 吸 血 鬼 
と し て 召喚 され る こと が ある 。 
今回 の 彼 は 、 ま さ し く その 状態 。 血 を 吸い 、 霧 や 映 尋 に 姿 を 変え 、 体 内 で 生成 し た 杭 に よっ て 敵 を 滅ぼす 鬼 で ある 。 


生前 の 趣味 の ー つ と し て 刺繍 が あり 、 バ パー サー カー と な っ た 今 で も 指先 が 覚え て いる の か 、 手 慰 み に 様々 な も の を 作っ 
て いる らし い 。 

狂 化 に よっ て 己 が 吸血 史 で ちあ る と いう こと は どう に か 受け 入れ て いる が 、 聖 杯 に 託す 願望 は や は り 吸 血 踊 と いう 汚名 の 
払拭 で ある こと に 変わ り は 無い 。 


恐れ られ る の は 良い 。 蔵 まれ る の も 構わ な い 。 

己 の 権威 の た め に 戦い 、 民 の た め に 戦い 、 敵 を 撤退 させ る た め に 兵 を 串刺し に し た 。 

茜 烈 な 執政 、 情け 容赦 の な い 刑 罰 、 そ れ ら を 弾 効 す る の は 道理 だ が 、 身 に 覚え の な い 悪 魔 と し て 講 ら れ 、 自 分 自身 が 忘 
れ 去 られ る の だ け は 絶対 に 我慢 な ら な い 。 


男 は 幾度 聖杯 戦争 で 敗 衣 し よう と も 、 決 し て 諦め な い 。 
無知 に 対す る 憎悪 の 炎 に 身 を 焦がし な が ら 、 己 を 英雄 と 認め る 者 が 
現れ る まで 、 彼 は 戦い 続け る 。 


O 因縁 キャ ラ 

カー ミラ 

同じ く 「 吸 血 鬼 ] と 認定 され た 者 と し て 、 積 極 的 に 吸 血 兄 で ある こと を 育 定 する 姿 に 憐 例 を 抱く 。 

エリ ザ ベ ー ト 

カー ミラ と は 逆 に 、 過 去 が 積極 的 に 未来 を 否定 する 姿 を 見 て 、 微 笑 ま し く 思 っ て いる 。 と ころ で アイ ドル っ て 何ぞ ? 


T 5 KX > > = 
NON 3 > 


ヴ ラ ド と いう こと で 、 串 刺し 公 と ドラ キュ ラ の イメ ー ジ で し た の で 、 怖 い だ け で な く 威 厳 や 品 が で る よう に デザ イン し 
まし た 。 当初 は 頭 身 が 高い 3D 用 の デザ イン で も あり まし た の で 、 布 が 動い て か っ こ 良く 見 える か を 考え て お り ま す 。 5 
と は 、 着 物 ・ タ ー ト ルネ ッ ク ・ ス カー ト を 入れ 込み た いな ぁ と 挑戦 し こみ で 、 ま た 上 着 に は 背骨 柄 や 3D キ ャ ラ 時 に 上 
手 く 入れ れる か は 試す つも り で し た が 、 苦し お 人 の 顔 や ロー ル シ ャ ッ パ 模様 に も 見 える ニュ アン ス を 入れ よう と し て い 
まし た 。 ヴ ラド 本 来 の イメ ー ジ だ と 曲線 模様 が 多 そ うな イメ ー ジ で し た の で 、 そ の 雰囲気 に な り 過 ぎ な いよ うに 直線 要 
素 多 め の デ ザイ ン や アジ アニ ュ ア ンス も 入れ させ て 頂き まし た 。( 前 田 洗 孝 ) 


アス テリ オス 


1952 バー サー カー- E アス テリ オス 
Eas: EN ギリ シャ 神話 BE] ギリ シャ 
\ Ei. EN 2980m BI 1508 
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グラ スズ キル 


人 
全 / パ ラメ ー タ ー を 1 ラン フ ア ッ プ さ せる が 、 BOERNE. 


一 時 69 に 筋力 を 増 柚 さ せる 。 魔物 、 魔 倫 の み が 持つ 攻撃 特性 。 
合用 する 事 で 筋力 を ワン ラン ク 向 上 させ る 。 持続 時 間 は "怪力 "の ラン ク に よる 


天性 の 魔 A++ 
英雄 や 神 が 魔 獣 と 堕 し た の で は な く 、 怪 物 と し て 産み 落と され た 者 に 備わる スキ ル 。 
アス テリ オス は 、 人 の 身 で は 絶対 に 不可 能 な ラン ク の 筋力 と 耐久 力 に 到達 し て いる 。 


語源 で も ある 。 元々 は 両刃 の 浴 で 
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J 


ケイ オス ・ ラ ビュ リン トス 。 

アス テリ オス が 封じ 込め られ て いた 迷宮 の 具現 化 。 

固有 結界 に 限り な く 近い 大 魔術 で あり 、 世 界 の 下 側 に 作り 出さ れる 。 

アス テリ オス は 「 己 が か つて 生き て いた 場所 ] を 回 想 す る だ け で あり 、 

一 旦 発現 し て か ら は 、「 迷 宮 ] と いう 概念 へ の 知名 度 に 応じ た 難易 度 で 形成 され る 。 

発現 後 は アス テリ オス を 倒す か 、 あ る い は アス テリ オス が 敵対 者 を 全滅 さ せる か し な い 限 り 、 消 える こと は な い 。 

一 度 消 えて も 、 時 間 が 経過 すれ ば また 作り 直す こと は 可能 。 

た だ し 、 そ の 際 は 前 回 と 異な る 迷宮 で な いと 立ち 所 に 踏破 され て し まう だ ろう 。 一 度 解 か れ た 迷宮 は 、 最 早 迷 う も の で 
は な い の だ か ら 。 


x Bss Bis 


〇 性 格 

微か に 残っ た 人 間 と し て の 血 に より 、 わ ず か で は ある が 会 話 は 可能 。 

知能 的 に は 子供 の よう な も の で ある が 、 極 め て 聡明 で ある 。 

人 間 と し て の 倫理 や 常識 な ども 理解 し て お り 、 そ れ 故 に 常に 生き て いる こと その も の へ の 罪悪 感 を 抱い て 生き て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に は 大 人 し く 、 干 渉 する こと も な い が 無 視 も し な い 。 

マス ター が 彼 を アス テリ オス と し て 扱う 限り 、 機 嫌 は 良い 。 
普段 は カル デア を うろ うろ する か 、 エ ウリ ュ ア レ に 遊ば れ て いる 。 
O 台詞 例 

TERA. さま よ え 、 そ し て 、 し ね ! J 


「 う ん …… お だ や か な の は 、 き らい じゃ な い 。 こ こ は 、 あ た た か いね ] 
「 く っ ちまう ぞ ……」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
クレ タ 島 を 支配 する 王 、 ミ ノ ス の 妻 で ある パシ パ エ が 牡 牛 と の 間 に 産 ん だ 、 人 の 体 に 和牛 の 頭 を 持つ 生ま れつ いて の 怪物 。 


ミノ ス は 海神 ポセイドン に 彼 か ら 与 えら れ た 牡 牛 を 捧げ る 約束 を 取り 交わ し て いた が 、 あ る 年 、 そ の 神 の 牡 牛 が 惜しく 
な り 、 本 来 捧 げ る べき も の と は 別 の 牛 を 捧げ て し まう 。 

約束 を 踏み に じ ら れ た ポセイドン は 王 の 妻 パ シ パ エ に 呪い を か け 、 牡 邊 に 飲 情 を 抱く よう に 仕向 けた 。 

そう し て 生ま れ た の が 「 星 を 支配 する 者 ] を 意味 する 名 の アス テリ オス だ が 、 彼 は 和牛 の 頭 に 人 の 肉体 を 持っ て いた た め 、 
ミノ ス 王 の 和牛 を 意味 する 「 ミ ノ タ ウロ ス ] と 呼称 され た 。 

后 の 醍 聞 に 困り 果て た ミノ ス は 、 高 名 な 工匠 ダイ ダ ロ ス に 命じ て 「 決 し て 出 ら れ ぬ 場所 ] 一 一 即ち 、 ラ ビリ ンス を 人造 
ら せ た 。 

アス テリ オス に は 、 王 の 命 に よっ て 少年 少女 七 人 ずつ の 生 暫 を 捧げ る こと が 慣習 と な っ た 。 

当然 な が ら 自 国 の 人 間 を 捧げ る こと は で き な い た め 、 ミ ノ ス 王 は 攻め 込ん だ 国 ア テ ナ イ に 賠償 と し て 生 区 を 捧げ る こと 
を 要求 し た 。 
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三 回 目 の 生 費 が 選ば れる 際 、 ア テ ナ イ の 英雄 テ セ ウス が アス テリ オス を 倒す た め に 自ら 名 乗り 出 た 。 
眉 目 秀 月 な テ セ ウス は ミノ ス 王 の 娘 ア リア ド ネ に 一 目 惚れ され た 。 
テ セ ウス は 彼女 の 協力 を 得 て 脱 出 不 可能 な ラビ リン ス か ら の 脱出 と 、 ア ステ リオ ス 打 倒 を 果たす こと に な る 。 


ーー 一 何 て 素晴らし い 英 雄 護 。 


怪物 と 成っ た の は 、 己 の 責任 で も な けれ ば 母 の 責任 で も な い 。 
神 に 捧げ る べき 牡 生 を 惜しん だ 、 父 の 責任 で ある と いう の に 。 
少年 は 、 た だ の 一 言 も 父 を 責め る こと は な か っ た 。 


父 を 愛し て いた 訳 で は な い 。 そ ん な 強烈 な 感情 で あれ ば 、 自 身 を 封印 し た 恨み が 勝る 。 
父 が 彼 に 手 向け た の は 、 何 より 大 切な 名 前 と 救済 だ っ た 。 Á 
いつ か 、 英 雄 に 討ち 果たさ れる と いう 救済 と 一 一 誇り 高き 、 雷 光 (アス テリ オス ) の 名 。 4 
己 の よう な 怪物 に は 、 勿 体 な い ほど に 美しい 名 前 。 

た だ それ だ け で 、 彼 は 父 を 憎 お こと すら で き な か っ た 。 


「 僕 は 君 を 助け た か っ た よ ]」 
アス テリ オス が た だ の 少年 で ある こと に 気付 いた テ セ ウス は 、 痛 切な 想い を 籠 め て この 言葉 を 投げ か けた 。 ) 


テ セ ウス の 祈り は 、 彼 方 の 遠い 未来 。 果て の な い 海 オオ アノ ス に て 、 果 た され る こと に な る 。 EN 
彼 に と っ て あの 船旅 は 、 仲 間 た ちと の 語ら い は 、 何 も か も が 宝石 の よう に 輝く 、 大 切な 記憶 だ っ た 。 . 


ーーー そ の た め な ら 、 命 を 賭 す こと に も 貴 路 い が な い ほ ど に 。 


〇 通常 武器 
ラブ リュ ス …… 儀 礼 式 用 の 片手 状 を 背中合わせ で 装着 する こと で 「 諸 刃 ] と し た 超 巨 大 な 産 。 アス テリ オス は 、 そ れ を 分 
離し て 使用 し て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 

エ ウ リ ュ ア レ 

自分 に 輝き を 与え 、 惹 し み を 伝え 、 忘 れ が た い 記 憶 を 刻ん だ 女神 。 彼 女 が 楽し そう に 笑っ て いる と 、 何 故 だ か 自分 も 楽 
し い 。 

テ セ ウス ( 未 登場 ) 

自分 を 倒し 、 英 雄 と な っ た 青年 。 死 の 間際 、 彼 と 共に 語ら うこ と で 互い に 祝福 と 呪い を 得 た 。 
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当初 は 牛頭 の 怪物 と いう 指定 が き て いた の で す が 、 す すめ て いく うち に エネ ミー と 差別 化し た いと いう 話 を いた だ きま 
し て 今 の よう な 牛 の 仮 面 の デザ イン に 。 ほぼ 現 状 の ラフ を 出し ん か ら 
それ だ ! ! Jens を いた だ Walle ゲー ム 内 で は バト ルキ ャ ラ の 結ん 
る の が お 気に入り で す 
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タラ ズ ネズ キル 


狂 化 : A+ 
全 / パ ラメ ー タ ー を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 の 大 半 を 玲 わ れる 。 
ロー マ 帝 国 を より 拡大 し 繁栄 させ ね ば な ら な いと いう 使命 感 だ け は 失わ れ て いな いた め 、 ロ ー マ を 引き 合い に 出し て 味 
方 か ら 接 触 を 図ら れ た 場合 は 幸運 の 判定 を 行い 、 成功 すれ ば 暴走 が 自制 され る 。 

ロー マ に ゆか り の 人 物 か ら の 接触 で あれ ば 、 判定 に プラ ス 補 正 が 加わ る 。 すなわち ネロ や ロム ルス の アプ ロー チ で あれ 
ば まず 確実 に 自制 に 成功 する 。 


た だ し 、 自 制 し た と ころ で 「 暴 走 せ ず に 待機 状態 に な る ] だ け な の で 、 完全 な 意思 貴 通 が 可能 と な る 訳 で は な い 。 


RAZR 
mt: A 
本 来 所 有 し て いな い ス キル を 短期 間 獲得 する こと が で きる 。 
該当 する スキ ル は 騎乗 、 合 術 、 芸 術 、 カリ スマ 、 和 軍略 、 と 多岐 に 渡る 。 
A ラ ンク 以上 で ある た め 、 肉 体面 の 負荷 ( 神 性 な ど ) を も 獲得 する 。 


ーー テコ a A 


加 虐 体質 :A _ 


戦闘 が 長引く ほど に 加 虐 休 を 増し て いく 。 
狂 化 ス キル に 性 質 が 近い た め 、 カ リ ギ ュ ラ は この スキ ル を 最大 限 に は 発揮 で き な い 。 


AAA x 


間 の 記憶 は カリ ギュ ラ の 狂気 を 和らげ ず 、 む し ろ 加 速 さ せる 。 
間 定 に プラ ス 補 正 が か か り 、 素 手 攻撃 時 の 筋力 パラ メー ター が 一時 的 に 上 昇 する が 、 こ の 効果 を 使用 
する た びに カリ ギュ ラ は 自身 に ダメ ー ジ な を 負う 。 RET STADEWEMRLSOTHS. 


== 
== 


Ahrens, HOR 


1-50 =>: 1) "。 


フル クティ クル ス ・ デ ィ ア ー ナ 。 

空 か ら 投射 され る 月 の 光 を 通じ て 自身 の 狂気 を 拡散 する 、 広 範囲 型 精神 汚染 攻撃 。 

彼 の 狂気 の 発露 は 月 の 女神 ディ アー ナ (オリ ン ポ ス 十 二 神 の アル テ ミ ス に 相当 ) の 態 愛 と 加護 に よる も の 一 ーー 一 と いう 伝 
説 が 昇華 され た 宝 具 。 た と えば 一 軍 を 相手 に 使用 すれ ば 、 お ぞ ま し くも 惨 慌 た る 状況 が 生ま れる だ ろう 。 

本 来 の 使用 条件 は 「 夜 で ある こと 」。(『FateGO] で は 適用 され な い ) 

女神 アル テ ミ ス の 縁者 に は 通用 し な い 。 
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q EA ーー ーー ーー = っ on ES = > 
(呼び 捨て ) 奴 / か の 者 / あ の 者 

O teta 

嗜虐 に 囚われ た 完全 な サディ スト 。 


目 に 付い た 敵 す べ て が 暴虐 と 悪行 の 対象 と な る 。 (サー ヴァン ト の 性 質 と し て 、 自 陣営 に は 牙 を 剥 か な い 。 基本 的 に は ) 
更に 、 狂 化 ス キル に よっ て 自制 が 効か な い 状態 に 陥っ て いる た め 手 に 負え な い 。 

言語 を 品 に は し て も 、 獣 の 史 呼 の よう な も の な の で 意思 貴 通 は 不可 能 。 

た だ し 、 そ ん な : “* も ローマ の こと が 好き 。 ネロ の こと も 好き 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

主人 公 の こと を ロー マ 市 民 と みな し て いる と 思 し い 。 

ロー で 市 民 は 好き な の で 、 当 然 、 主 人 公 の こと も 好き 。 それ で も 理性 を 失っ た まま で は ある の で 、 や は り 意 思 貴 通 は で 
き な い 。 嫌 われ て は いな い の か な 、 と 分 か る 程度 。 


聖杯 に か ける 願い は 「 狂 気 を 消し 去る こと ]。 
か つて 名 君 と 呼ば れ た 頃 に 、 愛 する 妹 の 子 で ある ネロ を 膝 に 抱い て 物語 を 読み 聞か せ は て や っ て いた あの 頃 に 一 一 月 の 
女神 に 愛さ れ て 狂気 を 身 に 溢れ させ る より も 前 に 叶う の な ら ば 戻り た い 。 


「 余 の 、 振る 舞い 、 は 、 運 命 、 で 、 あ る ] 

BASE ZO. ón) 

「 捧 げ よ 、 そ の 、 体 ] 

「 美 し い 、 な …… 美 し い 、 BEN BUT, 引き 裂き た い 、 女 神 が 如き お 前 の その 清らか な る 美 し さ の すべ て を 余 の 全 
身 で 無茶 苦 茶 に 忠 呈 し て や り た い ! Alk, BLT WS, SZ 我 が 愛 し き 妹 の 子 、 ネ ロ !」 

A ——y!| 


TIERRA. ROMEO SRAORO TABA. 


CHARACTER! lc 


7 

O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

暴虐 の 伝説 を 有する 古代 ロー マ 第 三代 皇帝 。 

一 世紀 の 人 物 。 皇帝 ネロ の 伯父 。 

精力 的 に 政務 に 励み 、 一 時 は 名 君 と し て 民 の 支持 を 大 い に 受 けた と いう 。 

O FateGO| に お ける 人 物 像 
ある 時 を 境 に 彼 は 変貌 し た 。 
古代 ロー マ の 海 政 者 が 死後 に 得る こと に な る 神格 化 を 待た ず 、 生 き な が ら に し て 自ら を 神 と 呼べ と 民 へ と 強い て 、 暴 虐 
と 淫 湯 、 悪 行 と 倒錯 の 限り を 尽く し た 。 
ロー マ の 人 々 は 皇帝 の 釣 変 に 選 え 上 が り 、 ロ 々 に 嘱 い た 。 
名 君 は 既に 消え 、 今 や ガイ ウス 帝 カ リ ギ ュ ラ は 狂気 へ と 落ち て し まっ た の だ 、 と 。 
狂 え る 若き 皇帝 の 治世 は 長く は 続か な か っ た 。 Á 
TERED ETF SBNSHDE LEIOA CO RBO ARI. RSGRENCOCHS. TOPE. (OWE, A 
し か し 、 そ の 名 は 数 々 の 暴虐 と 共に 人 々 の 記憶 に 深く 残さ れ て し まっ た 。 IS 


当時 の 古代 ロー マ の 価値 観 に 在 っ て 、 狂気 と は すなわち 「 月 に 愛さ れ た ] と みな され る と いう 。 すなわち ーー 一 一 月 の 女神 
ORBERITKO CHS. 


反 英 雄 に 近い 存在 で あり な が ら 英 霊 と し て 現 界 し た 理由 は 不明 。 ae 
果たし て 月 を 司る 神霊 の 悪戯 か 、 そ れ と も 、 狂 気 の 陰 に 存在 し た 理性 、 か つて 名 君 と 呼ば れ た 頃 の 精神 が 、 人 類 史 の 終 En 
覆 を 前 に し て 奮 い 立 っ た の か ーー 一 < 


O 因 繰 キャ ラ ME 
ネロ 

RI OMUOF. HE. 大 好き 。 

皿 縁 で あり 、 同 時 に 、 ロ ー マ の 次 代 を 継ぐ 皇帝 で ある ネロ は 愛す べき 対象 。 

カエ サル 

偉大 な る 祖先 。 真 の 初代 皇帝 と も 呼ぶ が べき 御方 。 

ロー マ 平 定 を 成し遂げ て 帝政 ロー マ の 基礎 を 気付 いた カエ サル は 愛す べき 対象 。 

ロム ルス 

何より も 尊 き 神 祖 。 ロ ー マ 世 界 の すべ て は この 方 か ら 始 まっ た 。 

真 に 軍神 マル ス の 子 で あり 、 最 早 「 死 後に 神格 化 さ れ た ロー マ 皇 帝 ] ども な ど 、 こ の 方 の 足下 に も 及ば ぬ 。 
アル テラ 

嫌 な 気配 が する …… 


ER Profile 


思い ます 。 と に か が く 
で 並ん で も それ ほど 
会 話 成 立 し 


ロー マ 帝 国 第 三代 皇帝 ・ ELA ん で す 。 確 か 一 番 初 め に デザ イン し た キャ ラ だ 
ワダ さん の ネロ を 横目 で 見 な が ら 描 いて まし た 


派手 と 言う か オー ラ ば ん ば ん 出 て カッ コ い い キ ャ ラ 多 いで す が 、 
薄い の が 残念 で す 。(BLACK) 


見 た 目 が ロ 


e 


Y 


設定 作成: 桜井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン :PFALZ CV: SHE |] 
= 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


仕切 り 直 し : A 


闘 か ら 離 脱 する 


て も 戦闘 


黄金 律 : B 


生涯 に 於 いて イス カン ダル へ 何 度 も 提 
ほし て いる 


有 し て いた た め 、 ダ レイ オス 三世 は この スキ ル を B 
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アタ ナ ト イ ・ テ ン ・ サ ウザ ンド 


不死 の 一 万 騎兵 


アタ ナ ト イ ^ テ ジ シ - サウ ザン ド 。 

動く 死体 や 歩く 骸骨 と 化し た 一 万 の 兵 が 出現 ・ 集 結 し て 「 死 の 戦 象 」 と な り 、 恐 る べき 魔力 の 一 撃 に より 瑞 を 獄 滅する 。 
不死 隊 ア タナ トイ 。 史実 と し て 存在 し た 一 万 の 精鋭 が 宝 具 化し た も の で あり 、 後 年 成立 し た 伝説 に 伴っ て 不滅 性 や 不死 
性 が 強調 され て いる 。 

さながら 巨大 な 怪物 で ある 「 死 の 戦 象 ] を 召喚 し た か の よう に 見 える が 、 総数 一 万 の 不死 兵 が ひと つ に 組み 合わ さっ た あ 
る 種 の 群体 で あり 、 ダ レイ オス 三世 の 命令 に よっ て の み 行 動 し 、 恐 る べき 魔力 の 一 撃 に よっ て 王 の 敵対 者 を 破壊 し 尽く 
す 。 


(特に な し ) (特に な し ) (特に な し ) 
〇 性 格 
不 携 不 屈 の 男 。 
平時 の 表情 は 物静か 。 た だ し 、 常 に 揺 る ざ な い 闘 志 に 満ち て いる 。 
戦闘 に な れ ば 目 を 見 開き 、 暴 風 そ の も の と な っ て 対象 の 破壊 を 開始 する 。 
(高い 「 狂 化 ] ス キル の 影響 で 人 間 性 の 殆ど は 消し 飛ん で いる ) 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

恐る べき 戦い ぶり と は 裏腹 に 、 マ スタ ー に 対し て は 大 人 し い 。 

召喚 シス テム に 依る も の か 、 マ スタ ー の 素養 に よる も の か 、 平常 時 に は 暴走 する こと も な く 、 言 うこ と も 比較 的 ちゃ ん 
と 聞い て くれ る の で 、 戦 闘 離脱 に 有効 な 仕切 り 直し の スキ ル も 無駄 に は な ら な い 。 

た だ し 、 普 段 は 無言 な の で 会 話 の し 甲斐 は あま りな い 。 


聖杯 に か ける 願い は 「 イ スカ ンダ ル と の 再戦 ]。 
一 対 一 で は な く 、 軍 勢 と 軍勢 に よる ぶつ か り 合い で の 再戦 を 彼 は 望む 。 比 較 的 従順 な サー ヴァ ント で は ある も の の 、 こ 


O 台詞 例 
※ 普 段 は 無言 
SSS ey!) ※ 戦 闘 時 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

勇猛 の 古代 ペル シャ 王 。 

紀元 前 四 世 紀 の 人 物 。 

アケメネス 朝 ペ ル シ ャ 最後 の 王 と し て 知ら れる 。 

見 識 に 優れ 、 内 政 の 手腕 に 長け た 王 と し て 知ら れる 偉大 な る 祖先 ダレ イオ ス 一 世 の 血 を 継ぐ 王家 の 傍流 に 生ま れ 、 成 長 
し て 後に は サト ラッ プ と 呼ば れる 総督 の 地位 を 得 て 属 州 統治 の 任 に 就き ーー 

そし て 、 突 然 、 新 た な 王 と な っ た 。 

アル タク セル クセ ス 三 世 、 そ し て その 子 で ある アル セス 王 を 立て 続け に 殺し て みせ た 憲 官 パ ガ ア ス の 手 に よっ て 、 王 と 
し て 擁立 され た の で ある 。 

王 と し て 成っ た ダレ イオ ス 三 世 は 、 即 座 に 逆 臣 パ ガ アス を 粛正 し た 。 

そし て 国家 体制 を 整え よう と し た 矢先 、 運 命 が 訪 れる 。 


マケドニア の 征服 王 と し て 知ら れる 驚異 の 大 王 、 イ スカ ンダ ル の 襲来 で ある 。 
か つて 国内 を 我 が 物 頭 で 貴 麗し て みせ た 逆 臣 の 存在 な ど 、 か の 大 王 に 比べ れ ば 何と いう こと も な い 。 真 の 運命 の 相手 で 
ある イス カン ダル 王 と マケドニア 軍 に よる 猛 襲 を 前 に 、 ダ レイ オス 三世 は 立ち 上 が っ た 。 


O [FateGO! に 於 ける 人 物 像 
偉大 な る 祖先 、 ダ レイ オス 一 世 。 


名 都市 を 結ぶ 軍 道 を 作り 上 げ て 駅 伝 制度 を 確立 し 、 交易 及び 文化 の 交流 を 推奨 し 、 総 督 制度 と 新 税制 に よっ て 属 州 に 対 
する 徴税 を 効率 的 に 行う こと で 国庫 を 充実 させ た と いう 名 君 中 の 名 君 で や る ダレ イオ スー 世 は 、 属 州 統治 に あたっ て は 
被 征服 民 に 対し て も 他 の 民 と 変わ ら ず に 信仰 と 文化 の 自由 を 与え る 寛容 さ を 示し 、 同 時 に 、「 王 の 目 ] 「 王 の 耳 ] と 呼ば 
れる 巡察 使 に よっ て 総 辻 及び 属 州 を 監視 し て 軍事 的 離反 を 防止 し た と いう 。 
一 世 こ そ 、 人 を 縛ら ず 、 文 化 と 交流 を 愛し 、 国 を 豊か に し た 善 王 で あっ た 。 


自ら も 一 世 の よ うに 在り た い 。 
傍系 の 王族 と し て 生ま れ な が ら 、 偉 大 な る 王 の 名 を 戴く こと を 決め 、 彼 が ダレ イオ ス 三 世 と な っ た 理由 は た だ ひと つ だ 
つた 。 血 塗ら れ た 隙 謀 劇 の 果て に 玉座 に 着い た 己 で は あっ て も 、 人 々 と 国土 と に 愛さ れる 偉大 な る 王 た らん 、 と 一 一 


し か し 、 彼 は 、 善 王 に は 成り 得 な か っ た 。 
自ら 選ん だ が 故に 。 


か つて の ダレ イオ ス 一 世 を 思わ せな が ら 被 征服 民 を 統 べ て ゆく "好敵手 "イス カン ダル に 対し て 、 ダ レイ オス 三世 は 決し 
て 頭 を 垂れ る こと は な か っ た 。 他 の 諸王 の 如く 、 栄 光 の マケドニア 軍 の 一 細 に 加わ ろう と も 考え な か っ た 。 
戦い を 選ん だ 。 

善 王 で は な く 、 戦 い の 王 た らん と し た 。 

迫り 来る マケドニア 軍 の 数 倍 に も 及 応 大 軍勢 を 率い て 、 迎 撃 と 呼 に は あま り に 闘 烈 な 激突 を 繰り 返し 、 敗 北 し て も 幾 
度 と な く 彼 は イス カン ダル 王 の 行く 手 を 阻ん だ 。 

敗れ て も 、 敗 れ て も 、 最 後 の 有 瞬間 まで 勇猛 さ を 失わ ず 。 


それ は 、 何 故 か ? 

逆 取 パ ガ ア ス と イス カン ダル は 違う 。 国 を 荒らし 人 を 虐げ る 好 賊 と 、 そ う で な いも の の 差 は すぐ に 分 か る 。 イス カン ダ 
ル 、 ア レキ サン ダー 大 王 。 あ れ は 少な く と も 悪 逆 の 類 で は な い だ ろ う 。 征服 され た 側 の 諸王 や 将軍 、 民 た ち が こ ぞ っ て 
臣下 と な る に は 、 大 王 と し て 在 る に 相応 し い 人 物 で ある に は 違い な い 。 

それ で も 。 

この 己 だ け は 、 決 し て 頭 を 垂れ る まい 。 

この 己 だ け は 、 肩 を 並べ まい 。 

た だ 、 か の 大 王 に 対す る 絶対 の 壁 と し て 立ち 塞 が ら ん 。 


彼 は 選ん だ 。 
戦い の 王 と し て 、 壁 と し て 、 イ スカ ンダ ル の "好敵手 "と し て 在 る 己 自身 を 。 


O 因縁 キャ ラ 

イス カン ダル 

運命 的 な 大 琶 に し て 、 永 遠 の 好 英 手 。 

出会っ た 瞬間 に 戦闘 を 仕掛 け よ うと する 。 さながら 、 セ イ バ ー (アル トリ ア ) を 見 付け た パー サー カー・ ラ ンス ロッ ト 
の 如く 。 

ニ ト ク リス 


同姓 同名 の 別人 …… ア ッ シ リ ア の 女王 ニ ト ク リス と 祖先 と の 間 で 因 緑 が ある 。 
ギル ガメ ッシュ 
アッ シリ ア の 女王 ニ ト ク リス に ちな ん だ 遠い 因縁 が ある 。 
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AREIADMER T SDF CHESS WED CORCBBL . な ら ば ダレ イオ ス が 持っ て いた 双 角 の 称号 や シン ボ 
ル を 叩き 折っ つた こと で イス カン ダル に 双 衣 王 の 称号 だ けが 委譲 され た … と いう 解釈 を し て み ま し た 。(PFALZ) 


ダレ イオ ス の 途中 で 折れ た 二 つ の 角 の 王冠 。 イス カン ダル に は 双 衣 王 と いう 別名 が ある … し か し TYPE-WOON で の 征 
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| 下 の 顎 に は 別 の 象 の 角 を くっ つ [ 
| る ダレ イオ ス の 背後 に 同乗 し 
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(PFALZ) 


て か ん じ で す 
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設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン :BLACK CV: 種 田 梨 沙 の ) 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ 双 叉 キル 
SHE: EX 
南通 は 完全 に 成立 する 。 
し か し マス ター を [BISA と 見 定め 、 蝶 を つく こと を 禁ず る 。 

陣 を つい た 場合 、 ど ん な 嘘 で も 必ず 見 破り 、 令 呪 を 一 回 自重 的 に 消費 させ る 。 


[トー 一 距 を 、 つ いて お いで で すね ] 


es | WANNA (WM 


7 
mc | 
借 体 成形 と も 。 女 の 一 竜 毒 蛇 と 成り 果て 、 大 河 を 渡ら ん 。 
東洋 の 低級 竜 に 変身 する 。 足 が 生え て いる 間 は ひたすら 走る が 、 CHASE, 地 を 遣い 回 り 始め る 。 REHEHT, ど 


うな っ て る の 。 
RR 
| 愛し た を 追い 求め 続け る た め の ス キル 。 


五感 と 魔力 を 含め た 野生 の 本 能 と で も 言う べき 代物 で 、 彼 女 は どこ まで も 安 珍 を 追い 詰め る 。 


' ・ー ーーーー- x 


は な い 。 
代償 と し て 、 マ スタ ー の 将来 が 確定 する (SETA) こと が 学 げ られ る が 、 GUA DTD 
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== 
HA 


か し ょ う ざ ん まい 


転身 火 生 三 昧 


て ん し ん か し ょ う ざ ん まい 。 

災 を 吐く 大 蛇 。 即 ち 竜 と し て の 転身 。 

毎 タ ー ン 、 締 め 付け ま た は 災 の どちら か で 攻撃 を 行う 。 
締め 付け は 直接 攻撃 、 か つ 単体 攻撃 。 

HEBA 1 1 0 レン ジ 程 度 の 遠隔 全体 攻撃 で ある 。 

な お 、 彼 女 は 竜 種 と し て の 血 を 継承 し て いた 訳 で は な い 。 
ある の は た だ 、 自 身 に 嘘 を つい た 男 へ の あく な き 妄 執 で ある 。 


わた くし 回 あな だ 


〇 性格 
基本 的 に は 狂気 染み て いる ほど に 穏やか で 、 大 抵 の 人 間 に は パー サー カー と 思わ れ な いく らい に そつ な く 会 話 を こなす 。 
た だ し 、 彼 女 は 世界 全般 に 関心 が な く 、 た だ [自分] と 「 マ スタ ー」 の みあ れ ば いい と いう 認識 。 

また 、 最 大 の 関心 事 は 「 マ スタ ー が 自分 の こと を 愛し て いる か どう か ] で あり 、 ハ ー レ ム で モテ モテ 程度 は 笑っ て 許し て 
くれ る が 、 清 姫 以外 の 誰か と 特定 ルー ト に 入ろう と する と 、 積 極 的 に 虚無 の 瞳 で 見 つめ て くる こと に な り 、 実際 怖い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

も ちろ ん 、 熱 烈 な 情愛 を 以 て 接し て くれ る 。 

朝 は 優し く 起こ し て くれ る し 、 昼 は 優し く 傍 に いて くれ る し 、 夜 は そっ と 布団 に 潜り 込ん で 「 お や すみ な さい ] と 嘱 い て 
くれ る くら い に 献 身 的 な サー ヴァ ント で す 、 よ ? 


O 台詞 例 

サー ヴァ ント 、 パ バー サー カー。 召喚 頂き あり が と う ご ざ いま す 。 あ あ …… や っ と 見 つけ まし た 。 あ な た 様 …・」 

あり が と う ご ざ いま す 。 大 丈夫 で す 、 わ た くし の 狂 化 ス キル は 大 し た も の で は あり ませ ん の で 。 お 心遣い 、 感 謝 致し ます ] 
一 一 一 嘘 、 で すね 。 駄目 で す よ 、 マ スタ ー。 確か に わた くし より も 、 彼 女 の 方 が 明る く 快 活 で 、 そ し て マス ター の お 好み 
に 合致 し こい ます 。 で も 、 あ な た 様 は 確か に わた くし を 愛す る と 仰っ た の で す 。 それ を 和 覆 さ ぬ 限 り 、 そ の 愛 は 歪ん だ 虚飾 で 
す 。 令 呪 を 一 画 い た だ きま す 。 次 は 、 ご 自身 で お 使い 下さ いま せ 。 さも な いと ] 

わた くし の トリ ガー は 、 嘘 で すか ら 。 嘘 を つか れる と 、 わ た くし 上 自身 に も どう し よう も な く 心 が 煮 える の で す 。 で すか ら 、 B 
する マス ター。 ど うか 、 嘘 を つか れ ま せん よう に ]」 

一 一 一 嘘つき 、 で すね ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ント ン お 寺 の 道成 寺 
釣鐘 下ろ いて 身 を 隠し 
安 珍 清 姫 蛇 に 化け て 
七重 に 巻 か れ て ひと まわ り ひと まわ り 


ーー 一 うそ つき 、 う そつ き 、 う そつ き 。 
[ 安 珍 ・ 消 姫 伝説 」 に お ける 珠玉 の ヒロ イン 。 それ が 清 姫 で ある 。 


安 珍 と いう 美 僧 が 熊野 語 に 赴 い た 際 、 真 砂 の 長者 で ある 清 次 に 一 夜 の 宿 を 求め た 。 清 次 の 娘 で ある 清 姫 は 安 珍 の 美貌 に 
心 を 揺り 動か され 、 夜 違い を 決行 する 。 


ーー 一 私 と 買 方 は 、 結 ば れる 宿命 な の で す 。 


仏 に 仕え る 身 で ある 安 珍 は 清 姫 を 拒ん だ も の の 、 清 姫 は 頑として 承知 し な い 。 困り 果て た 彼 は 、 熊 野 語 の 帰り に も この 
家 に 立ち 寄る こと を 約束 し た 。 
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ーー 再会 の 約束 を し た の は 貴方 で は あり ませ ん か 。 


と ころ が 安 珍 は 、 清 姫 の 約束 を 破っ て 清 姫 の も と へ 立ち 寄る こと な く 旅 立っ た 。 
それ を 知っ た 清和 姫 は 正 に 鬼 の 形相 と な っ て 、 安 珍 の 追跡 を 開始 し た の で ある 。 


一 一 愛し て くれ な いな ら 、 愛 し て くれ な いと 言っ て くれ れ ば 良かっ た の に 。 
ーー 一 末 練 を 残さ な いで くれ れ ば 良かっ た の に 。 
いっ そ 殺 し て くれ た っ て 良かっ た の に 。 


安 珍 は 憎 々 し いと 自分 を 脱 お 彼女 に 仰天 し 、 逃 げに 逃げ た 。 

健脚 の 僧 但 に 追い つけ る は ず も な い 少 女 は 、 執念 の み で 彼 を 追い 続け た 。 

恨み 、 + a 積み 重なっ た 念 は 、 や が て 清 姫 を 奇妙 な 姿 へ と 変え て いく 。 

蛇 の よう に 執念 深く 彼 を 追う た め に 、 尾 を 生やし 足 を 消し 人 間 と し て の 姿 を 無く し て し まっ た 。 

安 珍 は よど うに か 道成 寺 に 辿り 着き 、 鐘 の 中 へ 逃げ 込ん だ も の の 、 巨 大 な 竜 と 化し た 清 姫 は 炎 を 吐い て 全身 で 鐘 を 締め 付 
I, 安 珍 を 焼死 させ て し まう 。 
だ が 安 珍 を 焼死 させ た 清 姫 は 、 そ の まま 人 に 戻る こと も 魔性 の 存在 と し て 君 申す る こと も な く 、 涙 を は ら は ら と 流し な > 
が ら 入 水 自 殺 を 遂げ る 。 

安 珍 は 最後 まで 愛さ れ た こと に 気付 か ぬ ま ま 。 
清 姫 は 最後 まで 自分 の 激情 を 理解 で きぬ まま 。 


—55 どう し て 私 の 恋 は 上 手 く いか な か っ た の だ ろう 。 


寺 の 僧 但 に よっ て 供養 され た は 天 人 に な っ た と も 伝え られ て いる 。 


〇 因 緑 キャ ラ 

エリ ザ ベ ー ト 

カナ ヘビ 、 メ キシ コ ド ク トカ ゲ 、 コ モ ド オ オト カゲ 、 そ の 他 悪口 は 尽き な い 。 

玉藻 の 前 

メル 友 。 オフ 会 を 開 こ うと ちょ くち ょ く 提 案 す る の だ が 、 何 故 か 用 事 が あっ て 上 手 く いか な い 。 お 互い 、 よ く 相 談 す る 
も の の その アド バイ ス は どちら も 的 外れ な の だ っ た 。 


from Illustrator = 


安 珍 に 恋 を する も 騙さ れ た こと で 焼き 殺し た ヤン デレ の 元祖 。 みん な 大 好き きよ ひび 一 で す 。 清 姫 の ゲー ムキ ャ ラ は 黒 監 
和服 と 既に あちこち で 活躍 し て まし た の で 全然 違う の に し て や ろう と 思い 、 ヤ ン デ レ 雰 囲 気 を 纏っ た ちょ っ と 洋風 ちっ 
く な デザ イン に し て み ま し た 。 最初 は 十二単 の よう な 沢山 意 込 ん で る デザ イン 案 も あっ た ん で す が 、 数 合わ せ で 描い た 
太もも 全開 案 の ほ う が 良 いと ボス に 言わ れ て 今 の 形 に な り ま し た 。 実は お 蔵 入 り し た 戦闘 ボイス が 1 つ あ っ て 聞い た ら 
絶対 ひか れる と 思わ れ 仕 方 な く 保留 に し た も の が …。 当 時 は ヤバ イ と 思い まし た けど 今 思え ば 問題 な か っ た 気 も し ます 
( 笑 ) (BLACK) 
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N mm N 
| — we ドア ンク 
エイ リー ク ・ ブ ラッ X 
バー サー カー エイ リー ク ・ ブ ラッ ドア クス 
男性 EE 「 フ ァ グ ルス キン ナ 」 EE ノル ウェ ーー イン グラ ンド 
Edi: EIS [53 1 15kg 


Ende: EI+ Edo Edo Ec Eic 
q _————— OO 
BEI: 8 415997941: BAIN / CV ERRE 


- 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スズ 


THE: 
全 パ ラメ ー タ ー を 1 SIP YP EBSD, MOEN. 


保有 スキ ル 


瀬 死 の 傷 で も 戦闘 を 可能 と し 、 粘 り 続 ける 。 


=> 


ハー フ デ ッ ド ・ ブ ラッ ドア クス 2 


BAC EAS 1221-22 EXA 


ハー フ デ ッ ド ・ プ ラッ ドア クス 

彼 が 通常 邊 に つけ て いる 赤黒 い 族 。 か つて 打ち 倒し た 魔 獣 を 加工 し 、 療 に 仕立 て 上 げた も の 。 和 驚く べき を こと に 、 導 に さ 
れ た この 魔 獣 は まだ 「 生 き て いる 」 らし く 、 栄 養分 と し て の 血液 を 求め て 血 を 暖 り 続け る こと で 生き 延び て いる 。 

一 定時 間 血 を 与え な いと 、 角 え て 死ん で し まう 。 そう な る て 武 器 と し て の 威力 は 見 る 影 も な く な る た め 、 定 期 的 な 血液 
補給 が 必要 。 

([FateGO} で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


z 


血塗れ の 戴冠 式 


プラ ッ ド パス ・ フ ラウ シ 。 
黒 魔術 師 グ ン ヒ ルド に よる 、 エ イリ ー ク の 狂 化 ドー ピン グ 。 自身 の ダメ ー ジ な ど 気 に も せ ず 、 敵 に 突っ 込ん で ミン チ に 
する 。 当 然 な が ら 、 自 身 も それ な り の ダメ ー ジ を 負う 。 自 身 の 近しい 親族 を 惑 く 討 ち 果 た し 、 ノ ルウ ェ ー 王 に 名 乗り を 
上 げた と いう 逸 話 の 中 現 化 。 対 軍 宝 具 で は な いも の の 複数 を 相手 に する の に 適し た 宝 具 。 た だ し 、 帰 思 し た 際 の ダメ ー 
ジ も その 分 深刻 で ある 。 回 復 手 段 を 持 た な いま ま 、 こ の 宝 具 を 使用 する こと は 控え た 方 が 良い だ ろう 。 


Bu 


〇 性 格 
瑞 味方 の 区 別 は か ろう じ て つ け て いる し 、 多 少 の 知性 は 存在 する が 、 そ れ だ け で ある 。 敵 に 対し て も 、 短 絡 的 に 突 買 し fp 
よう と する 。 た だ 能 と な る 。 N 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
殺 い 考え な ど は 一 切な い 。 た だ た だ 敵 を 居 ろ うと する だ け の 、 猛獣 の よう な も の 。 マ スタ ー に 対し て も 特に 拘り は な く 、 \ 
割り 切っ て いる 。 た だ し 、 妻 で ある グン ヒル ド は 別 。 彼女 は 如何 な る 方 法 を 用 いて か 、 夫 が 召喚 され る と 彼 を 通し て マ 
スタ ー に 語り か け て くる 。 召喚 し 、 使 役 する と いう だ け で 我慢 な ら ず 、 ま し て パー サー カー と し て 召喚 する な ど 作 辱 で 
ある 、 と ば か り に 常に フレー ム を 発信 する 。 な れ ば モン スタ ー ワ イフ 。 


O 台詞 例 
「 ガ 、 ガ ガッ 、 ガ ガガガ ガ ガ ! 」 


私 は 今 、 妻 の 手 を 借り て この 言葉 を 操作 し て いる 。 世界 の 破滅 を 食い 止め よ 。 その た め な ら ば ーー 一 が 、 ぐ 。 ノイ 
APS 

「…… よ し 、 も う 一 度 チ ャ ンス が あっ た 。 つ まり 、 何 が 言い た い の か と いう と だ 。 私 を 召喚 し 、 使 っ て くれ て 感謝 し て い 
To すま ん な 、 グ ン ヒ ルド ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

エイ リー ク 血 産 王 。 十 世紀 頃 の ノル ウェ ー な 支配 し た 王 で ある 。 し か し 君 絢 し た の は わずか 三 年 に も 満た ず 、 そ の 後 は 

イン グラ ンド に 逃れ 、 一 地方 の 領主 に 収まっ た に 過ぎ な い 。 

だ が 、 そ の 三 年 の 王位 の た め に エイ リー ク は 数 多 の 兄弟 を 殺 然 し た 。 息 立 王 と いう 異名 は 伊達 で は な く 、 血 を 分 けた 兄 
弟 で あろ うと も 彼 の 暴虐 は 止ま ら 5 な か っ た 。 そし て その 裏 に は 、 エ イリ ー ク こと 結婚 し た “魔女 "グン ヒル ド の 暗躍 が あっ 

た と 言わ れ て いる 。 グン ヒル ド は 筋金入り の 女 魔術 師 で あっ た が 、 同 時 に 夫 エ イリ ー ク の こと は 深く 愛し て いた らし く 、 
エイ リー ク の 死後 、 彼 を 称え る た め に 詩 を 作っ た 。 それ に よる と 、 エ イリ ー ク こそ は 北欧 の 英雄 シブ ムン ド な ど に 次 ぐ 

六 番目 の 王 で あり 、 彼 は 大 神 オ ー デ ィ ン に 偉大 な る 戦士 と し て 迎え られ る の だ と いう 。…… ま あ 、 そ の 愛 は 今 も な お 続 
いて いて エイ リー ク が 召喚 され る と 、 ど こ か ら と も な く グ ン ヒ ルド か ら ク レー ム と 呪術 が 届く の で ある が 。 


O 因縁 キャ ラ 
(ブン ヒル ド が こわ い の で ) いま せん 。 


CHARACTER Profile 


一 段階 


担当 に な っ た 
ん だ ろう ・ 
回 で は いつ も お 世 | 


、「 こ れ ま で 男 キャ ラ を 描い た 事 ん ど な い の | と 内 心 か な り 焦 り ま し た 。 BREITE 
5 … ギ ャ ラン ドゥ に は も っ と 変化 を 大 きく すれ ば よかっ た で す 。 経験 値 フ エ の 周 


に な っ て ます 。 ダダ ダダ ダッ 中 ( 蒼 月 タカ オ ) 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コン CV: ABA 


TIA 
狂 化 :C 2 > 
4 6 
全 パ ラメ ー タ ー を ラン クア ッ プ させ る が 、 理 性 の 大 半 を 奪わ れる 。 
は じ め か ら 理 性 が 消 め の タマ モ キ ャ ッ ト な の で 狂 化 と は 言い が た い が 、 ま あ 似 た よう な 状態 な の で 誰 も 気 に し な い :。 
KEISENSSERERLTEHVERHES, 
保有 スキ リル ーー de o / 


も と も と は 強力 な 呪術 を マス ター し て いた が 、 こ の カタ チ に な っ た 事 で 軒並み 忘れ て し まっ た 。 


A ————— デニ 


De 


変化 :B 
借 体 成形 と も 。 
EROMEMAMENS PHOT MEMO EA LICK. 
ARIS (EOS) DIETA - ES LIA. 


BAD FSOVD SBRULTUKBORM, IZ EF Y CBR - EM - BRIONES. ある の は た だ 自爆 だ け 
CHS. 


の 能力 。 
が なり 相性 が いい の か 、 本 人 ノリ ノリ 。 野性 の 力 の ば く は つ だ ! 


CHARACTER Profile 


ん きん に っ こう ひる や すみ し ゅ 


is = 


さん さん に っ こう ひる や すみ し ゅ ち に くり ん 。 

水 天 日 光 天 昭 八 野 針 石 ( す いて ん に っ こう あま て ら す や の し ずい し ) か ら 派生 し た も の 。 

酒池肉林 は 「 林 に 虎 を 放し 飼い させ 、 そこ に 人 間 を 放っ て 楽し お ] 指 問 遊戯 だ が 、 現代 で は その 意味 合い は 変化 し て いる 。 
タマ モ キ ャ ッ ト の 野生 の 力 が 爆発 し 、 敵 は ひど いこ と に な る 。 

その の ち 、 タ マモ キャ ッ ト は お 昼寝 を し て し まう 。1 タ ー ン 休み だ が 、 体 力 を 回 復 する 。 運 動 と 食事 の 後 は 睡眠 な の だ 
な 。 


AD 


as SENS A a Ns a 


BH) 実は 「 ア タ シ 」 en. HENDNDRNCE > BHSER/TH Blau 


O teta 

な に を し で か すか 分 か ら な い 、 

な に が し た い の か も 分 か ら な い 野 性 の 猫 っ ぽい も の 。 

パー サー カー な の で 、 基 本 、 意 思 貴 通 は 難し い 。 

美味 し いも の 、 楽 し いも の に し か 興味 を 示さ ず 、 日 々 自由 気まま に ハン ト 生 活 を 満喫 し て いる 。 

好戦 的 だ が 、 そ れ は "な ん だ か 考え る の も 面倒 に な っ た の で 倒 は ば いい や "ぐら い の 思 考 回 路 ゆ え 。 

タマ モ キ ャ ッ ト に きっ ちり と 、 分 か りや すく 、 単純 に 事情 を 説明 すれ ば 、 な ん と な く 納 得 し て 協力 し て くれ る 。 
玉藻 の 前 の 分 身 な の で 、 彼 女 同様 も の の 道理 を 捉え 、 真 理 を 見 抜く 力 が ある 。 単に それ を 言葉 と し て 伝え な い だ け 。 
ひね くれ て いな い 分 、 玉 河 の 前 本 人 より 物 わ か り は いい し 頼り に な る か も し れ な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

会 話 が 成立 し て いる の か いな い の か 、 よ く 分 か ら な い 不 思 議 ちゃ ん と し て 対応 する 。 

楽し いこ と が し た い だ け 、 美 味 し いも の が 食べ た い だ け だ が 、 

野生 の 獣 の 条 持 と し て 、 一 度 “ 主 "と し て 仕え た 者 に は 最後 まで 忠誠 を 尽く す 。 

契約 し た 後 の タ マモ キャ ッ ト は 主人 の 役に立ち た い だ け の 、 一 途 な 守護 獣 に な る の で ある 。 


こう な る と マス ター を 守る こと 、 マ スタ ー の 幸せ が 第 一 に な る の で 、 キ ャ ッ ト 自 身 の 幸 福 は 考え な く な る 。 


O 台詞 例 

「 我 は タマ モナ イン の ひと つ 、 タ マモ キャ ッ ト ! 

語尾 は ワン 。 趣味 は 喫茶 店 経営 。 好き な も の は ニン ジン と きた 。 我 な が ら プ レブ プレ な の だ な ] 
「 あ は は は は は !」 (相手 に 斬り か か る ) 

「 お つか し いで す な ー] 

「 ネ コ 言 葉 で イイ カ ?] 


(e ACTER Profile 


) ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
タマ モナ イン の ひと り 。 
玉 深 の 前 が 千年 鍛錬 に よっ て 神格 を 上 げた 後 、 も と の 一 尾 に 戻る 際 に 切り 離し た 八 つ の 尾 。 それ が それ ぞ れ に 神格 を 得 
て 分 け 御 魂 と し て 英霊 化し た も の 。 
玉水 の 前 が 持つ (わり と ) 純真 な 部 分 の 結晶 。 
タマ モナ イン は 『Fate/EXTRA] シリ ー ズ で は 倒さ れる だ け の 悲し く キ ュー ト な 存在 だ が 、『FateGO] な ら と びっ きり 
の ご 主人 と 出会え る と 聞い て こち ら に 潜 替え し た 頭脳 派 。 


ネコ アル フク 枠 。 メイ ン シ ナ リオ に 絡む 事 は な い 。 と いう か キャ ッ ト が メイ ン シ ナ リオ に 絡み 始め た 時 が [FateGO] の 終 
わり で ある 。 
オリ ジ ナ ル よ り 調 理 ス キル は 細やか 。 修行 場 と 間違え て メイ ドカ フェ で バイ ト し た 成果 と 思わ れる 。 


〇 因縁 キャ ラ 
玉藻 の 前 

倒す べき オリ ジ ナ ル 。 し か し 賢明 な キャ ッ ト は 知っ て いる 。 こ や つ を 倒し た と ころ で 事態 は 何 も 解決 し な い 。 戦い は 空 
し いと いう 事 を 


アタ ラン テ SU 
ほほ う 、 地 四海 の ネコ で す な …… 肉 付き が あま り よ ろ し く な い が 、 き ちん と ニ ボ シ 、 あ る い は ニニ ボ シ を な 食べ て いる の か に 
心配 な の だ な 。 


CHARACTER Profile 


| 5 ESA al [al 
| aa dl En ン まし た 今更 で す が オ ムラ イ 
読め ませ ん 。 


f 主 な 登場 作品 : Fate/Apocrypha 


ク ち スス キル e 


対 魔力 : EX 
セイ バー の 対 魔力 に 加え 、 揺るぎない 信仰 心 に よっ て 高い 打 力 を 発 押す る 。 

た だ し 、 魔 術 を 逸らし て (か わし て ) いる だ け な の で 、 広 範囲 魔術 攻撃 の 場合 、 助 か る の は ジャ ン ヌ だ け で ある 。 
BROMA LIE. 


ee TD a 


真名 看破 : B ete od 
ルー ラー と し て 召喚 され る と 、 BEMBLEÉTOS 97 Y NORBRURTF-— I AMENA. た 
だ し 、 隠 蔽 能力 を 持つ サー ヴァ ント に 対し て は 、 幸 運 値 の 判定 が 必要 と な る 。 


[SEARS (CS し し た 全 サー ヴァ ント に 二 回 令 呪 を 行使 する こと が で きる 。 
他 の サー ヴァ ント 用 の 令 呪 を 転用 する こと は 不可 。 


ーー ーー = 


と 同等 の スキ ル 。 
直 友 は 戦闘 に お ける 第 六 感 だ が "啓示 "は 目標 の 連 成 に 関す る 事象 全て (例え ば 旅 の 途中 で 最適 の 道 を 選ぶ ) に 適応 する 。 
根拠 が な い (と 本 人 に は 思え る ) た め 、 他 者 に うま く 説明 で き な い 。 


CHARACTER Profile 


カリ スマ :C 


戦場 で 旗 を 掲げ 突撃 に 参加 する ジャ ン ヌ の 姿 は 、 兵 士 の 士気 を 極限 まで 高め 、 軍 を 一 体 の も の と する 。 
彼女 は カリ スマ の お か げ で 根拠 の な い " 砂 示 "の 内 容 を 他 者 に 信じ させ る こと が 出来 る 。 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


Er a 2 oa as 


アー PP — e — — 
A 
聖人 と し て 認定 され た 者 で ある こと を 表す 。 


聖人 の 能力 は サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 時 に " 秘 頭 の 効果 上 昇 "、" HP 自動 回 復 "、" カ リス マ を 1 ラン クア ッ プ *"、" 聖 
骸 布 の 作成 が 可能 "か ら 、 ひ と つ 選 択 さ れる 。 
(「FateGO」 で は 使用 され な い ) 


An YA 


邊 が 神 は ここ に あり て 


aa” NTRP 


リュ ミノ ジテ ・ エ テル ネッ ル 。 
生前 、 ジ ャ ン ヌ が 振っ て いた 聖 旗 が 宝 具 と な っ た も の 。 こ の 旗 を 中 心 と する 1 0 レン ジ 内 部 を 天使 の 祝福 に よっ て 守護 
する も の 。 

規格 外 (EX) と され る ジャ ン ヌ の 対 魔力 を 、 そ の まま 物理 的 な 防御 力 と し て 行使 する こと が 可能 。 た だ し 、 旗 を 構え て 
いる 間 ジ ャ ン ヌ は 一 切 の 攻撃 が 不可 能 に な る 。 

また 旗 そ の も の に は ダメ ー ジ が 蓄積 し て いく た め 、 溢 用 する と 使い 物 に な ら な く な る 。 


— 
— 


u 


| {owe 


AC Kim EX ne) IEA [2277 BE?” 


ラ ・ ピ ュ セ ル 。 

" 主 よ 、 こ の 身 を 委ね ます ーー 一 " と いう 辞世 の 句 を 発動 の 呪文 と し 、 災 を 発現 させ る 聖 侯 。 

ジャ ン ヌ の 次 来 り を 攻撃 的 に 解釈 し た 概念 結 量 武装 。 

固有 結界 の 亜 種 で あり 、 心 象 風景 を 語 と し て 結 昌 化 し た も の 。 こ の 刻 は 英霊 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク その も の で あり 、 宝 具 を 
発現 させ る と 戦闘 後 、 ジ ャ ン ヌ は 消滅 する 。 

(fFateGO] で は 使用 され な い ) 


人 物 


〇 性 格 
一 見 は 生 真 面目 、 そ の 清 謙 な 性 格 で 万 人 に 博愛 を も た ら す 紛れ も な い 聖 人 …… な の だ が 。 mm ニー ニー 


ーー その 一 方 、 割 と 思い 切り は 良く 、 矢 が な けれ ば 砲弾 を 撃ち 込め ば いい じゃ な い 、 魔 術 で 壊せ は な け れ ば 神 の 杖 で も 使っ て 
し まえ ば いい じゃ な い 、 と いう よう に 戦術 に 関し て は 一 切 の 妥協 を 許さ ず 柔 軟 に 対応 する 。 

鉄壁 の 自制 心 、 鋼 の 如き 信仰 を 持っ て いる が 、 裏 を 返せ ば まわ り が どれ ほど 落ち 込ん で いよ うと 自分 を 曲げ な い 、 天然 
の 唯我独尊 。 

「 あ れこ そ 城 塞 の 如き 女 だ | | と は 時 ア ヴ ャ ンジ ャ ー か ら の 評 。 


その 一 方 、 か な り の スパ ル タ 的 教育 観 の 持ち 主 。 
正しい マス ター で あれ ば 、 よ り 正 し く 。 
正しく な い マ スタ ー で あれ ば 、 必 ず 正 し い 方 向 に 。 
Ac 大 丈夫 で す 、 私 は 買 方 を 信じ て いま す ! 


Ts と 言わ れ て し まえ ば 、 マ スタ ー も 逆らえ な いと か 。 

O 台詞 例 

[騎士 と し て の 心得 は あり ませ ん が 、 旗 を 持つ 者 と し て 何 を する べき か 、 心得 て いま す と も 。 し っ か り 付い て 来 て くだ さい ね 、 
ヽ 、 マス ター」 

N 「 い つい か な る 時 も 、 買 方 と 共に 。 苦難 も 、 悲嘆 も 、 四 方 と 一 緒 な ら 乗 り 越 えら れ ま す ! さあ 、 頑 張り まし ょ う マ スタ ー|] 
「 好 き な も の …… そ の 、 不 用 心 だ と は 分 か っ て 居 ま す が 、 干し草 の 山 で 眠る の は 抗い が た い 魅 力 が あり ます ] 


ご Noe y 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ーーー ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク 。 フ ラン ス だ け で は な く 、 世 界 全域 に 渡っ て その 名 を 知ら れ て いる 聖女 で ある 。 


) | 一 見 は 穏健 、 マ スタ ー と 共に 手 と 手 を 取り 合っ て 進ん で いこ うと 願う 、 極 め て 優等 生 的 態度 …… な の だ が 。 


1839 年 の 時 点 で 彼女 を 主人 公 と し て 描か れ た 著書 は 五 百 冊 と 記録 され て お り 、 現 在 で は 想像 を 絶する 数 の 著書 が 出 て 
いる こと は 想像 に 難く な い 。 
十 七 歳 で フラ ンス を 救う た め に 旅立ち 、 十 九 歳 で 火 刑 に 処せ られ た 。 
PINE (一 年 は 虜 罰 の 身 で あっ た の で 、 実質 的 に は 一 年 程度 ) の 活動 が 、 世 界 の 歴史 を 塗り 替え た の で ある 。 
「 天 の 声 を 聞い た 」 と 家 を 飛び 出し 、 彼 女 の 言 葉 を 信じ た 者 た ちの 伝 手 を 頼っ て 、 シ ャ ルル 七 世 と 面会 。 
この 時 、 部 下 に 変装 し て 隠れ て いた シャ ルル 七 世 を ピタ リ と 言い 当て た こと で 信頼 を 得 た ジャ ン ヌ は 兵 た ち を 率い て 快 
進撃 を 続け 、 遂 に は オル レア ン を 解放 し た 。 
敗北 が 続い て いた フラ ンス 軍 に と っ て 、 こ の 勝利 は 正しく 奇跡 的 な も の だ っ た 。 

これ に より 、 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク の 名 は フラ ンス だ け で な く イ タリ ア や ドイ ツ に も 器 き 渡っ た 。 オル レア ン が 解放 され た 
« 後 、 フ ラン ス に 渡る こと を 拒 お イン グラ ンド 兵 た ち に 国王 が 懲罰 を 命ずる こと すら あっ た 。 兵 土 た ち は 戦 況 を 逆転 させ 
た 魔女 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク に 呪 わ れる こと を 恐れ た の で ある 。 
当時 の 状況 を 踏ま える と 、 百年 戦争 の 超 勢 次 第 で は フラ ンス と いう 国 そ の も の が 消滅 し て いた 可能 性 も 捨て 切れ ず 、( フ 
ラン ス 革 命 の 功罪 その も の は 多々 あれ ど ) 先進 的 ・ 民 主 的 な 社会 制度 その も の が 大 きく 出遅れ て いた か も し れ な い 。 


転落 の 切っ 掛け は 、 シ ャ ルル 七 世 と の 対立 に ある と 言わ れ て いる 。 ラ ンス で の 戴冠 式 を 経て 更に パリ へ 進撃 し よう と 試 
のみ る ジャ ン ヌ と その 支持 者 た ち は 、 和平 を 望む 彼 に と っ て 次 第 に 邪魔 者 と な っ て いっ た 。 

か くし て コン ピエ ー ニ ェ の 戦い に お いて 、 撤 退 の 際 に 最後 尾 を 守っ て いた ジャ ン ヌ を 迎え 入れ る は ず の 門 が 閉ざさ れる 
と いう 痛烈 な 裏切り に 芝 い 、 彼 女 は 捕縛 され た 。 

ここ まで が ジャ ン ヌ ・ ダ ルク の 栄光 で あり 、 要 し た 時 間 は た っ た の 一 年 。 そし て 、 残 り 一 年 は 虜囚 の 身 と し て 、 あ ら ゆ 
る 責め 苦 を 受け る 地獄 の よう な 日 々 だ っ た 。 

シャ ルル 七 世 が 彼女 の 身代金 を つい ぞ 払わ な か っ た こと に は 、 様 々 な 説 が 学 げ られ て いる が 、 と も あれ ジル ・ ド ・ レ ェ 
が 嘆い た 通り 、 フ ラン ス と いう 国家 は 事実 上 ジャ ン ヌ を 切り 捨て た 形 と な っ た の で ある 。 

と は いえ 、 イ ング ブランド 側 と し て は 彼女 を 聖女 で は な く 魔 女 と し て 処刑 せき ね ば な ら な か っ た 。 そ こ で 一 流 の 神学 者 を 揃 
えて 彼女 の 受け た 啓示 、 行 為 、 そ し て 彼女 の 存在 その も の を 弾 効 し よう と し た 一 一 一 宗教 裁判 の 始ま り で ある 。 

だ が 無 学 な 田舎 娘 で ある は ず の ジャ ン ヌ は 深々 と 彼ら の 問い 掛け に 答え 、 仕掛 けら れ た 神学 上 の 罠 も 看破 し た 。 結局 、 彼 
女 は 男装 し て いた と いう 革 細 な 罪 を 以 て ( 罪 と は いっ て も 女性 が 旅 する 際 は 乱暴 され る の を 防ぐ た め に 男装 する こと が 
慣例 で あり 、 見 逃さ れ た 程度 に は 軽い も の だ っ た ) 火 刑 に 処せ られ た の で ある 。 

魔女 、 淫 婦 と 計ら れ た 彼女 は 死後 二 十 五 年 が 経っ た 頃 に シャ ルル 七 世 の 指 揮 下 で 行わ れ た 復権 裁判 に よっ て よう や く 名 
堂 が 回 復 され た 。 


次 刑 と いう 屈辱 的 な 目 に 四 っ た こと を それ ほど 気 に し て お ら ず 、 そ も そ も 虜 稚 の 身 と な る こと も 覚悟 の 上 だ っ た 。 …… 
と いう より は 、 如 何 な る 未来 を も 受け 入れ る 覚 語 は で き て いた と いう 方 が 正しい か 。 

本 編 、 あ る い は 他 作品 で も 再三 告げ て いる 通り 、 彼 女 は 自身 を 聖女 だ と 認識 し た こと は な い 。 

紀 示 を 受け た こと は 誰 に で も 起こ り 得る こと で あり 、 た また ま 自 分 が それ に 選ば れ た だ け な の だ と 。 全 て の 人 間 に 啓 示 
は 与え られ て いて 、 誰 で も 受け 取 ろ うと 願え ば 受け 取れ る は ず な の だ と 。 

結局 それ を 受け 入れ て くれ た 人 間 は 、 生 前 に は 現れ な か っ た の だ が 。 


彼女 が 腰 に 吊 し た 剣 を 使わ ず 、 旗 を 武 器 と し て 使用 し て いる の は 生前 、 一 度 も 剣 を 抜い た こと が な いと いう エピ ソー ド 
か ら 。 

[ 細 の 聖女 ! は 、 刀 身 で は な く 柄 か ら 咲き 誇る 粉 の 特攻 宝 具 。 使 用 し た 場合 、 彼 女 自身 も 消滅 する 代物 で ある 。 
駆け 抜け た 生 を 振り 返る こと な く 、 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク と いう 聖女 は 常に 未来 を 見 て いる 。 

自分 が 既に 死者 で あり 、 生 者 を 導く こと は で き て も 共に 歩む お こと は で き な い と 知っ て いて も 、 彼 女 は 満足 げに 微笑 お の 
だ ろう 。 


〇 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オルタ) 

コイ ン の 裏側 に 強引 に 割り 込ん で きた 少女 。 し か し 、 瑞 対し て いた 時 は と も か く サ ー ヴ ァ ン ト 化 し て いる と 蓮 っ 葉 な 妹 
が 出来 た みた いで ちょ っ と 嬉し い の は 、 間 違っ て も 本 人 に 聞か せら れ な い 。 

ジル ・ ド ・ レ ェ (セイ バー) 

か つて の 同胞 。 共に 戦え る こと に 、 幸福 と 頼も し さ を 。 

ジル ・ ド ・ レ ェ (キャ スタ ー) 

か つて の 友 。 今 は 互い に 、 育 を 向け る 存在 で あっ て も 。 そ の 声 に 、 か つて の 名 残 を 見 出し て し まう 。 

天草 四郎 時 貞 

DIT, 戦っ た 記録 が め る 。 けれ ど 、 今 は 仲間 と し て 共闘 する 。 寄り 添え な いと し て も 、 共 に 進む こと は で きる の だ 。 
アス トル フォ 

「 い え 別 に 対立 し て いる 訳 で は な い の で す が 。 こ う 、 向 か い 合う と 自然 と 拳 を 握っ て いて で すね ! 何で で し ょ う !?] 


に な る よう な キャ ラ と し て 考え て いて 、 ア ルト リア を 少女 騎士 と する な ら 、 ジ ャ ン ヌ は 女性 騎士 と な る よう ( 
デザ イン し まし た 。FateGO の 第 三 段 階 ざさ は 、 こ の デザ イン の 時 に 抜け 落ち た 聖女] と いう コン セプト を 中 心 に 纏め 
た の で 、 結 果 的 に は キャ ラ 性 を 上 手 く 引 寺 立 て られ た か な と 思い ます 。 (HAR 


CHARACTER Profile 


220cm 


| 
武器 デザ イン の | 
こやま ひろ か ず 


我 が 神 は ここ に あり て 


オリ オン 
EE >-+- EEA オリ オン 0 主軸 は アル テ デ : A) 
EN Sat EX ギリ シャ 神話 BE ギリ シャ 
lapa +m EF 165cm a ¢ 
EH 24kg (身長 と 体重 は アル テ ミ ス の も の 、 E ey ad 
MANS A 
Edo EC Eide Gia, EI El 


:Fate/Grand Order 


7 


9 クラ スキ 
sm: D 


ー 工 程 ( シ ング ル ア ク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 いい 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


ーーー 一 ニー ニーー ニニ ーーー 一 = — 


RAT: At 


が 戦う た め の ス キル 。 


( RMORBEEX | ES, 
+ オリ オン が 好き すぎ て 、 神 霊 で ある 身 を 英霊 ラン フク に 周 め て まで 召喚 され た 模様 。 オリ オン の 代理 と し て 、 ア ル テ ミ ス 
O た だ し 、 代 償 と し て アル テ ミ ス は 通常 の サー ヴァ ント と し て の 力 し か 行使 で き な い 。 


BURNDE:A+ 
本 来 は オリ オン が 好き すぎ て 、 束縛 する た め の ス キル だ が 、 副 次 効果 と し て 男性 に 対す る 攻撃 値 上 昇 を 獲得 し た 。 
浮気 性 で あれ ば より 効果 が 強い と 主張 し て いる が 、 恐らく 思い 込み で あろ う と 、 赤 い 己 兵 は 主張 し て いる 。 


I se ee ey 
BR PASCO 
本 来 は オリ オン の スキ ル で ある た め 、 わ ず か な が ら ラ ンク ダ ウン し て いる 。 オリ オン は 極度 の 才能 に 恵まれ た 狩人 で あ 


っ た 人 為 、 ど ん な 窮地 で も 埋 気 に 欠 伸 を し て いた と か 。 


ーー 一 


ERA lá. いと し こい し 、 と 読む 。 
アル テ ミ ス の オリ オン に 対す る 愛 の 力 で 放つ 矢 。 
彼女 の 溢れ ん ば か り の 愛 を 伴っ て 射出 され る た め 、 標 的 に 絶大 な ダメ ー ジ と 共に 極度 の 混乱 を 及ぼ す 。 


Stk EXA 


EA 


どこ か で 聞い た よう な 性 ぎの 特殊 攻撃 。 み こっ と 。 

オリ オン に 対す る 共 烈 な お 仕置き 兼 攻撃 宝 具 。 

マス コッ ト で ある オリ オン を 矢 の 代わ り に 番 え 、 男 性 の 股間 目 掛け て 射出 する 。 
その 宝 具 の 特性 上 、 男 性 限定 の ウ ワ キ 必ず 殺す べし 技 で ある 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


IA 


Kay 


私 (アルテミス) / 俺 (オリオン) 
貴方 ・ 責 女 (アル テ ミ ス ) お 前 (オリ オン ーー アルテミス ) プア ンタ (オリ オン ) 
回 彼 / 彼 女 (共通 ) 


O 性格 

アル テ ミ ス 

恋 に 恋する よう な お 年 頃 の 処女 神 。 
ネ ア カ で ある が 神様 な の で 、 人 命 に 関す る 尊重 は ほぼ 皆無 。 

基本 的 に は オリ オン が 抑え 役 で あり 、 彼 女 自身 は (HB) ill] と いう 言葉 を 何より も 嫌う 。 

ミー ハー に し て スイ ー ツ 系 、 何 事 に も 全 カ ーー 一 特に ダー リン こと オリ オン に 対し て は 一 途 に 全力 。 

オリ オン 

名 う て の プレ イボ ー イ も 今 は 昔 。 

アル テ ミ ス に 射殺 され て か ら 、 彼 女 に よっ て 愛らしい …… 愛 らし い ? マス コッ トキ ャ ラ に 変貌 し て し まっ た 

性 格 的 に は いい 加減 で 候 属 だ が 抜け 目 が な く 、 ア ル テ ミ ス の 浮気 弾 効 も 華 且 に 回 避 す る こと が た まにある , 

アル テ ミ ス に 関し て は 、 隙 あら ば 浮気 し よう と する あたり 、 避 け て いる よう な 、 避 け て いな いよ うな 恋人 以上 夫婦 未満 
浮気 の 危機 常に あり 、 と いう 感じ 。 

た だ し 、 ア ル テ ミ ス が 危機 に 陥っ た 場合 は 全く 無 


な まで に 助け に 来る 程度 の 甲斐 性 は ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

アル テ ミ ス は 基本 的 に マス ター に 対し て は 中 立 的 な 立場 を 取る 。 

た だ し 、「 女 神 ] で ある た めど の よう に 偉い マス ター で あっ て も 常に 格 上 の 立場 を 取る 。 
オリ オン は マス ター と アル テ ミ ス の 容 め 役 。 基本 的 に オリ オン は 力 が な いた め 、 マ スタ 


O 台詞 例 
アル テ ミ ス 
は ー い ! アル テ じゃ な か っ た 、 オ リオ ン で ー す ! 
; オリ オン 
SS ペッ ト と か ぬい ぐる み と か の オリ ベ え で 一 す 。 よ ー ろ ー し 一 く 一 ] 
アル テ ミ ス 
神 に 限り な く 近く 、 限 りな く 遠 い 存在 に な っ ちゃ っ た わ ね 
オリ オン 
お 前 は その まま で いい ん だ よ 、 そ の まま で ] 
アル テ ミ ス 
あはは は は 、 マ スタ ー も 面白 いね 。 オリ オン を 愛し て いる けど 、 あ な た も ちょ っ ぴ ぱり 好き よ ?] 
オリ オン 
こい つが 俺 以外 に 懐く と は …… 雪 で も 降る の か | 


| \ ? 
S $ \ e \ 3 
ar, |} A 
2 / ; 
い a> BS 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

アル テ ミ ス は オリ ュ ン ポス 十 二 神 の 一 神 で あり 、 ゼ ウス の 子 、 そ し て アポ ロン の 妹 と し て 生ま れ た 。 

狩猟 と 純潔 を 司る 処女 神 だ っ た 彼女 は 、 水 浴 を うっ か り 覗 いて し まっ た 狩人 を 殺す な ど 、 異性 に 対す る 目 は 人 一 倍 厳し いも 
の で あっ た 。 


そん な 彼女 が 、 何 故 か 、 事 も あろ うに 。 

当時 プレ イボ ー イ と し て 名 を 馳 は て いた ポセイドン の 子 で ある 狩人 、 オ リオ ン に 惚れ て し まっ た の で ある 。 

普段 な ら ば 女神 だ ろう が その 他 だ ろう が 、 惚 れ ら れ た な ら ば 即 お 持ち 帰り する オリ オン で あっ た が 、 何 故 か 彼女 に 対し て は 
防衛 本 能 が 働い た の か 、 即 手 を 出す こと は 控え た 。 


と は いえ 、 オ リオ ン と アル テ ミ ス の 倍 瀬 は 天界 に も 噂 に 上 り 、 二 人 は 結婚 する の で は な いか 、 と いう 話 も 流れ 始め た 。 


それ を 許さ な い の が 、 兄 で あり 太陽 神 で ある アポ ロン で ある 。 

アポ ロン は 知っ て いた 。 オ リオ ン と いう 男 の ど うし よう も な いそ の 人 性 根 を 。 

だ が 、 ア ポロ ン の 忠告 に 対し て も アル テ ミ ス は 耳 を 貸さ な い 。 

そこ で アポ ロン は 一 計 を 案じ 、 泳 ぐ オ リオ ン を 遠く か ら 捉 える と 

「 あ れ は カン ダ オ ン と いう 悪人 だ 。 あ れ を 狙っ て 仕留め られ る か ] と アル テ ミ ス を 挑発 し た 。 

アル テ ミ ス は 当たり 前 だ 、 と ば か り に オリ オン の 頭 を 狙い 見 事 に 射 買 いた 。 

翌日 、 彼 の 死に 気付 いた アル テ ミ ス は 嘆き 、 彼 を 生き 返 き う せ よう と し た が 聞き 入れ られ ず 、 や む な く 空 に 星 と な っ て 上 ら せ 
た 。 


それ で も オリ オン は 全く 懲り て お ら ず 、 た ま に 会 い に 来る アル テ ミ ス を 相手 に 喧嘩 し た り 浮 気 し よう と し て アル テ ミ ス に パレ 
て 半殺し に され た りす る の で あっ た 。 


今回 、 人 理 修復 の た め に 執り 行わ れる 聖杯 戦争 を 尋常 な ら ざ る 危機 と 感じ 、 アルテミス は オリ オン の 召喚 に 割り 込む 形 で 
現 界 を 果たし た 。 
siete も っ と も その 理由 は 半分 で あり 、 残 り 半分 は これ を 機会 思う存分 オリ オン と イチ ャ イチ ャ し た いと いう けなげ な 乙女 
心 の 発露 で ある 。 


ブタ ダラ ンチ 
信仰 され て いる 英雄 。 大 丈夫 、 い っ ぱい 祝福 あげ ちゃ うか ら ね ! 
で も 最近 な ん か 遠い 目 を され て いる 気 が す る 。 


アル テラ 
アル テラ っ て あの アル テラ ? だ と し た ら 私 た ちの 天 疫 じゃ な ーーー い ! en え 、 ち が う ? あの 時 の アル テラ と は 
別 ? 遺跡 か ら 発掘 ? な に よそ れ 、 ぜ ん ぜん わか ん な ーー 一 い | 


NN 


A 


オリ オン 三面 | 


Comment from illustrator 


オリ オン は 悩む おこ と は あり ませ ん で し た 。 万 人 に 好 か れる ほど 可愛 く は な く 、 と は いえ 放り 出す ほど 可愛 く な いわ け で 
は な い ク マ の ぬい ぐる み (オス ) ぬい ぐる み の 時 点 で 個性 盛り 過ぎ な の で 服 は オリ オン と 言わ れ て 万 人 が イメ ー ジ する 
で あろ う 典 型 ど 真 ん 中 の 格好 し て ます 。 当然 で す が 履 いて ませ ん 。 そし て アル テ ミ ス は 当初 、 メ ルト リリ ス の 一 要 素 で 
処女 神 と いう 時 点 で パ ぺた ん こ に し よう か と 思い まし た が 、 そ も そ も 今 の アル テ ミ ス が オリ オン に 好 か れる 体 で 現 界 し な 
い 理 由 が な いた め 、「 こ の 体 で 処女 と か ウン だろ お 前 ] と いう 豊満 な 体 に デザ イン し 直し まし た 。 と いう わけ で 、 も し か 
し た ら ど こ か の 次 元 に は ロリ 神 アル テ ミ ス も 存在 し て る か も し れ ま せん 。 と は いえ 聞い て いる 設定 に 変更 が な けれ ば 本 
来 の 彼女 は ロリ も 巨乳 も へ っ た くれ も な い 形 し て る と 思い ます が 。 (I-IV) 
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EN eu EXE Fete/Grand Order EM Dor 
| 属性 | = EN 174m EX] 448 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラク フタ. 


クラ スペ キル 


paz 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
BMOAMH EIA, EMF 1-1 TESS 


城 に 作り 替え た デザ イン 力 は 驚嘆 に 値する 。 


より 様々 な 道具 を 作り 上 げ る 能力 。 
三世 、 タ マモ キャ ッ ト の 協力 が あつ た と は いえ 、 大 量 の パー ティ ー 用 品 を 作り 上 げた 生産 力 は 称賛 に 値する 。 あ 
と は 歌 の セン ス さ え あ れ ば …… 


保有 スキ ル | XY 


MEDEM:EX “ WN 
本 人 の 意思 や 姿 と は 関係 な く 、 風 評 に よっ て 真相 を ね じ 曲 げ ら れ た も の の 深度 を 指す 。 ar 
し 聖杯 の 力 で フェ スタ の 主催 者 に な つっ た エリ ザ ベ ー ト は 、 も は や ハロ ウィ ン そ の も の と 言っ て も 過言 で は な い 。 た ぷん 。 >— 
} = 
アー — = — — 
BOT (DIES) :A I A 還 
武器 、 な いし 自身 の 肉体 に 魔力 を 帯び させ 、 AIRES SHC CHE を 向上 させ る 。 デシ 
vas NOD 4 VLU YOR ORICA ARF ャ の 精 が 宿っ て お り 、 奈 り の 喧 嘆 が ある 場 で われ ば 一 流 の 魔力 放出 と 同じ 効 = 
果 を 発揮 する 。 し か し その カボ チャ の 精 も エリ ザ ベ ー ト の 魔力 が あっ て 初め て 実体 化す る も の 。 カボ チャ が 先 か 、 エ リ = == 
ザ ベ ー ト か 先 か 。 = 


主役 と し て 復活 する た め 、 クリ ティ カル ・ ス ター が つい て まわ る 。 こ の ガッ ツ を な ぜ 他 の こと に 使え な い の か 。 


o 
) 


f aes 


バー トリ ・ ハ ロウ ィ ン ・ エ ル ジ ェ ー ペ ベト 


パー トリ ・ ハ ロウ ィ ン ・ エ ル ジ ェ ー ベ ト 。 
エリ ザ ベ ー ト が その 生涯 に 渡り 君 葵 し た 居城 ・ 監 獄 城 チェ イ テ を 召喚 し 、 己 を 際立た せる 舞台 (ステ ー ジ ) と する 宝 具 。 
一 部 、 名 前 に 変化 は ある が 内 容 は 特に 変化 し て いな い 。 次 の 鮮血 魔 嬢 が 期待 され る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

ハロ ウィ ン の 熱 に 浮か され た エリ ザ ベ ー ト は 、 普 段 の エリ ザ ベ ー ト に ある 慢性 的 な 頭痛 と 突発 的 な 蝶 肖 が な り を 潜め て 
WS. その た め 、 真 っ 正面 か ら マ スタ ー と 向き 合う 事 を 恐れ な い 。 

自分 の 意思 と は 無関係 に 人 間 を 襲う 事 は な く な っ た た め 、 全 力 で マス ター の 信頼 を 勝ち 取り に くる 。 

これ は 一 夜 の 夢 。 エリザベート ・ パ ー ト リー と いう 、 決 し て 救 われ な い 罪人 が 見 た 有り 得 な い イ フ な の だ 。 


「 ト リッ ク ・ オ ア ・ ト リー ト ! 自己 紹介 は 不要 よね ? 鮮血 魔 料 エリザベート ・ バ パート リ 、 あ な た の 熱い エー ル に 応え 
て 、 と っ て お き の ド レス で 参上 し た わ ! J 

「 ノ っ て きた わ ア タ シ ! 今 な ら こ の 歌 で 世界 を 救う こと だ っ て で きる ! さあ 、 ラ スト ステ ー ジ ! キャ スタ ー、 エリ ザ 
Se 本 気 で 歌わ ! | 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
吸血 訟 カー ミラ の モデ ル に な っ た 血 の 伯爵 夫人 …… が スキ ルル 無 宮 の 怪物 ] に よっ て 魔 人 化し た も の …… が た また ま 拾っ た 聖 
杯 に よっ て ハロ ウィ ン 属 性 を 帯び た も の 。 も う 訳 が 分 か ら な い 。 

アイ ドル 文化 に 傾倒 し つつ 、 お 城 で 夢見 る お 姫 様 属性 まで 追加 し た て ん こも り サ ー ヴ ァ ン ト 。 

突き 刺し 指 問 、 ア イア ン ・ メ イデ ン の 逸話 を 完全 に 「 ア タ シ に は 関係 の な い 話 | と 切り 捨て 、 槍 か ら フ ォ ー ク に 武器 を 変え た 
エリ ザ ベ ー ト 。 魔力 は あり あま っ て いる た め 、 特 に 魔術 を 習わ な く て も 魔術 を 行え る 。 本 人 は その 理屈 が まっ た く 分 か っ て 
いな い 。 あ りあ まる 才能 を 秘め て いる が 、 そ の 使い 道 を まっ た く 分 か っ て いな い の が エリ ザ ベ ー ト らし い 。 

O 因縁 キャ ラ 

サン タオ ル タ 

お 祭り 系 サー ヴァ ント と し て 相容れない 関係 。 

と は いえ 、 ク リス マス も 楽し みか にし て いる エリ ザ ベ ー ト と し て は どう し て 狙わ れ て いる の か まる で 分 か ら な い 。 
タマ モ キ ャ ッ ト 

万 能 メ イド の 触れ 込み で 手伝い に 来 た 、 流 し の サー ヴァ ント 。 

戦闘 要員 と し て 雇っ て みた ら ホ ント に 万 能 で 驚い た 。 以 後 、 わ り と 頼れ る フレ ンド 枠 と し て 付き 合っ て いる 。 


x 
ji BLES FAIRE ほん と すみ ませ ん … ほ ん と すみ ませ ん 。 ラ ンス じゃ な く て フォ ー 
な の で 許し て くだ さい … ! 衣装 は 派手 に 描け た の で 気に入っ て ます 。 星 5 ら キャ スタ ー を タマ モ し か 持っ て お ら ず 、 キ 
ャ スタ ー 特 攻 で 火力 が 必要 ハロ エリ な の で よく 目 に する こと も あっ て わり と 気に入っ た 絵 に な っ て よかっ た 
CF. も っ と イベ ント サー ヴァ ント 配布 し こく だ さい ! I ! ! (ワダ アル コ ) 
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x 
7 


= ais 
EO BY 
キャ スタ ー 玉藻 前 
El xt: 対日 本 神話 、 三 大 化 生 の 一 角 日 本 
中 立 ・ 悪 160cm [XA 49ke 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA 


クラ スズ スズ 幸 ル 


ある 神 副 の 分 け 御 回 …… と いう か 分 身 …… と いう か お 妨 


な の で 、 ト ッ プラ ンク の 神 性 を 持つ 。 封 Eh に 封印 を 重ね 


て この レベ ル で ある 。 
RD 
呪術 :EX 
地位 と 財産 を 得る 法 (男性 用 ) 、 権 力 者 の 記 愛 を 得る 法 (女性 用 ) と いっ た 、 権 力 を 得る 秘術 や 死期 を 悟る 法 が ある 。 


し か し 過去 さん ざん 懲り た の か 、 あ まり 使い た が ら な い 。 


借 体 成形 と も 。 
BER (EHRE) MOWER 


MORAY : EX 
作成 を 独自 に 色々 と いじ っ た も の 。 ラ イ バ ル の 一 人 、 JKEEFOR-EREAT 「 天 気 雨 な ら こ っ ちの 
い ! | と 覚醒 し た 。 

言 し 、 祝 福 の : 


N を 降ら せ 、 そ の 場 に 居合 わせ た 味方 っ ぽい 者 た ち に 引き 出 物 を 押し つけ て 祝 わ 
えな い チ ー ト スキ ル 。 そ こま で に し て お け よ 天 照 。 


ER 


== 


KABA) WEE 


BEI D (EX か ら 低下 ) REZA Pa 


すい て ん に っ こう あま て ら す や の し ずい し 。 

針 の 形 を し た 宝 具 で あり 、 玉藻 静 石 と いう 神宝 を 一 時 的 に 解放 し た も の 。 

静 石 は 後 の 八 尻 鏡 、 つ まり 天 照 大 神 の 神体 で あり 、 物 部 の 十 種 神宝 の 原型 と 考え られ 、 殊 と 生命 力 を 活性 化 さ せる 力 を 
持つ 。 

本 来 は 死者 すら 前 ら せ る こと の で きる 冥界 の 神宝 中 の 神宝 だ が 、 現 在 の 彼女 で は そこ まで の 力 は 引き 出せ な い 。 

宝 具 と し て の ラン ク は D。 出自 に 反し て や け に 低い が 、 こ れ は 本 来 の 能力 の うち 極 一 部 し か 引き 出せ て いな いた め 。 
九 尾 状態 で 使う 場合 の ラン フク は EX で あり 、 国 すら 覆う 規模 の 対 界 宝 具 と な る 。 

宝 具 と し て の 効果 は 、 常 世 の 理 を 遮断 する 結界 を 展開 し 、 呪 力行 使 コス ト を 0 に する 。 無限 の 魔力 供給 を 行う 、 と も 。 


a 


に 3 [私 (わた くし ) | 自分 の 立ち 位置 を あえ て 捨て て いる 時 は [AA (わた し )」 
四方 プ お 前 〇 〇 さん (さん 付け ) 


買 方 た ち / お 前 ら プ つ 〇 さん (さん 付け ) 


〇 性 格 

絶やさ ぬ 笑 顔 と お し ゃ まな 毒舌 、 狐 耳 と 尻尾 が 特徴 の 半 人 半 獣 の 美女 。 

性 格 は 陽気 と いう より も お し ろ 軽 いと 言っ た 方 が 適切 で ある 。 言 葉 使い が 現代 的 で ギャ ヤル っ ぽく ハイ テン ショ ン 気 味 の 、 
自 他 と も に 認め る ギャ ル 系 サー ヴァ ント で ある 。 珍妙 な カタ カナ 語 や メタ メタ な 発言 も 多数 飛び 出す が 、 根 は リア リス 
ト で 合理 的 な 自由 神 。 相当 な 腹黒 目 つ 毒舌 家 で あり 、「 何 て 邪悪 な 魂 ] 「 欲 望 だ だ 漏れ の 魂 晩 ] 等 と 言わ れ て し まう 事 も 。 
敵対 する マス ター や サー ヴァ ント に は 容赦 な くそ の 舌 独 を あび せる 。 

正体 は 神霊 フク ラス と いう か 、 ほ と ん ど 神 様 で ある 。 

日 本 神話 の アマ テラ ス の 一 人 格 と 言わ れ 、 か つて 出雲 に 出かけ た 時 に 自然 を 崇め る 人 間 を 見 て 興味 を 覚え 、 そ の 後に 人 
間 の 少女 に 転生 し た 。 そ し て 自分 が 何者 か も 完全 に 忘れ て 、 美 し く 成 長 し 、 上 皇 と 燃え る よう な 恋 を する が 陰陽 師 に 正 
体 が パレ て 逃げ だ し 、 つ い に は 討伐 され た 過去 を も つ 。 

霊 格 を 最高 値 まで 上 げた 場合 、 人 間 の 知覚 で は 全容 が 測れ な い ほ どの モノ に な る 。 隠 すべ き 真 名 を あっ さり 明か し た り 、 
加 杯 戦争 に 興味 が 無かっ た り 、 そ も そ も 世 界 を 見 る 視点 が 違っ た り 、 他 の 英霊 た ちと は 一 線 を 画す チー トキ ャ ラ で も あ 
る 。 

し か し 、 霊 格 を 下げ て 人 間 の 真似 事 を し て 英霊 に な っ た た め 、 本 来 の 性 能 を 発揮 で き な い で いる 。 も し 悪霊 、 荒 御 魂 と 
し て 再現 され た 場合 、 尻 尾 の 数 が 増え て いき 九 尾 た な れ ば 大 化 生 へ と 変貌 し 、 百 の 英雄 すら 返り 討ち に で きる 。 し か し 、 
その 本 性 は 、 愛 し た 人 々 に 追わ れ 、 自 分 が 愛し て いた も の に 決別 され 、 人 間 に 裏 切ら れ 、 恐 れ ら れ 、 追 い 込ま れ 、 討伐 


か つて 人 間 に ひ どい 目 に あわ され た に も 関わ ら ず 、 彼 女 は それ で も 「 人 に 尽く す 」 こと を 望ん で いる 。 九 尾 を 取 戻 し て 本 
来 の 力 を 取り 戻す と いう 望み も 、 ひ と え に 御 奉仕 の た め だ 。 本 人 いわ く 、「 仕 える 相手 は 誰 で も いい 」 と いう 考え で ある 
らし い が 、 あ くま で それ は 彼女 の 許容 で きる 人 間 の 中 で の こと で ある の で 、 本 当 に 誰彼 か まわ な いと いう わけ で も な い 。 
月 の 聖杯 戦争 ヾ は マス ター に 一 目 惚れ し て お り 、 マ スタ ー を 「 ご 主人 様 ] と 呼び 、 そ の [良妻 ] と 称し て 献身 的 に 尽く し 
て いた が 、 ど の マス ター 相手 に も 同じ よう な 態度 で 接する わけ で は な い だ ろ う 。 今回 巡り 逢っ た マス ター に つい て も 、 

「 違 を 維 っ た 方 は 別に お り ま す 」 と 前 置き し つ つ も イケ メン 魂 に 強く 惹か れ て いる 。 

……" よ う は 、「 善 き 魂 を 持つ 人 間 の 役に立ち た い 」 と いう 願い を 玉藻 の 前 本 人 が 気づい て いな い だ け 


ある 。 


O 台詞 例 

[譲れ は な く と も 即 参上 、 HAEDO. 良妻 名 の デリ パリ ー に や っ て きま し た ! あ 、 な ん か ドン 引き し て ませ ん ? A 
ー と 、 足 方 が 私 の ご 主人 様 …… で いい ん で す よ ね ? | 

[いざ や 散れ 、 常 世 咲 き 裂 く 超 天 の 花 …… ヒ ガン パナ セッ ショ ウ セ キリ 

[まず は 金 的 っ ! 次 も 金 的 っ ! 島 悔 し や が れ 、 コ レ が トド メ の 金 的 だ 一 

「 よ し 、 一 夫 多 雪 去 勢 拳 、 完成 で す ! ハ ー レ ム 展 開 な ん て 、 神 が 許し て も この 私 が 許し ませ ん 


CHARACTER Pr 


a 


a 


sR 


STEER ae 
Co A ¢ $= 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 R 
FREHFRHOTICHAL, HERE ENDIATERTHATFITEBLEDEBILSTRITHET, MAR y 
u % I 


その 正体 は 金 毛 九 尾 の 妖狐 で 、 RERDEBSETIEKERHN TRAICIONAR 
三浦 介 に よっ て 討ち 取ら れ 、 殺 生 石 に 化し た 。 そ の 頻 末 は 、『 神 明鏡 」「 玉 藻 の 草子 」 な どの 記録 や 物語 に 描か れ て いる 。 

古く は 大 陸 か ら 飛 来 し た 魔物 と 考え られ 、 江 戸 時 代 以 降 は 中 国 の 伝説 や 神 怪 小 調 封 神 演義 ]」 な ど に 登場 する 自 代 の 妖 姫 ・ 

旭 己 と 結び 付け られ た が 、『Fate/EXTRA] の 世界 で は 日 本 の 皇 祖神 で ある 天 照 大 神 、 ひ いて は その 本 地 と され た 大 日 如 

来 と 縁 の 深い 零落 神 で ある 。 

た だ し 、『Fate/EXTRA Sc で は 旭 己 と の 関係 も 示唆 され る あたり 、 Is! を 地 で 行く 存在 だ 。 


e) っ ダー ー ム 内 に お ける 役どころ 、 、 セール スポ イン ント 

四 章 「 死 界 魔 却 都市 ロン ドン ] の クラ イマ ックス に お いて 、 同 じ 日 本 出身 の 英霊 で ある 坂田 金 時 と 共に 魔 玲 洞 巻く ロン 
ドン に 降臨 。 

最終 決戦 へ と 急ぐ 主人 公 グ ルー プ の た め に 時 間 を 稼ぐ と いう 重要 な 役割 を 担っ た 。 無論 、 ヴ ァ レ ンタ イン イベ ント で も 
良妻 っ ぷり を 発揮 。 

た だ し 、 意 中 の 人 間 (御主人 様 ) は 別に いる よう で も あっ た 。 な お 、 彼 女 の 九 本 ある 尾 は その 一 本 一 本 に 絶大 な 力 が ある 
の みな ら ず 、 hemes ted eters SA 人 呼ん で 、 Rd 


© 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/EXTRA] シリ ー ズ に 、 主人 公 の パー トナ ー 候 補 の サー ヴァ ント と し て 登場 。「 イ ケ 魂 ] の マス ター に ぞっこん で あ 
り 、 主 人 公 の 妻 に な る こと を 目標 に 発する 。 神 フ ラス な の に ゲー ム 中 で の 性 能 は 最 弱 。 設定 だ け な ら 最 強 キ ャ ラ 。 な お 、 | 
も う ひ と つの [Fate/EXTRA CCC] と も いえ る コミ ッ ク 「Fate/EXTRA CCC FoxTail で は メイ ン ヒ ロイ ン を 張っ て 
いる 。 


O BEES 

ネロ 

出自 的 に は 縁 も や ゆかり も な い の だ けれ ど 、 気がつけ ば ず ず いっ と 続く 腐れ 縁 。 

ネロ が も う 少 し 賢く 、 そ し て も う 少 し 愚か で あっ た の な ら 容 赦 な く 憎 め る の だ が 、 現実 は そ を う は な ら な か っ た 。 自 他 共 
に 認め る ライ バル 関係 。 

タマ モ キ ャ ッ ト 

「 や っ ベ ぇ ーー ! ] と は 、 カ ル デ ア に 来 て キャ ッ ト を 見 か けた 時 の 台詞 。 ip 
IE トゲ 
タマ モ ち ゃ ん メル 友 ガ ー ル ズ の ひと り 。 メ ー ル 上 の 付き 合い だ か ら こ そ 仲 良し トー ク が で きる 、 と 全員 が 理解 し て いる 。 
これ も 女 の (ML 友情 。 e 
DEF u 
三 大 妖怪 仲間 。 酒 呑 莉子 の 本 性 を 知っ て いる の で 、 互 い に わ り と 警戒 し て いる 。 酒 呑 と 玉藻 が 何 か の 弾み で ケン カ を し 
て し まっ た ら 、 あ と は 加速 し て いく 一 方 で 、 最 後に 待つ の は 世界 の 終わ り の 如き 大 戦争 で ある 。 

RR 

「 あ ー、 あ の 人 激 ヤ バ で す …… 能 力 的 に も 、 性 格 的 に も 」 


ee 


敵 つ よい と き は パー ティ を ジャ ン ヌ と アン デル セン と タマ モ に すれ ば な ん か すご い 粘 る … あ り が た い 。 絵 は 尻尾 増やし 
た い | と いう 素直 な 気持 ち に 準じ た の で す が 目 は も っ と 衣装 に 変化 つけ る べき で し た 。 描く 時 は 全体 の パラ ンス 
や 変化 度 等 で 多少 自分 な り の 仕上 げ て し まう 部 分 も あ す が 、 あ ら た め て 自分 で キャ ラク ター を 手 に 入れ る 
と 、 せ っ か く 育 て た ん だ か ら 再 際 は も っ と 変化 し て よ ! て 思い ます ね 。 あ と 最終 再 臨 が パー ティ 選択 画面 に 出す に は ち 
よっ と 辛 気 臭かっ た な と … タ マモ は 反省 点 が 多い で す 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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CEA アー チャ ー EE ダビ デ 
EN sit BGliesee 区 イスラ エル 
«e-em ER 171cm [XA sexe 


EC Gago Eds Ec Ea Ele 


カン CV : 中 村 悠 一 


ASES 


MWEOME TOBE. FHLDILTEIIEEN. TEFASIAICEORMLICT PBL. LMU ( 神 で な く ) 
救世 主 自身 の 威光 を 背景 こす る 宝 具 に 対し て は 、 そ れ な り の 面 性 を 持つ だ ろう 。 例 「 加 骨 布 」「 聖 釘 |「 型 栓 | あるいは 


[聖杯 ]。(「FateGO』 で は 使用 され な い ) 


eae FU 


| 神 の 加護 :A 
王者 と な る べく 預言 さ れ た 、 


優れ た 内 体 と 容姿 。 ライ オン や 熊 の 尻尾 を 畑 ん で 0H き 殺す 俊敏 さと 腕力 が ある 。 。 


WORTEFDES (4225) に は 破 魔 の % 
古代 社会 に お ける 皿 須 は 悪 圭 を 鎮め る と し て 重要 視 さ れ て いた 。 


ハメ シュ ・ ア ヴァ ニム 。 

巨人 ゴリ アテ を 打ち 倒し た 投石 器 。 

五 つ の 石 は ダビ デ の 目 容 を あら わし 、 あ えて 外す こと で 警告 を 発する が 、 石 射 目 は 急所 に 必中 する 。 サー ヴァ ント な ら 
ば 一 時 的 に 意識 を 喪失 し 、 軽 微 な が ら も 戦況 的 に 深刻 な ダメ ー ジ を 負う 。 そ の 後 、 相 手 の 主 武装 は ダビ デ の も の と な る 
Or 使用 不能 に な る 。 
カウ ント ダウ ン の 掛け 声 は へ プラ イ 語 の 「 ヘ ー (5)」「 ダ レッ ト (4)」「 ギ メル (3)」「 ベ ー ト (2)」「 ア レフ (1)」。 明 
白 な 脅威 に 対し て は カウ ント 1 か ら 。 

この 武器 自体 は 単なる 石 が 変容 し た も の な の で 、 無 制限 に 補充 可能 。 


= nor = ore 


HERO NIE 


サク リフ ァ イ ス 。 

各々 の 面前 に 、 香 妨 の まぼろし が あら われ 、 薫 香 が 炊 か れ 、 紫 の 煙 が 相手 を と り ま く 。 じ き に シナ イ 山 を 思わ せる 雷雲 
と 霧 が 立ち こめ 、 天 より 人 遣わ され た 業火 が 、 神 の 意 に 沿わ ぬ 者 を 一 滴 の 血 も 残す こと な く 焼 き 尽 くす 。 炎 は 全体 と し て 
祭壇 を 形成 する 。(「FateGO」 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


OR 


アー ク 。 
モー セ が 遺し た 石版 が 収め られ た 木 箱 。 触れ た 者 の 魔力 を 問答 無用 で 奪い 、 消 滅 へ と 導く 。 
([FateGO! で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


涼やか な 、 切 羽 詰 まる こと の な い 超 秀才 。 

神 を 第 一 と する 一 方 、 徹 底 し た リア リス ト 。 

自分 を 復活 せ し 者 、 す な わ ち ダビ デ 本 人 の 薄 を 持つ 者 と は 考え ず 、 し か し その 在り よう に ひけ め を 感じ る こと も な い 。 生 
前 も 今 も 、 神 の 使者 で ある こと に 変わ り は な く 、 自分 が 何者 で あろ うと 神 の 恩 詞 を 感じ られ れ ば それ で よい 、 と いう 考え 。 
英霊 と し て 召喚 され た 際 、 そ の 力 を 誰 に 遠慮 する 事 な く 最大 限 に ふる う 。 さら に 、 目 分 の 死後 か ら 現在 に いた る まで の 、 
人 類 の 歴史 と 技術 の 発展 に 関す る 知識 を 黄 欲 に 吸収 し て 身 に つけ て いる 。 


誰 に 対し て も 穏やか な 態度 を 示し 、 ま た 、 軽 率 に は 敵対 し な い 賢 者 。 

誰 に で も 神 に 与え られ た 役割 が お る の だ か ら 、 と 敬意 を も っ て 接する 。 少 な く と も 、 本 人 は そう し て いる つも り 。 

過去 の 遺恨 に と ら わ れ な が ら 戦 う 者 に は その 無益 と 徒労 を さら り と 説く 。 

女子 供 を 戦力 と は みな し て いな いも の の 、 戦 士 、 王 の 覚悟 が ある 者 に 対し て は その か ぎり で は な い 。 

王 で あり 、 人 に 偉 か れる こと に も 慣れ て いる が 羊 飼い で あり 、 堅 琴 弾 きだ っ た 経験 か ら 他 者 に 仕え る こと に も 慣れ て いる 。 


富 の 大 切 さ 、 金 融 の 価値 が 骨 身 に 染み て いる た め 、 資産 ・ 資 金 運用 に 抜け 目 が な い 。 国 王 と し て や っ て いく に は 土地 も 
大 切 。 お 金 も 大 切 。 

人 の 心 は 掴み づら いも の だ けど 、 お 金 は 合理 で つか み 取 れる 。 そし て 人 心 は お 金 で コン トロ ー ル で きる も の な の で 、 資 
産 運 用 こそ が 重要 だ と 考え る の が ダビ デ 式 な の だ っ た 。 


そし て 。 い か に も 英雄 らし く 、 ナ イス パ デ ィ の 女性 に 弱い 。 二 言 目 に は 妻 に 迎え た いと か 言い だ す 。 部 下 を 課 殺 し 、 美 
貌 の 事 パ テ シ パ (ソロ モン の 母 と な る ) を 寝 取 っ た 事 を まっ た く 反 省 し て いな い 。 

また 、 老 境 の 頃 に 孤独 を 慰 撫 し て も ら っ た 美 少 女 アビ シャ グ の 献身 が と て も いい も の だ っ た た め 、 自 分 好み の 美人 = ニア 
ビシ ャ グ 、 と いう た い へ ん 困っ た 価値 観 を 持っ て し まっ た 。 

ナイ スパ ディ だ っ た り 美 人 だ っ た りす る と た いて い ア ビシ ャ グ 判 定 が 入る が 、 巨人 ゴリ アテ と の 戦い の 苦い 記憶 か ら か 、 
自分 より 背 の 高い 女性 は な ん で あろ うと NG と な る 。 

SOR (天才 的 ) と 踊り ( ド 下手 ) が 大 好き 。 

O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

誰 と で も 裏表 な く 接する 。 

特に 、 マ スタ ー に 対し て は 最初 か ら 腹 を 割っ て いる 。 忠誠 : 心 と 言う より も 共に 戦っ て いく 同士 、 即ち ビジ ネス パー トナ 
ー と し て 考え て いる 為 、 裏 切る こと は 有り 得 な い 。 

な に し ろ 運 命 共 同体 だ 。 マ スタ ー の 損益 が 自分 の 損益 に な る の だ か ら 裏 切る 等 が な い 。 


O 台詞 例 

「 ア ー チ ャ ー、 ダ ビデ 。 う ん 、 僕 は や る よ 。 か な りや る ] 

「 や あ 、 君 の 生ま れ た 日 だ 。 祝福 し よう 。 と ころ で 、 株 と か 土地 に 興味 は な いか い ? J 
「 や れ や れ 、 非 経済 的 だ な あ ] 

「 聖 杯 か あ 。 い や 、 僕 は けっ こう 。 そう いう の 、 間 に 合っ て る か ら ね ] 

「 ア ビシ ャ グ ! アビ シャ ブ じ ゃ な いか ! J 


EX 


KR 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
旧約 聖書 に 登場 する イス ラ エ ル 王 。 
元 は 羊 飼い で あり 、 巨 人 ゴリ アテ の 一 騎 討 ち に 名 乗り を 上 げ 、 打ち 倒し た 。 そ の 後 、 当 時 の 王 と いざ こざ が あっ た も の の 
見 事 王 に 即位 し て か ら は 見 事 な 治 政 を 行っ た と いう 。 
ダビ デ は 羊 飼い で あり 、 防 琴 弾き で も あっ た 。 当 時 、 ペ リ シ テ 人 と 戦っ て いた イス ラ エ ル の 王 に 堅 琴 を 弾く た め 、 軍 を 度々 
訪れ て いた 。 その 際 、 ペ リ シ テ 人 の 巨人 ゴリ アテ が 全て を 懸け た 一 騎 討 ち を 要望 し た 
巨人 の あま り の 強 さ に 恐れ を な し た イス ラ エ ル 軍 は 誰 一 人 立ち 向かう こと が で き な か っ た が 、 唯一 ダビ デ が その 一 騎 討 ち に 
応じ た 。 剣 も 持た ず に 挑む ダビ デ を 作る ゴリ アテ だ が 、 ダ ビデ は 石 を 投げ て ゴリ アテ を 皆 倒 させ 、 彼 の 剣 で 首 を 多 ね た 


〇 通常 武器 
自分 で 作っ た 弓矢 。 


O 因縁 キャ ラ 

ソロ モン 

思い 切っ た 事 を する な あ 。 よ っ ぽ ど 我慢 で き な い 事 が あっ た の か も ね 

僕 ? 僕 は そう だ な あ …… と っ て お き の 愛 人 十 人 、 そ の 全て に 逃げ られ た ら 契 約 の 箱 を 開け ちゃ うか も だ 。 

いや で も 、 ソ ロモ ン に そん な 事 で きる か な あ …… ひ 度胸 云 々 の 話 じ ゃ な く て 、 あ いつ に そん な 自由 は な いと 思う よ ? 僕 
は 羊 飼い か ら 王 に な っ た けど 、 あ いつ は ほら 、 始 めか ら 王 様 だ っ た 訳 だ し ? 

モー セ 

あり が と う あ り が と う 、 ご 先祖 様 。 本 当 に あり が と う 。 で も ちょ っ と 危な すぎ な いか な 、 ア レ 。 

女性 サー ヴァ ント 全般 (子供 以外 ) 

アビ シャ グ ! アビ シャ グ じ ゃ な いか ! 


ずい ぶん 前 に デザ イン を や ら せ て いた だ いた キャ ラク ター な の で す が 、 今回 、FateG 〇 つ に ダビ デ が 出る ぞ 一 ! と いう 事 
に な り 、 昔 の 自分 の 絵 と 向き 合う と ころ か ら 始 め た の で 、 あ る 意味 難産 で し た … (E) 元々 の 服 ( 二 段階 目 ) か ら 、 脱い 
だ り 着 た りさ せ て 今 に 至 り ま す 。 ダ メ 親 父 で す が 、 今 後 と も どう ぞ よ ろ し く お 願 いし ます 。( ギ ンカ ) 
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ヘクト ー ル 
EEZI > 0- EA 

EG si: EN borres EN ギリ シャ 
A «pm EEA 180cm [EXA S2ke 


Ede Gas Gs Es Gale El 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ノ キャ ラク ター デザ イン :BLACK / CV: HE 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order | 


タラ ヲ ラズ ス キル 


軍略 : C+ 

一 対 一 の 戦闘 で は な く 、 多 人 数 を 動員 し た 戦場 に お ける 戦術 的 直感 力 。 自 ら の 対 軍 宝 具 の 行使 や 、 逆 に 相手 の 対 軍 宝 具 
に 対処 する 場合 に わずか だ が 有利 な 補正 が 与え られ る 。 

ヘクト ー ル は 特に 守 戦 に お いて 、 高 い 戦術 力 ボ ー ナ ス を 獲得 する 。 


y, PA E ニー 3 h 
ア 
仕 交 り 直 し :B . 
戦闘 か ら 離 脱 する 能力 。 
不利 に な っ た 戦闘 を 戦闘 開始 ター ン ( 1 ター ン 目 ) に 戻し 、 技 の 条件 を 初期 値 に 戻す 。 


SN 
| 証明 :C j 
/ if 敵対 サー ヴァ ント が 精神 汚染 スキ ル を 保有 し て いな い 場 合 、 相 手 の 戦 意 を ある 程度 抑制 し 、 話し 合い に 持ち 込む こと が 
/ Bi CES. 
| 聖杯 戦争 に お いて は 、 一 時 的 な 同盟 を 組む 際 に 有利 な 判定 を 得る 。 


ドゥ リン ダナ ・ ス パー タダ 


FENDER 


ドゥ リン ダナ ・ ス パー ダ 。 
ドゥ リン ダナ 、 と は 「 デ ュ ラ ンダ ル ] の イタ リア 語 読み 。 
即ち 、 ヘ クト ー ル は ロー ラン が 所 有する 宝 具 「 不 貴 の 極 聖 」 の 元々 の 所 有 者 で ある 。 


柄 に あっ た 聖 遺物 は 存在 し な いた め 、 大 ダメ ー ジ を 与え る だ け の 単純 な 宝 具 に 留まっ て いる の だ が 
([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ドゥ リン ダナ ・ ピ ルム 。 

ヘクト ー ル が 使用 し て いた と 言わ れる 投げ 槍 (ピル ム ) は 、 あ ら ゆ る 物 を 買 く と 言わ れ て いた 。 

EMd, BOL LTAIOMEHIS L CHBE L CHEBL CUED SICH SB. 剣 と 檎 を 同時 に 使用 する こと は で き 
な い が 、 ラ ン サ ー と し て 召喚 され て も セイ パー と し て 召喚 され て も 、 彼 は 常に 刻 と 槍 二 つの 宝 具 を 所 有 し て いる 。 


この 槍 を 防ぐ に は 「 ロ ー・ ア イア ス ] に 匹敵 する 防御 宝 具 を 準備 し な けれ ば な ら な い 。 
また 、 厳 密 に 言う と どちら も 真名 は 『 ド ゥ リン ダナ 」 で あり 、 後 半 は 省略 し て も 、 宝 具 と し て 起動 可能 。 


人 物 


俺 ノ オ ジ サン (や や ふざけ て いる と き に ) アン タン お 前 さん 彼 グ 彼女 
O 性 格 

や る 気 な さげ な 態度 を 見 せ 、 軽口 を 吐く いわ ゆる 「 有 能 な 怠け 者 」] タイ プ の 和 将軍 。 態度 は 穏やか と いう より は 、 や や ふ ざ 
け て いる よう に 見 える が 、 そ の 分 析 眼 は 鋭い 。 マ スタ ー の 命令 が 誤っ て いる と 判断 し た 場合 、 口 で は 了解 し た よう に 言 
う が 平 然 と 逆らう 。 

「 最 終 的 に 上 手 く いっ て いれ ば 問題 な いで し ょ ]」 と 終始 お 気楽 な ノリ 。 

ケイ ネス 先生 と は 致命 的 に 合わ な い タ イプ 。 


た だ し 、 こ れ ら は 絶望 的 な 籠 城 戦 と な っ た トロ イア 戦争 を 勝ち 抜く た め に 鍛え 上 げた 才覚 で あり 、 心 底 か ら 遊 び 人 、 あ 
る い は いい 加減 な 人 間 と いう 訳 で は な い 。 

点 ざ け て いる か ら こ そ 、 あ の 絶望 的 な 戦い を あそこ まで 長 引 か せる こと が で きた の だ 。 最終 的 に は 敗北 し た に せよ ーー 
一 散々 アカ イア 軍 を 苦し ませ た の は 、 個 人 の 武勇 だ け で は な く 、 ヘ クト ー ル が 身 に つけ た 不 敵 な 笑顔 な の で ある 。 
また 、 敵 へ の 挑発 は 天才 的 。 直情 的 な アキ レウス は 戦闘 中 だ ろう が 休憩 中 だ ろう が 、 散 々 に 嫌がら せ を され た 模様 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター と は 、 一 応 主 従 と いう 感じ で 接する が や や 馴れ 馴れ し い 。 

王様 と 家 来 、 と いう より は 戦場 を 知ら な い 少 尉 に 対す る た た き 上 げ の 軍 草 的 な 。 マス ター が 非道 な 類 で あっ た 場合 は 、 表 
向き 従い つつ も 知恵 を 絞っ て 彼 の 意図 に 背く 。 

O 台詞 例 

「 さ ー て 。 それ じゃ 、 ま 、 や ら せ て いた だ きま し ょ うか ね え 」 

「 あ ー、 原 だ 原 だ 。 租 城 戦 な ん て 二度と や ら ね え ぞ オジ サン は ]」 

[面倒 臭い が 、 や る つき ゃ な いん で し ょ うな あみ] 

「 よ ー し 。 遅滞 戦闘 準備 。 だらだら と 引き 延ばす だ け 引 き 延 ば し 、 全員 撤退 完了 し た ら ケ ツ を 失っ て 逃げ る 準備 を する ぞ 
ー。 な あ に 、 楽 な も ん だ ぜ 。 オ ジ サ ン 以 外 が 全員 トン ズラ し た ら そ の 時 点 で 勝ち な ん だ か ら な ! | 

F マス ター、 一 つ だ け 。 人 妻 に は 手 を 出す な 。 頼 み ま す よ 、 も う ]」 


「 あ あ 、 勝 つた 勝っ た 。 な あ に 、 最 終 的 に 立っ て ん だ か ら 勝 ち で す よ ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

「 ト ロイ ア 戦 争 | に お ける トロ イア 側 の 大 英雄 。 

「 免 輝く ヘクト ー ル |] と 呼ば れ た 。 

人 数 に お いて 不利 だ っ た トロ イア を 叱 喧 し 、 老 いた 父 王 に 変わ っ て 軍 を 纏め 上 げ 、 戦 い 続け た 。 
アキ レウス と の 一 騎 討 ち で 敗れ て 以降 、 ト ロイ ア 側 は 衰退 し て いく 。 


元々 、 ト ロイ ア 戦 争 の 切っ 掛け は ヘ へ フ トー ル の 弟 パ リス が アカ イア の 后 ヘ レネ ー を 奪っ た こと に 端 を 発する 。 

ヘレ ネー は 夫 で ある メ ネ ラ ー オ ス に 虐待 を 受け て お り 、 パ リス に と っ て それ を 救う こと は 当然 の 理 で あっ た 。 

(そもそも メ ネ ラ ー オ ス が へ ヘレネー と 結婚 し た の は 、 死後 エリ ュ シ オン に 行く た めで ある 。 ヘレ ネー は 月 の 女神 の 巫女 で あり 、 
彼女 を 要 る こと が エリ ュ シ オン に 行く た め の 条 件 だ っ た ) 


大 局 を 見 る こと が で きず 、 た だ 目 の 前 の 者 を 救う こと で 状況 を 悪化 させ て し まっ た 弟 を 、 ヘ クト ー ル は どう し て も 嫌い に な 
れ な か っ た 。 

「 兄 上 。 私 は 王 に は な れ ま せ ぬ 。 私 は 、 ど うし て も 目 の 前 で 泣く 女 を 見 捨て られ ませ ぬ ] 

ヘレ ネー を 返せ ば 、 も し か する と 領土 の 割譲 や 賠償 金 、 そ し て パリ ス の 苗 級 で どう に か な っ た か も し れ な い 。 

し か し ヘクト ー ル は それ を 拒み 、 戦 い を 決意 し た 。 


「 こ の 戦い に 正義 は な い 。 ある と すれ ば 、 パ リス が ヘレ ネー に 抱い た 慎 り くら い の も の だ ] 


と 噛 き な が ら 、 そ の 後 十 年 を ヘ く フ トー ル は アカ イア 軍 に 集結 し た ギリ シャ の 英雄 た ち を 相手 に 戦い 抜く こと に な る 。 
トロ イア 軍 最 強 の 戦士 に し て 軍団 長 、 果 て は 政治 家 で すら あっ た ヘクト ー ル は 神 の 推測 すら 容易 に 裏切り 、 一 時 期 は アカ イ 
ア 軍 を 撤退 十 前 に まで 追い 込ん だ 。 


し か し 、 神 に 愛さ れ た 英雄 アキ レウス に よっ て 戦況 は 徐々 に 覆 さ れ て いく 。 
ヘクト ー ル は 挑発 を 繰り 返し な が ら 、 時 に 逃げ 、 時 に 戦い を 繰り 返し て 、 ど うに か 持ち 堤 え て いた も の の 、 宝 具 で ある アキ 
レウス の 槍 に よっ て 半 強制 的 に 一 騎 討ち を 迫 ら れる 。 


既に 命運 尽き た と 覚悟 し 、 そ の 一 方 で 勝利 へ の 誘惑 を 捨て 切れ な か っ た ヘクト ー ル は その 一 騎 討 ち に 応じ 、 敗 れ 去る の で 
ある 。 

た だ し 、 死 ぬ 寸 前 に アキ レウス の 肉体 の 秘密 に 気付 さ 、 己 の 体 に メッ セー ジ を 刻ん だ 。 それ を 知っ た パリ ス は 、 太 陽 神 ア 
ポロ ン の 助け を 借り て 引 を 見 事 射 買 く の で ある 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アキ レウス 

サー ヴァ ント と し て は 、 ま だ 未 登場 。 オジ サン は ね 、 彼 が 出張 っ て きた ら す ぐに 逃げ る つも りな ん だ ! 

レオ ニダ ス 

同じ 防衛 型 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 、「 ど うす れ ば 守り 切る こと が で きる か 」 を た ま に 語 り 合 うと か な ん と か 。 向こう は 基本 
筋肉 な の で 、 あ まり 参考 に な ら な い が 。 


ACTER Profile 


Comment from lustrator 


KOA PRAICHISRUE DIST DBE LEAYIUT. BBC UA MB TPANDOS Y YA TI. 抜 
け 目 な い オ ッ サ ン い いで す よ ね 。 と て も 判り 易い キャ ラ で し た の で 描い て て 楽し か っ た で す 。 実は 右腕 の デザ イン は あ 
と か ら 追 加 され た 設定 で す 。 宝 具 演 出 を 派手 に し た いと いう 要望 か ら じ ゃ あ 右 腕 を 改造 し ちゃ お う ぜ と いう 感じ の 流れ 
Co 武器 は これ また 妙 な 形状 で す が 柄 が 伸び て 剣 に も 槍 に も な る つて 設定 で す 。(BLACK) 


| ドゥ リン ダナ ・ ビ ルム | 


フラ ン シ ス ・ ド レイ ク 
ライ ダー フラ ン シ ス ドレ イク 


Edo Eile: Bun 
EQS) ime: EN 1eacm 55kg 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラク ター デ ザイ ン : ワ ダ ア ルコ CV: 高 用 雇 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA 


PRIZE 


A. 
ーー 工程 に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 
魔力 趣 け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


騎乗 :B 
騎乗 の 才能 。 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 麻 獣 ・ 聖 獣 ラ ンク の 獣 は 乗り こなせ な い 。 
また 、 船 に 限定 する と ラン ク が 一 つ 向 上 する 。 


añ a A | 


A oun 
され る も の を 駆る 才能 。 
集団 の リー ダー と し て の 能力 も 必要 と な る た め 、 軍 略 、 カ リス マ の 効果 も 兼ね 備え た 特殊 スキ ル 。 


RHE: B 
3 人 生 に お いて どれ ほど お 金 が 付い て 回 る か と いう 宿命 を 指す 。 
ドレ イク 自身 は 裕福 な 家柄 で は な か っ た が 、 金銭 を 集め る 、 と いう 才能 は ズバ 抜 け て いた よう だ 。 


星 の 開 拓 
aca 
あら ゆる 難航 、 難 行 が * 


コー ルデン ・ ワ イル ド ハ ン ト 


Lo un 


ゴー ルデン ・ ワ イル ド ハ ン ト 。 
ライ ダー の 生前 の 愛 般 で ある 「 黄 金 の 鹿 号 (ゴー ルデン ハイ ンド )」 を 中 心 に 、 生前 指揮 し て いた 無数 の 船団 を 亡霊 と し て 
召喚 ・ 展 開 。 圧倒 的 火力 の 一 斎 砲撃 で 敵 を 葉 減 する 。 ラ イダ ー の 奥の手 に し て 日 常 の 具現 と も 言え る 宝 具 。 

対 軍 宝 具 で あり ラン ク も 高い が 、 現在 の 所 持 金 に 応じ て 威力 が 増減 する と いう 変わ っ た 特性 を 持っ て いる 。 

最大 展開 時 は 火 船 を 含め た 、 前 方 の 海域 すべ て を 忠 踊 する 面 で の 攻撃 と な る が 、 そ れ は サー ヴァ ント と し て 呼ば れ た ド 
レイ ク 有 船長 に と っ て 一 度 き り の 大 一 番 と 思わ れる 。 


N 


アン タン お 前 / 〇 O (呼び 捨て ) アン タ ら お 前 ら 〇 〇 (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

その 風貌 と 服装 か ら 、 ま さ に 海賊 と いっ た 印象 を 与え る サー ヴァ ント 。 

生来 の 冒険 家 で 開拓 者 。 そ し て 気風 の 良い 悪党 。 

則 毅 な 享楽 主義 者 で 、 善 人 も 悪人 も 区 別 な く 扱う 。 と に か く 派 手 好 き で 、 私 生活 も 、 戦 争 も 、 貞 の よう に 吹き すさ ん だ 
あと 、 何 も 残ら な いよ うな 痢 那 的 快感 を 良し と する 性 格 を し て いる 。 その 果て に ある も の は 華やか な 没落 で あり 、 人 生 、 
人 間 と し て の 意義 、 誇 り と いっ た 生 に 執着 する の で は な く 、 万 人 共通 に 訪れ る 没落 で ある 死 を 良し と し て 、 愛 し て いた 。 
REA SRL. BEL. KRIS. 

これ ら を 信条 と し 、 そ の 真価 は 「 よ り 強 い 困 難 ] 「 自 分 より も 強い も の 」 と の 戦い で 発揮 され る 。 ま た 金銀 財宝 を 愛し て 
いる が 、 彼 女 が 愛し て いる の は [永遠 に 続く 財 ] で は な く 、「 花 火 の よ うに 消え て いく 財 ] CHS. ジョ ッ キ 片手 に 金貨 を 
ば ら ま く 豪 快 旭 さん で あり 、 蓄 時 より も 散財 を 好む お こと か ら 、 無 限 の 財 を 持つ ギル ガメ ッシュ と は 相容れない 性 格 で も 
ある 。 

サー ヴァ ント で ある 自分 に 不満 は な く 、 副官 と し て の 立ち 位置 に あめ っ て 、 ご の よう な マス ター も 役不足 と は 思わ な い 。 こ 
れ は 海賊 時 代 に 海軍 に 肩 人 れ し た 時 か ら 、 無 能 な 上 官 や 、 副 官 で ある 自分 に 慣れ て いる た めで ある 。 

また 、 雇 われ る た め の 報酬 も キッ チリ と 請求 し て いる 。 サー ヴァ ント と し て マス ター の 望み は すべ て 叶え る 方 針 だ が 、 マ 
スタ ー の 能力 以上 の 「 貸 し 出し ] は せ ず 、 そ の あたり は 商人 と し て た い へ ん ドラ イ で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

人 間 嫌 いで も な けれ ば 好き で も な く 、 善悪 を 兼ね 合わ せ て 揺れ 動く 人 間 に 対 する 感情 は 、「 ア タ シ を 含め て 、 し ょ う が な 
い 生 き 物 だ ね ぇ ] と いっ た も の で 、 呆れ な が ら も 楽し ん で いる と 見 る こと が で きる だ ろう 。 

その た め 人 間 の 判断 基準 も お お ら か で 、「 悪 人 だ か ら ] [EDU SRDS] と いっ た 基準 で マス ター を 嫌う こと は な い 。 
マス ター が 悪党 な ら 、 悪 党 と し て 自分 も 楽し く や ろ うと いう スタ ンス で 、 そ こ に は 一 緒 に 馬鹿 騙 ざ し て 「 ど う せ 最後 に 
は 何 も 残ら な いさ 」 と いう 達観 が 見 え 隠れ し て いる 。 


O 台詞 例 

「 野 郎 共 、 時 間 だ よ ! 嵐 の 王 、 亡 霊 の 群れ 、 ワ イル ド ハ ン ト の 始ま り だ ! | 

「 ア タ シ の 名 前 を 覚え て 逝き な ! テ メ ロ ッ ソ ・ エ ル ・ ド ラ ゴ ! 太陽 を 落と し た 女 っ て な ! J 

「 う ん ? 悔し いか っ て ? そり ゃ 反 吐 が 出る ほど 悔し いさ 。 

だ が ね ぇ 、 一 番 は じ め に 契約 し た 時 に 言っ た だ ろう 、 坊 や 。 

"覚悟 し と け よ ? 勝 と う が 負 け よ う が 、 悪 党 の 最期 っ て の は 笑っ ちまう ほど みじめ な も ん だ " つて ね ぇ ! J 


A 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

実在 人 物 。 大 航海 時 代 の た だ 中 、16 世 紀 の イ ギリ ス に 生き た 航海 者 。 

冒険 家 に し て 私 撫 船 船長 (海賊 ) で あり 、 西 イン ド 諸 島 を 舞台 に スペ イン の 胴 や 植民 地 を 荒らし まわ っ て 、 テ メロ ッ ソ ・ エ ル 
・ ド ラコ エル ・ ド ラ ゴ は スペ イン 語 で 悪魔 ) の 異名 で 恐れ られ た 。 

その 後 、 ゴ ー ル デン ・ ハ イン ド 号 を 謝 艦 と する 艦隊 を 率い て 、 生 き 身 で の 世界 一 周 を 初め て 成 し 遂 了 その 収益 で イギリス 
を 世界 の 吾 者 へ と 導い た 。 こ の 功績 で サー の 称号 を 受け 、 イ ギリ ス 海 軍 の 中 将 と な る 。 

プリ マス の 市 長 に 就 い た 時 期 も あっ た が 、 再 び 海 に 戻っ て スペ イン と 戦い 続け は 、 ア ル マ ダ 海戦 に お いて 艦隊 司令 と し て スペ 
イン の 無敵 艦隊 を 撃破 。 太 陽 の 沈ま ぬ 帝 国 と 呼ば れ た スペ イン を 事実 上 瓦解 させ る 。 

[Fate] の 世界 で は 女性 で あり 、 交 友 の あ っ た イギリス 女王 の 頼み で 世界 一 周 の 航路 に 挑ん だ の で は 、 と いう 噂 も ある 。 
O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

三 曹 封 鎖 終局 四海 オナ アノ ス 」 に 満 を 持 し て 登場 。 海 の 王者 た る 買 録 に 相応 し く 、 主 人 公 た ち が 到 着 し た 時 点 で 既に 聖杯 
を 手 に 入れ て いる と いう ぴっ くり 仰天 の 展開 が 待っ て いた 。 こ の 章 の 仙 役 と し て 登場 する 「 黒 ひけ げ プ ] エド ワー ド ・ テ ィ ー3 彼 
女 の ほぼ 一 世紀 後に 活躍 ) に に っ て は 憧れ の 存在 で も あり 、 彼 の 口 か ら も フラ ン シ ス ・ ド レイ ク の グレ イト さ が 強 調 さ れる の 


えた 影響 は 大 きい 。 


きつ ける 彼女 と の 航海 が 、 時 を 越え た 旅 を 続け る 主人 公 と その 仲間 だ 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/EXTRA] に 登場 。 マ スタ ー は シン ジ で 、 彼 を 悪人 と し て 受け 入れ 、 上 自ら も 悪人 で ある と 規定 し て 行動 する 。 TOA 
価 は 「 よ り 強い 困難 」「 自 分 より 強い も の 】 と の 戦い で こ ぞ そ 発揮 され る が 、 不運 に も 月 の 聖杯 戦争 に お ける 彼女 の 役割 は 、 ま 
覚め た ば か り で 自分 が 何者 か も 理解 し て いな い 主人 公 の 、 一 回 戦 の 相手 だ っ た 。 


O 因 緑 キャ ラ 

アル トリ アラ ン サ ー・ オ ル タ 
SNIMDE---? ふーん 、 本 物 は 何と も 言え な いし か め っ 面 だ ね ぇ 。 
アル トリ ア 

いや 、 な いな い ! アタ シャ あん な カレ ン な 顔 し て な いよ ! 
アン & メ アリ ー 

美人 で 、 度胸 が あっ て 、 腕 っ 節 も 最高 と きた ! 

うち の 毅 に も あん な 肌 員 が いれ ば ね ぇ …… 

エド ワー ド ・ テ ィ ー チ 

醍 男 で 正気 を 疑 えて 、 性 根 も 最悪 と きた | 

お 一 い 、 誰 か 縄 持っ て き な 一 ! ひと り 吊 す よー! 


CHARACTER Profile 


KLUCT. BED ET 


SUDATIN FTUEN 
o (ワダ アル コ ) 


» = 
アン ・ ポ ニー る く メ アリ 
EEZI ライ ダー EE アン . ボ ニー メア リー - リ ー ド 
ステ ー タ ス は 「 二 人 の 最大 値 」 と し 、 一 騎 の 英霊 と し て 扱う 。 


EE セン 女性 EE 史実 史実 E 1007857 
A 


EA 080204 [EEJ1710m/1580 Tg e 


Ec EX: ER. CAE an 


ザイ ン : ト CV: 野 中 E AR \ 


対 魔力 :D do: 2 
ー 工 程 (シン グル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


騎乗 : - 


船 の み に 特 化し て いる た め 、 馬 や 戦車 乗り こなせ な い 。 
海賊 と し て 鳴ら し た だ け あ り 、 二 人 共に 天才 的 。 


銃器 に よる 早 撃ち 、 曲 撃ち を 含め た 身 机 全 股 の 技術 。 
アン ・ ボ ニー の 射撃 能力 は 揺れ る 船上 で 、 マ スケ ッ ト 銃 を 命中 させ る 程 の 腕前 。 


= 


コン ビ ネ ー シ ョ ン :C 


E, だ け 戦 闘 力 が 向上 する か を 表す スキ ル 。 
線 一 つ で 互い の 行動 を 把握 最適 な 行動 を 取る 。 
メア リー と アン の 場合 、 宝 具 も 大 きく 影響 を 受け る スキ ル で ある 。 


ER 


比 要 に し て 連理 


カリ ビア ン ・ フ リー パー ド 。 
カト ラス を 手 に し た メア リー を マス ケッ ト 銃 を 装備 し た アン が 援護 する 、 コ ン ビ ネー ショ ン 宝 具 。 


捕縛 する 直前 、 無 数 の 兵士 た ち に 取り 囲ま れ な が ら 最後 の 最後 まで 二 人 で 奮戦 し た 逸話 の 具現 化 。 
状況 が 不利 で あわ れ ば ある ほど 、 有 利 な ダヴ メー ジ ボ ー ナ ス を 獲得 する 。 


: わた し メア リー : 僕 
: あな た / 買 方 メア リー : B/BR/ MR 
彼 / 彼 女 / あ いつ RE 


アン ・ ボ ニー 

so PROVE FEL 

メア リー の こと は 妹 、 家 族 、 親友 と し て こよ な く 愛 し て いる 。 

男性 を 上 手 に あし ら う こと の で きる 、 経 験 豊富 で 大 胆 不 敵 な 性 格 で ある が 、「 核 ] の 部 分 は 英雄 的 と いう か 「 死 を も 恐れ 
ず 、 笑 っ て 出迎え る ] 

男 顔負け の 胆 力 と 豪快 さ を 持 つ 。 

メア リー・ リ ー ド 

2 口数 少な で ぼそぼそ と 喋る 僕 つ 娘 。 

基本 的 に は 乙女 らし い 性 格 で ある が 、 男 と し て 育て られ た た め に 、 そ の 「 核 ] を 隠し て 、 無理 に 男らしく 強がっ て いる 。 
権力 に 対し て は や や 反抗 的 で あり 、 戦 場 で は 男女 関係 な く 勇 猛 果 敢 に 戦う 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

双方 共に 、 マスター と は [同格 ] ク ラス だ と 考え て お り 、 基本 的 に は や や 反抗 的 。 特に 相手 が ブル ジョ ア 系 の 人 間 だ と 沿 
更 。 

素朴 な 士郎 や 、 権 力 的 な も の に 対し て ニュ ー ト ラル な 凛 な ど は 問題 な い が 、 時 臣 あ た り は 相性 最悪 と いう 感じ 。 


O 台 調 例 

メア リー 

[一 一 サー ヴァ ント 、 ライ ダー。 メ アリ ー・ リ ー ド 。 僕たち を 召喚 し た の は 君 か い ? …… まあ 、 別に いい や 。 よろしく 」 
アン 

ハァ イ 。 メ アリ ー が 来る な ら 、 当 然 あ た し も 召喚 され る わ よ ー。 アン ・ ボ ニー。 

マス ケッ ト 銃 一 つ あ れ ば 、 ど こ に 誰が いた っ て 撃ち 抜い て みせ る わぁ ]」 

メア リー 

ふん 。 歴 史 に 名 を 残す と ロク な こと に な ら な いん だ ね 。 それ で マス ター、 ど うす る の さ ] 
ンー 

まあ まあ 。 こ うし て 第 二 の 生 を 愉し お の も 一 興じ ゃ な い 、 ね ぇ ] 

メア リー 

あ 、 あ の 。 僕 に 、 何 か で きる こと は ある か な ? 

大 丈夫 。 僕 は ライ ダー、 君 が だ びれ ほど の 大 海 に 飛び だ そう と も 、 つ いて いく か ら 」 

アン 

嘘 、 メ アリ ー が デレ まし た !?] 


CHARACTER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

メア リー・ リ ー ド と アン ・ ボ ニー は 歴史 上 も っ と も 有名 な 海賊 の 一 員 で あり 、 も っ と も 特異 な 海賊 で も ある 。 

キャ リコ ・ ジ ャ ッ ク こ と ジョ ン ・ ラ カム と いう 男 が 率い る 海賊 船 に は 二 人 の 女 海賊 が いた 。 

一 人 は アン ・ ボ ニー。 彼女 は 資産 家 の 娘 で あっ た が 、 ろ く で も な い 人 間 と 駆け 落ち し た 挙げ 句 、 ジ ョ ン ・ ラ カム の 海賊 団 に 
合流 し た 。 

そし て も う 一 人 は メア リー・ リ ー ド 。 彼女 は 男装 し て オラ ンダ 有 船 で 働い て いた と ころ を 、 ラ カム の 海賊 団 に 捕らえ られ 、 強 
制 的 に 乗組 軸 に させ られ た 。 

と は いえ 元々 母親 に 男 と し て 育て られ た 彼女 は 海賊 稼業 が 性 に 合っ た らし く 、 自身 が 女性 で ある と いう 秘密 を 分 か ち 合っ た 
アン ・ ボ ニー と 共に 、 果 敢 に 戦っ た 。 

二 人 は 親友 で あり 、 戦友 で あり 、 恋 や 愛 の よう な 情念 を 通り 越し た 強い 絆 で 結ば れ て いた 。 


それ は 最後 の 戦い で も 同じ だ っ た 。 

ジョ ン ・ ラ カム 海賊 団 は ジャ マイ カ に 停泊 し た 際 、 私 振 朋 (敵国 の 積み 谷 を 奪う こと を 許さ れ た 船 で あり 、 国 家 公 認 の 海賊 
と も いえ る ) (CBRE. 

ジョ ン ・ ラ カム と その 手下 の 男 た ち が 伝 えて 船 訪 に 隠れ る 中 、 メ アリ ー・ リ ー ド と アン ・ ボ ニー の 二 人 だ けが 最後 まで 戦い 
続け た と 言わ れ て いる 。 

二 人 の 内 、 ど ちら か が 「 上 が っ て き て 男らしく 戦え ] と 叫ん で 船倉 に ピス トル を 撃ち 込ん だ と いう 証言 が 残さ れ て いる が 、 結 
局 ラ カム た ち は 戦わ ず に 捕縛 され 、 女 海賊 二 人 も 激戦 の 未 に 捕らえ られ た 。 


メア リー・ リ ー ド は 后 屋 の 中 で 熱病 に 稚 っ て 死ん だ が 、 ア ン ・ ボ ニー は 父親 が 手 を 回 し て 逃亡 し た と いう 。 
その 際 、 ア ン は ジョ ン ・ ラ カム に 軽 襲 し きっ た 目 つき で 告げ た 。 


「 ア ンタ が 勇敢 に 戦っ て いれ ば 、 少 な く と も 犬 み た い に 吊 され ず に は 済ん だ で し ょ うに ] 


ジョン ・ ラ カム の 名 は 海賊 の 歴史 に 残っ た 。 
し か し それ は 彼 自 身 の 勇 敢 さ や 残忍 さ が 理由 で は な く 、「 メ アリ ー・ リ ー ド と アン ・ ボ ニー と いう 稀代 の 女 海賊 二 が いた 


船 の 、 情 け な い 腰 抜け 船長 ] と し て で ある 。 


O 因縁 キャ ラ 

フラ ン シ ス ・ ド レイ ク 

同じ 女性 海賊 と し て 、 敬意 を 表し て いる 。 
エド ワー ド ・ デ ィ ー チ 

同じ 海賊 と し て 、 殺 意 を 表明 し て いる 。 
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AN 


| He 


アン の 服 は 巨大 な 提 曽 服 を 腰 か ら 巻き つけ 、 大 き な り リボ ン の 付い た ドレ ス の シル エッ ト を 作っ て いま す 。 (元々 一体 どん | 
な 大 き さ の 人 間 が 着る 予定 だ っ た の か は 知り ませ ん が ) 最終 最 臨 時 に 服 が 色々 と ボロ ボロ な の は あの 戦い の イメ ー ジ 。 背 | 
通り と いう わけ で は あり ませ ん 。 ライ フル が えら く 長 く 見 えま す が そ 

2 時 と し て は そこ まで 珍し い 大 き さ で は な いで す 。 射 程 は 100m な いで すし 、 鉛 球 で ドカ ン と 一 発 か まし た 後 、 
両端 が 鉄 で 徐 わ れ て いる 梶 棒 と し て 使用 する の が 起 定 さ れ て いる 使い 方 で す 。(L-W ) 


= 1 zn 
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いも の で す 。 痛 中 條 
いま す 。 (有名 な あの 海賊 旗 で な い の は 彼女 た SPRBELTFUHINTRBSDHER 
と 考え た 結果 )(|-W ) 


—" = 


ELE CRED ED NT 
きつ て 戦う 意味 と は な ん ぞ や 、 
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Comment from Illustrator AA AA ー = = 


7 
パ バニー スー ツ に つい て だ が 、 発 注 に は あり ませ ん で し た 。 当 然 歴史 的 に 見 て も 何 も 関係 が あり ませ ん (パニ ー ガ ー ル が 
生ま れ た の は 1960 年 台 で ある 。1782 年 に 亡くな っ た アン ・7 すら 歴史 を 先取 りな ん て レベ ル で は な い )。 つ ま 
り 自分 の 趣味 な ん だ 。 すま な い 。 で も パニ ー っ て いい よね 。 一 応 言 い 訳 的 に は 水着 と 言い 張 ろ うと 決め て いた の で す が 
どう で し ょ うか 。 真面目 な 話 を する と 服 の 指定 が ほとん ど 無 か つた ん で す よ 。 海賊 に 見 えれ ば いい よ 的 な 。 で も 正当 な 
女 海賊 は 既に ドレ イク 旭 さ ん が いる し な ぁ 、 と いう こと で 。 (LV ) 


クラ スス キル 


ER A | EMR EN A 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 

$ 治療 魔術 師 と し て の "病院 "を 建築 する こと が 可能 

116 = n ーー 
道具 作成 :B 


魔力 を 帯び た 器具 を 作成 で きる 。 | 
制作 する の は 、 主 に 治療 用 の 水 薬 な ど で ある 。 


保有 スキ ルリ = DA AN 


SÍ 
1 
品 文 ・ 魔 生 回 路 と の 接 統 を せ ず と も 魔術 を 発動 させ られ る 。 

大 院 術 で あろ うと も 一 工程 (シン グル アク ショ ン ) で 起動 させ られ る 。 


= = = — E x = 


台原 魔術 師 で ある メデ ィ ア は 、 生ま れつ さあ ら ゆ る 毒 を 無効 化す る 。 
同時 に 周囲 の 毒 も 癒し 、 体 力 を 回 復 する 。 


うた か た の 恋 :B 。 
ESA < RNS の で し ょ う 。 
嘱 か れ た 睦 言 は 、 虚 ろ な 言葉 な の で し ょ う 。 

で も 、 そ れ が どう し た と いう の で すか ? 

嘱 き が 真実 で な く と も 、 何 も か も 嘘 で あっ た と し て も 、 
人 針 の 一 刺し で 破裂 する まで は 一 一 一 正しく 、 恋 な の で す 。 


m 


宝 


y 
a 


修 補 す べき 全て の 義 


ペイ ンプ ブレ イカ ー。 


本 来 の キャ スタ ー で ある メデ ィ ア が 使用 する [破戒 す べき 全て の 符 (ルー ルプ レイ カー)」 と 対 に な る 治療 宝 具 。 メ ディ ア 
の 宝 具 が 裏切り の 伝説 が 具現 化し た も の な ら 、 メ ディ アリ リィ の 宝 具 は 愛 の 具現 化 と も いえ る 。 

あら ゆる 呪い 、 魔 術 に よる 損傷 を ゼロ に 戻す 。 時 間 操 作 で は な く 、 本 来 あ る べき 姿 を 算定 する こと に より 自動 修 復 し て 
いる が 、 知 ら ぬ 者 に は 時 間 の 巻き 戻し に し か 見 えな いで あろ う 。 

* 死 "以外 の あら ゆる 理不尽 を 打破 で きる が 、 死者 だ け は 取り 戻せ な い 。 


IR BZLDOR BE 


O 性 格 

浮き 世 離 れ し た お 嬢 さ ご ま 。 イ アソ ン に 籠 結 さ れる 直前 の 姿 で 召喚 され て お り 、 そ の 可憐 さ は 他 の 追随 を 許さ な い 。 
世間 を 知ら な いこ と は 重々 承知 で 、 ど うに か し た いと いう 気持 ちと 、 ど うに も な ら な いと いう 諦め が 混在 し て いる 。 
一 方 で 、 彼 女 は 自身 の 凄惨 な 結末 も 理解 し て いる 。 

純真 で 人 を 信じ や すい お 人 好 し 一 一 それ は 裏 を 返せ ば 、 人 間 へ の 不信 に 満ち お て いる と いう こと で も ある 。 

彼女 は 信じ る の で は な く 、 信 じたい の だ 。 


) 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
基本 的 に 良い 子 で ある メデ ィ ア リリ イィ は 、 マ スタ ー に も 尽く す 。 
また 、 聖 杯 に 賭け る 動機 も 無き に 等 し いた め 、 基 本 的 に は 穏やか な 主従 関係 を 築く こと が で きる で あろ う 。 
し か し 、 彼 女 も また 他 の サー ヴァ ント 同様 に 一 線 を 引い て いる 。 
懐く こと は 懐く が 、 マ スタ ー が 踏み 込ま な い 限り は 相互 理解 すら 怠る 有 様 で ある 。 


「 わ 、 私 な ん か が こん な 幸福 で いい の で し ょ うか …… 

うう ん 、 い じ け て る 場合 で は あり ませ ん ! アナ タ の 戦い が 無事 に 終わ る よう 、 全 力 を 尽く させ て いた だ きま すね 、 マ 
スタ ー] 

「 ア ナタ と 出会え て 私 も 変わ り ま し た 。 

外 の 世界 を 怖がっ て いた 私 は も うい ませ ん 。 今 は アナ タ の 進む 未来 、 ア ナタ の 暮らす 世界 の た め 、 こ の 杖 を 振る いま す 。 
N あり が と う 、 私 の マス ター。 ど うか 最後 まで お 側 に いら れる よう 、 祈 っ て いま す ] 
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〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

メデ ィ ア は アイ エ テ ス 王 の 娘 で あり 、 月 の 女神 へ カテ ー に 魔術 を 教わる 

可憐 な 姫 で あっ た 。 

当時 の 彼女 に と っ て 世界 は 美しい も の で あり 、 生 きる と いう こと その も の が 苦し いな ど 、 遠 い 彼方 の 出来 事 で めった 。 
将来 的 に は 国 に と っ て 必要 な 誰か の 下 へ と 嫁ぐ の だ ろう 、 と いう 漠然 と し た 予感 。 そこ に 恋 や 愛 は な く 、 王 族 と し て の 義務 
の み が あ っ た 。 


ーーー そ れ を 不満 だ と 感じ る 知識 が な く 、 実感 も な い 。 


メデ ィ ア は 恋 や 愛 の 存在 は 知っ て いて も 、 そ れ が 人 を 狂わ す も の だ と は 分 か ら な か っ た 。 

神々 の 悪巧み に より 、 メ ディ ア は イア ソン に 恋 を し た 。 類 が 紅潮 し 、 胸 が と きめ く 。 こ の 知り 合っ た ば か り の 男 が 、 家 族 の 
誰 よ り 大 切 に 想 える 。 

自身 の 心から 発 器 し た も の で は な ぐ 
それ は 彼女 に と っ て の 、 初 恋 だ っ た の だ 。 
Sv 悲劇 が ー つ ある と すれ ば 。 y 
イア ソン に と っ て 、 メ ディ ア は 彼 が 王 に な る た め に 必要 な 人 材 で あっ た が 恋 を し た 相手 で は な か っ た 。 ( 
だ か が から 、 メ ディ ア が イア ソン の た め に 踏 路 う こと な く 実 の 弟 を 殺し た と き 、 彼 は ひど く 伝え た 。 

冷静 に 考え れ ば 、 メ ディ ア が 行う こと は 全て イア ソン の た め な の で ある が 、 そ れ を 信じ る ほど に イア ソン は メデ ィ ア を 愛し て 
いな か っ た 。 


操 ら れ た も の で は ある の だ けれ ど 。 


〇 FateGO で の 設定 

船 で の 旅 を 終え 、 イ アソ ン に "魔女 の 、 お まえ な ど 愛 し て は いな い " と れ た 時 の 状態 で 固定 され て いる 。 

イア ソン の 事情 、 自 分 の 状態 を 正しく 把握 し な が ら 、「 で も 、 な ん で こん な 事 に な っ た の で すか ?] と 目 を ば ちく りさ せ て 自 ; 
SOMERICEIENUFTUSIERNEENK: > 
彼女 が 裏切り の 魔女 に な る の は この 後 の 経 験 に よる も の な の で 、 メ ディ ア ・ リ リ イ は いま だ 裏切り の 苦し み を 知ら な い 。 y 
た だ 祖 で ある 女神 へ カテ 、 師 で ある 魔女 キル ケー の 名 に 恥じ な いよ う 、 善き 魔女 と し て 人 々 の 絆 を 信じ よう と する 少女 に す 
ぎ な い 。 ae 


O 因縁 キャ ラ 

イア ソン - 
いい え 、 私 は 分 か っ て いま す 。 買 方 が いつ か 、 私 を 裏切る と いう こと も 。 捨て る と いう こと も 。 愛し て な どい な いと い 
うこ と も 。 

AF AP 

大 人 に な っ た 私 は 、 ど うし て そん な に 紫 が 好き な の か し ら ? 


CHARACTER Profile 


最初 聞い た 時 は 冗談 か と ( 笑 ) 当初 個人 的 に ネタ で 描い て いた 非 ロ リ ver か ら ま さか の 具現 化 。hollow の 短髪 メデ ィ ア 
と は 別 パ ラ レ ル の 存在 、 と の こと 。 個人 的 に FateG 〇 の 作画 で 一 番 最初 に 描き 始め た の も あっ て 、 諸 々 手探り で し た 。 
な ぜ か パト ルキ ャ ラ は 3D モ デル を 作る と 勘違い し て 必要 以上 に 細か い 設 定 画 を 上 げ て し まっ た り 。 ひ た すら 可愛 らし 
く デ ザイ ン し た 彼女 で す が 、 作 中 の 歪み 方 が 素晴らし い 対比 に な っ て いた か と 。( こ や まひ ろか ず ) 


77:08 07 
イラ スト で は これ を 不透明 度 62% に 
し て いま す 

透け な い 


白 で す 。 影 色 は 青 味 が 
| か っ た 風合い と な り ま す 。 


細い 葉巻 型 の 金属 の 棒 


前 垂れ と スカ ー ト は 
別 パ ー ツ で す 。 


基本 的 に 内 股 気味 で す 。 


な り ま す 。 


武器 『 修 補 す べき 全て の 義 (ペイ ン ブ レ イカ ー) 』 各部 の 断面 図 で す 


裏面 に も 同じ 
溝 が あり ます 。 


大 き さ 対 比 
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沖田 総司 
Y 
EI セイ バー EE 沖田 総司 

Elo Bes Bas 

EN +24 EB 15scm [XA 45ke 
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設定 作成 : 経 験 値 ノ キャ ラク ター デザ イン : 武 内 CV: EAB 
主 な 登場 作品 : コ ハエ ー ス EX・Fate/Grand Order 


Few, 


クラ スス キル 
神秘 の 薄い 時 代 の 英霊 の た め 対 訂 力 は ほとん ど 期 待 で き な い 。 申し 訳 程度 の クラ ス 別 補正 で ある 。 そもそも 幕末 に 魔術 
は 使わ れ た の だ ろう か …… 風 水 な ら 使わ むれ て いた よう な …… 


レ 
a EN 
BE CARLES 


oo) | Wi 


PRET cae op Rae oa A 


に 結 : 


、 虚 o a. に 加え 、 A 
物 に 近い 呪い を 受け て いる 。 あ ら ゆ る 行動 時 に 急激 な ステ ー タ ス 低 下 の リ スク を 伴う 。 確率 と し て は それ ほど 高い 発動 
率 で は な い が 戦 闘 時 に 発動 し た 場合 の リス ク は 計り 知れ な い 。 


時 に 相手 と の 間合い を 詰め る 技術 。 多く の 武術 、 武道 が 追求 め る 歩 法 の 極み 。 
単純 な 素早 さ で は な く 、 歩 法 、 体制 き 、 呼 吸 、 死 角 な ど 折 多 の 現象 が 絡み 合い 完成 する 。 
最上 級 で ある A ラン ク グ と も な れ ば も は や 次 元 跳 玄 で あり 技術 を 超え 仙 術 の 秀 講 と な る 。 


む みょう を ん だ ん つ 


無明 三 段 突 き 


お みょう さん だ ん づき 。 

希代 の 天才 剣士 沖田 総司 必殺 の 魔 剣 。「 索 の 突き ] に [HORE] 「 参 の 突き ] を 内 包 す る 。 

平 晴 眼 の 構え か ら "ほぼ 同時 "で は な く “全く 同時 "に 放 た れる 平 突 き 、 MCHC RAMEN TWA. 三 段 突 き の 
瞬間 は 壱 の 突き 、 弐 の 突き 、 参 の 突き が "同じ 位置" に * 同 時 に 存在 "する 。 

壱 の 突き を 防い で も 、 同 じ 位 置 を 弐 の 突き 、 参 の 突き が 買い て いる と いう 矛盾 の た め 、 剣先 は 局所 的 に 事象 飽和 を 起こ 


Fo その た め 三 段 突 き は 事実 上 防御 不能 の 剣 戦 と な る 。 
z = = ——— 


応用 と いう か 結果 か ら 来 る 事象 飽和 を 利用 し て の 対物 破壊 に も 優れ る 。 


ES) ちか い の は お り 
| o 
— RALOD. WRORERIS CCAR UR [新選 組 ] の あま り に も 有名 な 装束 が 宝 具 へ と 昇華 され た も の 。 
O 装備 する こと に より セイ バー の パラ メー タ を 向上 させ 、 武 装 を ラン クア ッ プ させ る 。 通 常時 の セイ パー の 武装 は [生食 


清光 ] で ある が 、 こ の 効果 に より 後世 、 彼 の 愛 刀 と され た 「 菊 一 文字 則 宗 ] へ と 位階 を 上 げ る 。 


([FateGO! で は 使用 され な い ) Ro 


こと は た 


の 旗 


itt 


まこ と の は た 。 

誠 の 一 字 を 掲げ る 新選 組 の 隊 旗 。 こ の 旗 を 掲げ た 一 定男 囲 内 の 空間 に 新選 組 の 隊 士 を 召喚 する こと が 出来 る 。 BLOM 
士 は 全員 が 独立 し た サー ヴァ ント で ある が 、 宝 具 は 持た ず 戦 闘 能 力 は ピン キリ で ある 。 他 に も 全員 が ラン ク E 相当 の 
「 単 独 行動 | スキ ル を 保有 し て いる た め 、 短 時 間 で あれ ば マス ター が 不在 で も 活動 可能 。 


ちな み に こ の 旗 は 新選 組 の 隊長 格 は 全て 保有 し て お り 、 発 動 者 の 心象 に より 召喚 され る 隊 士 の 面子 や 性 格 が 多少 変化 す 
る 。 

た と えば 土方 さん が 召喚 する と 悪い 新選 組 、 近 藤 さん が 召喚 する と お 堅い 新撰 組 と し て 召喚 され る 、 召 喚 者 と 仲 が 悪い 
と そもそも 来 な いや つと か も 居る 。 沖 田 が 召喚 する の は わり と ポピュラー な 新選 組 で ある 。 

(TFateGO] で は 使用 され な い ) 


あな た / ノ 買 様 な ど あの 人 / あ れ な ど 


ハイ カラ な 和装 に 身 を 包ん だ 、 十 代 半 ば の 可憐 な 少女 。 あ まり に も 目立ち 過ぎ る 本 来 の 装束 を 隠す た め に 通常 は に ちら 
の 衣装 を 使用 し て いる 。 冷徹 な 人 斬り と し て の 面 と 、 陽 気 で 子供 好き な 面 を 併せ 持つ 。 

超絶 的 な 技巧 と 天 虐 の 才 を 併せ 持つ 正真正銘 の 天才 剣士 で ある が 、 セ イ パ ー ク ラス と し て は 低い 耐久 力 、 対 魔力 が 目 立 
つ 。 

これ は 生前 の 病 に 加え 、 後 世 の 民 衆 が 抱い た 心象 を 塗り 込ま れ た 結果 、 あ る 意味 無 寧 の 怪物 に 近い 呪い を 受け て いる 為 
で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
本 質 的 に 冷徹 な 人 斬り で ある も の の 、 心 を 許し た も の に 対し て は 身内 の よう に 気 安く 接する 。 
生前 は 色恋 沙汰 に ほとん ど 緑 が な か っ た た め 、 そ ちら 方 面 の や り と り は 苦手 。 


聖杯 に か ける 望み は [最後 ま で 戦い 抜く こと ]。 生前 果たし た く と も 果たせ ず に 終わ っ た 彼女 の 悲願 で ある 。 
英 器 と な っ た 今 も 仲間 達 と 最後 まで 共に 戦え な か っ た こと を 悔い て お り 、 自 分 は 新選 組 の 隊 士 と し て は 失格 で ある と 思 
い 込 ん で いる 。 


O 台詞 例 

「 新 選 組 一 番 隊 隊長 、 沖 田 総司 推 参 ! J 

「 新 り 合 いな ん て 生き る が 死ぬ か で し ょ う ? | 

[一 歩 音 越え 、 二 歩 無間 、 三歩 絶 刀 | 」 

[沖田 さん 大 勝利 一 ! ええ 、 身 体 は 大 丈夫 で す 、 ま だ まだ いけ ます よ ! 


こっ! ?」 


E 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
幕末 の 京都 を 中 心 に 活動 し た 治安 組織 、 新選 組 の 一 番 隊 隊長 、 沖 田 総 司 。 
剣客 集団 と し て も 恐れ られ た 新選 組 の 中 で も 最強 の 天才 剣士 と 詞 わ れ た の が 沖田 で ある 。 


幼少 時 に 江戸 市 ヶ 谷 の 天然 理 心 流 の 道場 、 試 衛 館 の 内 弟子 と な り 、 の ちの 新選 組 の 中 核 人 物 、 近 藤 勇 、 土 方 歳三 と 出 会 
5. 
若く し て 試 衛 館 塾 頭 を 務め る ほど の 腕前 で あり 、 刻 の に お いて は 右 に 出る 者 が な か っ た 。 


文久 3 年 に 将軍 警護 の た め に 結成 され た 浪士 組 に 近藤 、 土 方 と と も に 参加 し 京 に 上 る 。 浪 士 組 の 分 裂 後 は 近藤 、 土 方 ら と 
と も に 新選 組 を 結成 、 一 番 隊 隊長 を 任 さ れる こと と な る 。 


池田 屋 事件 な ど 数 々 の 戦い に お いて その 剣 才 を 発揮 、 幕 末 の 京都 に 新選 組 の 名 を 貫 か せ た 。 だ が その 頃 に は 沖田 の 体 は 
病 に 触 まれ て お り 、 次 第 に 体調 は 悪化 。 や が て 療養 の た め 第 一 線 を 退く 。 


その 後 は 仲間 と 別れ 療養 生活 を 続け る が 、 慶応 4 年 、 江戸 千駄ヶ谷 の 療養 先 に て 死去 。 2 ヵ月 前 に 斬首 され た 近藤 の 死 を 
知ら な いま ま 亡 く な っ た と 言わ れ て いる 。 


と も に 剣 を 突い 、 と も に 時 代 を 駆け 、 と も に 戦い た か っ た 。 
その 果て に 無 意 味 な 死 が 横 た わ ろ うと も 、 私 は そう あり た か っ た 。 
の き 先 の 暖か な 光 に 包ま れ 、 空 を 仰 ざた く な ど な か っ た 。 


た だ 最後 まで 「 誠 | の 一 字 と と も に あれ ば よかっ た の だ 。 


いや 
「 今 が その 時 な の だ ! 


O 通常 武器 


BAT] (を 食 清光 、 菊 一 文字 則 宗 ) 


と ある 聖杯 戦争 を 争っ た 仲 。 ア ー チ ャ ー 得 意 の 射撃 も 縮 地 で つぶ し 、 対 神秘 特 化 の 能力 も 効き が 悪く 相性 の 良い 相手 。 
fees の は ず な の だ が [FateGO] に お いて は 相性 は 逆転 し て いる ん で すか ! ? や だ 一 !! 

李 書 文 

と ある 聖杯 戦争 を 争っ た 仲 。 ラ ン サ ー で あり な が ら 素 手 で も り も り 敵 を 居る 様 に は さす が に 王 生 の 沖田 さん も 疑問 符 。 
佐々 木 小次郎 

は ぁ ……、 ツ パ メ っ て 、 あ の ツバ メ で すか ? 


© AARACTER Profile 


ESA 


コ ハ エ ー ス の マン ネリ を 打破 する た め に 冗談 半分 で 生ま れ て きた キャ ラ 。 そ ん な 出自 に も か か わら ず 、 作 品 を 通じ て 大 
きく 成長 し て くれ た キャ ラ で も あり ます 。 
人 斬り 姿 の デザ イン は すご く 気に入っ て いま す 。 (HAR) 


織田 信長 


PE 万 4 アー チャ ー EEA aa 
Ex: Ene: E15 
E EA vs EEJÍS2cr 


| 筋力 [9 
設定 作成: 経験 値 ノ キャ ラク ター デザ イン 原案 : 経 験 値 
キャ ラク ター デザ イン : pako / CV: 釘宮 理恵 

主 な 登場 作品 : コ ハエ ー ス EX・Fate/Grand Order 


魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 
大 魔術 、 儀礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 


ss FE 寺 
TI9-hanmhiieh> CH LIES RENTES. 
ラン ク B な ら ば 、 YAI-ERI TOMAR. TIMEIYT, HARAN ART | 


戦 
外交 
生前 


:B A | 
冶 な ど 大 局 的 に 物事 を と ら え 、 戦 う 前 に 勝利 を 決する 力 
、 桶 狭間 に お いて 日 本 史上 、 類 を 見 な い 奇 襲 を 成功 させ た が あれ は まぐ れ 


信長 の 生涯 に お いて 戦略 的 敗北 を 戦術 的 勝利 で 覆し た 唯一 と いっ て いい 戦い で ある が 、 本 人 的 に は ヤケ クソ だ っ た 
で は 反省 し て いる 、 と の 事 。 


» 


、 カリスマ:Bー 


£ 軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 。 団体 戦闘 に お いて 、 上 自軍 の 能力 を 向上 させ る 。 


» カリ スマ は 稀有 な 者 一 国 の 指揮 官 と し て は B ラ ンク で 十分 と 言え る 。 
は Bー な の は 効き 目 に ムラ が ある た め 。 


7 ([FateGO! で は 使用 され な い ) 


AS Fea の ラン ク が 高い 相手 や 、 休刊 の 守護 者 た る 英 唱 な ど で あ れ ば ある ほど 自分 に 有利 な 祖 正 が 与え られ る 。 
これ に より 信長 は 「 神 性 ] や 140] を 持つ 英霊 や 宝 具 に 対し て 有利 に 戦う こと が 出来 る 。 
逆 に 神秘 の 薄い 近代 の 英霊 な ど に は 何 の 効果 も な い 。 それ どこ ろか 自身 の 各種 スキ ル 、 宝 具 の 効果 が 落ち る 。 


3 去 の 在り 方 を 投じ 曲げ られ た 怪物 。 能力 ・ 姿 が 変貌 し て し まう 。 
アー チャ ー の 場合 、 生前 の 本 人 が 自称 し て し まっ て いる 事 か ら 任 意 発動 、 任 意 解除 が 可能 。 デ メリ ッ ト 無 し に その 恩恵 
を 受け る こと が 出来 る 。 

無 章 の 怪物 と 似 て 非 な る スキ ル 。 


長篠 の 三 段 撃 ち 。 ST の 火縄 銃 を 展開 、 一 斎 射撃 する 対 軍 宝 具 。 
戦国 最強 の 騎馬 軍団 を 打ち 破っ た 余り に も 有名 な その 逸話 か ら 、 騎 乗 スキ ル を 持つ 英霊 に は 力 が 増加 する 。 
騎乗 スキ ル を 持た な い 英 霊 に は た だ の 火縄 銃 で ある が 、 三 千本 も の 一 斎 射撃 は た だ それ だ け で も 脅威 で ある 。 


いろ く て ん ま ち う は Ce ん 


第 六 天魔 王 波 旬 


だ いろ く て ん まお う は じゅ ん 。 
神仏 を 滅ぼす 魔王 信長 の 真 の 宝 具 。 
神 性 や 神秘 を 持つ 者 に 対し て 絶対 的 な 力 を 揮 う 存在 へ と 変 生 す る 固有 結界 。 ビジ ュ ア ル 的 に は 裸 に か る らし い 、 イェ イ ! 


「 比 部 山 焼 き 討ち ] に 代表 され る 生前 行っ た 昔 型 な 所 業 が 宝 具 化 し た も の 。 

後世 、 民 衆 が 彼 に 抱き 積み 重ね た 恐怖 、 胃 敬 の 念 に より 大 焦 悪 地獄 が 具現 化す る 。 高 い 神 性 を 持つ も の は この 空間 で は 
存在 を 維持 する こと すら 難し い 。 

で も 神 性 の 薄い 英霊 に に っ て は や っ ぱり な ん が 熱い だ け な の で あっ た 。 

([FateGO] で は 使用 され な い ) 


わし ン 我 そ な た お 前 / 買 様 な ど あ 奴 / あ れ BE 


性 格 
自ら を 魔 人 と 称す る 革新 の 王 。 
尊大 に し て 自信 家 、 新 し いも の 好き で 上 旧 弊 や し きた り に 囚われ な い 和 柔軟 な 思考 を 持つ 。 
独善 的 で 好き な 人 間 に は 甘く 、 嫌 いな 人 間 に は と こと ん 冷た い 。 役 に 立た な い 人 間 に は 無関心 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
己 の 家臣 と し て 特別 に 目 を か け て いる 。 彼女 曰く 「 わ し が ここ まで 目 を か けた 家臣 は サル 以来 じゃ ぞ 、 BNA ! | 
と の 事 。 


| 魔王 の 最後 は 家臣 の 謀反 に よる も の だ っ た が 、 そ れ 自体 は 是非 も な き 事 ] と し て 悔い て は いな い 。 
T 聖杯 へ の 願い も 特に 持た な い が 、 得 意 の 斜め 上 な 発想 で 聖杯 自体 を 使い 、 何 か を し で か す 可 能 性 は 十分 に ある 。 


O 台詞 例 

「 是 非 も な し !」 

「 わ し こそ が 第 六 天 魔王 、 
「 わ し は 戯れ は 許す が 、 何 り は 許さ ぬ 。 そ な た も 努 々 忘れ ぬこ と だ ] 
「 ぐ 、 ぐ だ ぐ 
「 ノ ッ プ ! 」 (※ ち び ノ ブ ) 
「 ノ ッ プ ー ! 」(※ で か ノブ ) 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
室町 幕府 を 事実 上 滅亡 させ 、 応 仁 の 乱 よ り 続 く 長 い 戦国 時 代 の 終結 に 多大 な 影響 を 与え た 人 物 。 日 本 史上 も っ と も 有名 で 
ある と いっ て も 過言 で は な い 戦国 三 英傑 の 一 人 。 


若い ころ は 尾張 の うつ け と か バカ 殿 と か 散々 な 言わ れ よ うだ っ た が 、 家督 を つい で 弟 を シメ た あたり か ら 本 気 に な り 、 海 道 
ー の 弓 取り と 言わ れ た 戦国 大 名 [今川 義元 ] を な ん か や け く ぞ 和 気味 な 奇襲 で 緊 破 。 天下 統一 レー ス の トッ プ に 躍り 出 た 。 


その 後 は 持ち 前 の 戦略 眼 を 遺 尼 な く 発揮 し 周辺 の 大 名 ボコ っ た り 、 誰 下 に お さめ た り し て 順調 に 勢力 を 伸ばし 、 ついに は 上 
洛 。 こ れ も う 勝ち ゲー だ ろ 、 戦 国 時 代 余 裕 過ぎ ワロタ と か いっ て 余 容 か まし て た ら 、 み な さん ご 存 知 の 通り 天下 統一 あと 一 
歩 と いう と ころ で 本 能 寺 に て 没 、 享 年 49 歳 。 図 ら ず し て 人 間 約 五 十 年 を 体現 し て し まっ た お 方 。 


[FateGO] に お ける 信長 は 見 た 通り 女性 。 そもそも 父親 で ある 織田 信秀 は 信長 の 弟 で ある 信勝 に 家督 を 継が は る つも り で 
あっ た 。 し か し 、 時 は 戦国 、 信 勝 程度 の 器量 で は この 先 織田 家 を 守っ て いく な ど 不 可能 と 判断 し 、 女 の 子 だ けど 炒 に 大 物 
臭 を 漂わ せ て いた 吉 法 師 こ と 、 後 の 信 長 を 当主 に 据え る の で あっ た 。 え ? 女性 に 家督 と か あり えな い ? 越後 の 龍 だ っ て 
女の子 だ つっ た らし いか ら セ ー フ じゃ ろ ! ? 戦国 を 舐め る な 。 


家督 相続 後 は 男性 と し て 振舞 い 続け た が 、 そ の 辺 の 情報 規制 が 「 尾 張 の 大 うつ け 」 な どの 信長 の 若 か り し 日 の 奇行 と し て 後 
の 世に 伝わる こと と な る 。 信長 の 数 々 の 面白 エピ ソー ド は 女性 で ある こと を 隠す た め に 家臣 が 広め た 情報 操作 の 賜物 で あ 
る と も 言わ れ て いる 。 


日 本 ( 圧 切 長谷 部 ) 


因縁 キャ ラ 

沖田 総司 

と ある 聖杯 戦争 を 争っ た 仲 。 近代 の 英霊 で 神秘 も 薄い た め 相 性 的 に は 悪い は ず な の だ が 、『FateGO」 に お いて は 相性 は 
逆転 し て いる 。 や っ た ぜ 、 ノ ッ プ ! 明日 は 本 能 寺 だ ! 


Fe 


Comment from Illustrator 


ぐだ ぐだ オー ダー で と て も 可愛 … 相 な 感じ で 、 で も デザ イン は か っ こよ さと 吹っ切れ っ ぷり が 共存 し て お られ て 惚れ て 
し まい 好き 勝手 描い て た ら 何故 か 公式 で 描く 羽 m… 描 か の せ て いた だ く こ と に 。 か っ こ 良 く て も 面白 く て も いつ も 可愛 く 


映る 素敵 な 人 な の で 何 を 描い て も 楽し いで す 。 個 人 的 に この へ し 切り 長谷 部 は 現 界 後手 に 入れ た も の だ と 思っ て お り ま 
す 。 服 と 一 緒 で 。(pako) 
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A ラン ク 以 下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 


北欧 の 魔術 刻印 ・ ル ー ン を 有 し て いる 。 ここ で 
成 力 を 有する 原初 の ルー ンーー 


言う ルー ン と は 、 現 代 の 魔術 師 た ち が 使用 する それ と は 異な り 、 神 代 の 
北欧 の 大 神 オ ー デ ィ ン に よっ て 世界 に 見 出さ れ た モノ で ある 。 
クー・ フ ー リ ン に 対し て 原初 の 1 8 の ルー ン を 授け た と され る 彼女 は 、 戦 士 で ある と 同時 に 強力 な 魔術 師 で も ある 。 


= 


A RATES (HOR) の 門番 と し て 、 数 多く の 神霊 を 居り 続け た 彼女 の 生き 様 が スキ ル と 化し た も の 。 
霊 特 効 。 神 霊 、 亡 霊 、 神 性 スキ ル を 有する サー ヴァ ント へ の 攻撃 に プラ ス 補 正 。 


BARDA 

人 を 超え 、 神 を 殺し 、 世 界 の 外側 に 身 を 置く が 故に 得 た 深淵 の 知恵 。 

英雄 が 独自 に 所 有する も の を 除い た ほぼ 全て の スキ ル を 、B 一 A ラ ンク の 習熟 度 で 発揮 可能 。 また 、 彼 女 が 真 に 英雄 と 
認め た 相手 に の み 、 ス キル を 授け る こと も で きる 。 
戦闘 時 に よく 彼女 が 使用 する スキ ル は [千里 眼 ] に よる 戦闘 状況 の 予知 。 アル スタ ー 伝 説 で も 、 彼 女 は よく この 予知 に よ 
つっ て 未来 を 予言 し た 愛 弟子 た る クー・ フ ー リ ン の 最期 さえ を も 。 


ィ イ ・ ま ルク ・ オ ォ オルタ ナ テ ィ 


eine 槍 


ゲイ ・ ボ ルク ・ オ ル タ ナ ティ ブ 。 

形 は 似 て いる が 、 実は クー・ フ ー リ ン の 持っ て いる 槍 と は 別物 。 一 段階 古い 、 ゲ イ ・ ボ ルク より も 前 に 使っ て いた 同型 
の 得 物 。 それ が 、 一 本 だ け で は な く 複 数 本 ある 。 

真名 解放 時 の 性 能 と し て は クー・ フ ー リ ン の 宝 具 [AI LF DIERDIR] と 突き 容 つ 死 翔 の 槍 | の 二 つ を 合わ せ た よう な 
絶 技 と な る 。 まず は 近接 攻撃 と し て 一 本 目 の 魔 槍 で 敵 を 空間 に 縫い 付け て ] BEB), 更に は 二 本 目 の 魔 栓 を 全力 投 
抑 し て 止め を 刺す 。 当 然 、 投 牧 さ れ た 魔 槍 の 軌道 上 の 敵 は 惹 く 命 を 奪わ れる こと に な る 。 


死 溢 る る 魔境 へ の 門 


ゲー ト ・ オ プ ブ ・ ス カイ 。 

世界 と は 断絶 され た 魔境 に し て 異 境 、 世 界 の 外側 に 在 る 「 影 の 国 ] へ と 通じ る 巨大 な 「 門 を 一 時 的 に 召喚 自ら の 支配 
領域 で ある 「 影 の 国 ] へ 、 効 果 範囲 内 に 存在 する あら ゆる 生物 を 吸い 込ん で し まう 。 

魔力 と 幸運 の 判定 に 失敗 する と 「 門 ] に 吸い 込ま れ て 即死 。 ス カサ ハ が 認め な い 者 は (ROH) へ と 命 を 有 し た まま 立ち 
入る こと が で き な い 。 

抵抗 に 成功 し て も 、 魔 力 を 急激 に 吸収 され る た め 大 き な ダ メー ジ を 受け る 。 

(TFateGO』 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


〇 性 格 

誇り 高く 、 何 者 に も 偉 か な い 。 生ま れ な が ら の 支配 階級 。 

王者 の 気質 を 有 し て お り 、 民 に 幸福 を 与え る 女王 と し て 君 際 す る こと を 自明 と する 。 

才能 に 溢れ 、 凡 人 と は 違う 事 を 自分 が 一 番 よ く 理解 し て いる 。 

「 自 分 が 優れ て いる か ら 民 衆 を 支 配 する ] 

[支配 階級 の 務め と し て 民衆 を 支配 する 」 

と いっ た 自分 の 欲 (幸福 ) を 叶え る の で は な く 、 

[RROKOICRECT DS] 

と いう 考え が 当たり 前 の よう に ある 。 

民家 の た め に 奴隷 に な る 気 は 毛頭 な い が 、 自分 が 支配 する 人 々 を 幸福 に する た め に 自分 を 磨く こと に は 一 切 の 迷い が な い 。 


自己 を 把握 し て いる の と 同じ く 、 他 者 の 素質 と 気質 を 見 抜く (特に 凡人 か そう で な いか が ) 確か な 目 を 有 し て いる 。 つ まり 
クー・ フ ー リ ン は 、 彼 女 が 導く に 値する 天才 性 を 有 し た 希有 な 人 物 で あっ た と 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター に つい て は 一 時 的 な 同盟 相手 と 認 誠 し て いる が 、 時 折 、 か つて 弟子 た ち に 教え を 授け て いた 頃 の 癖 が 出る の か 、 
師 の よう に 振る 舞う こと も ある 。 その こと に 気付 く と 「…… い や 、 私 は お 前 の 師 で は な か っ た 。 忘れ よ 」 と 微笑 む 。 
聖杯 に か ける 願い は 「 自 分 を 殺す 誰か が 現れ る こと 」。 

長き 年 月 の 果て に 半ば 神霊 と 化し た スカ サハ は 、 不 老 不死 の 存在 と な っ て いる 。 

人 の よう に 、 死 ぬこ と は で き な い 。 

美しい 死 も 。 醒 い 死 も な い 。 た だ 、 世 界 と 、 そ の 外側 が 消え ゆく その 時 まで 、 在 り 続け な は けれ ば な ら な い 。 

聖杯 な る も の が 真 に 万 能 な ら ば 、 目 分 を 殺し て みせ る 何者 か を 寄 越す が いい 。 

そし て 願わ くば 、 そ の 者 が 、 か つて この 手 で 授け た 槍 を 持つ 者 で あれ ば - 


〇 台詞 例 

「 本 気 は 出さ ん 。 あ あ 、 き っ と な 。 私 の 本 気 に 相応 し い 相 手 な ぞ 、 既 に 地上 の 何処 に も いな い の だ か ら 」] 

「 マ スタ ー、 と 呼べ ば 良い の か な 。 お 主 を ?」 

[私 が 笑っ て いる の は 可笑し いか ら で は な い ぞ 、 マ スタ ー。 分 か らん か ?」 

[生意気 な 口 ぶ り は 何 も 変わ る と ころ が な いな 、 ク ー・ フ ー リ ン 。 けれ ど 少 し 大 人 し く な っ て し まっ た か 、 ク ラン の 猛 犬 
と さえ 呼ば れ た 男 が ] 

「 力 を 見 せる が よい 。 勇士 よ 。 出来 な けれ ば 、 お 前 の 命 を 買う まで 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ケル ト ・ ア ルス ター 伝説 の 女 戦士 に し て 女王 。 

異 境 ・ 魔 塊 影 の 国 」 の 女王 に し て 門番 で あり 、 槍 術 と ルー ン 魔 術 の 天才 。 数 多 の 亡霊 に 溢れ る 「 影 の 国 ] の 門 を 閉ざし て 支 
配 する に 定 る 絶大 な 力 を 有 し て いる 。 

後に アル スタ ー の 英雄 と な る 若き クー・ フ ー リ ン の 師 と な っ て 彼 を 導き 、 技 の 憩 く を 授け 、 愛 用 の 魔 槍 さえ 与え た と いう 。 RK 
の 息子 コン ラ を も 教え 導い た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
多く の モノ を 
本 当 に 、 多 く の 命 を 奪っ て きた 。 人 、 亡 霊 、 神 霊 。 

数 え 切 れ な い ほ ど 多 く の 存 在 と 相対 し て 、 私 は それ ら の すべ て を 届 っ て きた 。 

戦っ て 。 戦 つて 。 戦 っ て 。 殺 し て 、 殺 し て 、 殺 し て 殺し て 殺し て 。 や が て 数 多 の 返り 血 に 濡れ た この 身 は 、 永 速 と な っ 
た 。 支配 地 た る 「 影 の 国 ] は 、 と うと う 世 界 の 外側 へ と 弾き 出さ れ 、 自 分 は 神霊 ども と 大 差 な い 存在 へ と 成り 果て た 。 
老い も せ ず 。 

死に も せ ず 。 

永遠 に 在り 続け る * 何 が "へ と 変わ っ た 。 

初め て 槍 を 手 に 取っ て か ら 、 果 た し て どれ だ け の 時 間 が 過ぎ た の か 、 最 早 、 正 確 に は 思い 出せ な い 。 い いや 違う 。 魔境 
に 立っ て 「 門 ] を 守り 続け た 我が身 は 既に 、 深 淵 の 者 智 を 得 て い る の だ か ら 、 正 確 に 時 を 計る こと は で きる 。 

た だ 、 そ の 気 に な れ な い だ け だ 。 

憂鬱 と は 違う 。 諦 念 と も 違う 。 


後悔 ? 

分 か ら な い 。 そう か も し れ な い が 、 断 言 は で き な い 。 

少な く と も 、 数 多 の モノ た ち を 居る 合間 に 、 ア ルス ター の 勇士 た ち を 教え 導い て いた 頃 に は 感じ て は いな か っ た も の が 、 
現在 の 自分 の 内 側 に は 確か に 在 っ た 。 

ああ 、 そ うと も 。 随分 と 多く の 勇士 を 導い た も の だ 。 

表 星 罰 の 月 日 の 果て に すべ て が 死に 絶え た 等 だ が 、 意 図 し て 漠然 と し た まま 維持 し て いる 記憶 の 中 に 、 ひ と り 。 た っ た 
ひと り 、 明 確 な まで の 姿 を 見 せる 男 が 在 る 。 


紅い 瞳 一 一 一 

MORE, その 輝 ぎ が 脳裏 を 過ぎ る 時 の み 、 こ の 胸 の 禅 に ある 何 か は 和らぐ の だ 。 

永遠 に し て 不変 た る 我が身 に 温もり が 宿る 。 

再会 を 願う 心 ? 

そん な も の は 、 な い 。 断言 で きる 。 

な ら ば 何 が ある の か 。 強 いて 言え ば 、 そ う 、 あ の 男 に 

ーー 一 殺し て 欲し い 。 

人 と し て の 死 が 欲し い 。 

今や "英霊 "と な っ て し まっ た あの 男 に 、 命 の 糧 め き を 既に 失っ た 存在 に 、 神 さえ も 居る この 自分 を 殺す 力 が あれ 
だ が 。 


数 少な い イ モー タル 系 サー ヴァ ント 。 

頼り に な る 師匠 で あり 女王 で あり 、 な ん と な く 隣 の 家 の お 姉さん 風味 の 気軽 さ を 持 つ ヤ ング な 美女 。 まだ いけ る ぞ 。 
全て の 出来 事 、 成 り 立 ち を 把握 し て いる が これ を 語ら な い 覧 人 。 

な ぜ 語 ら な いか と 言う と 、 彼 女 に と っ て 世界 と は も う 卒 業 し た も の 。 

た と え 世 界 が 危機 に 陥っ た と し て も 、 こ れ を 自分 が 出張 っ て 解決 し て は 『 い まそ の 世界 に 生き る も の た ち 」 に 失礼 で あり 、 
成長 の 機会 を 堆 っ て し まう 事 に な る か ら だ 。 

な の で 基本 、 ス カサ ハ は 直接 戦闘 に は 加わ ら ず 、 協 力 は アド バイ ス に 止め て いる 。 

Bea と は いう も の の 、 生 粋 の 戦闘 好き な の で 何かと 理由 を つけ て 自分 を 誤魔化し 、 局 地 的 な 戦闘 に 参加 し て は その 絶 技 
を 披露 する 。 そう し て 他 の サー ヴァ ント た ちの 出番 を 奪っ た 後 、 部 屋 に 戻っ て ひと り 反 省 する まで が ワン セ ッ ト で ある 。 
この 姿 の まま で も 十分 に トッ プ サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 性 能 を 誇る が 、 彼 女 に は も う 一 段階 上 の 霊 基 が ある らし い 。 俗説 
で は ある が 、 彼女 の 名 の 由来 は 北欧 の 巨人 、 山 の 女神 か ら 流 れ た も の で は な いか 、 と いう 説 が あり ーー 一 


〇 因縁 キャ ラ 

ウー ャ ジー リ ジ 

か つて の 愛 弟子 。 異性 と し て 思う と ころ も あっ た 模様 。 た だ 、 表向き に は [Gi] で ある こと を 維持 し よう と する 。 

本 心 で は 、 彼 に 殺し て = 救っ て 欲し いと 思っ て いる も の の 、 ど う せ で き な い だ ろう と も 思っ て いる の で 、 あ まり 本 気 で 


は な い 。 

メイ ヴ 

どう し よう も な い 悪 戯 っ 子 。 男 好 きす ざ 。 で も 、 そ の 正直 な と ころ は 嫌い じゃ な い 。 
フェ ル グ ス 

女好き すぎ 。 で も 、 そ の 正直 な と ころ は 嫌い じゃ な い 。 

ケイ ロー ン 


英雄 た ちの 師 繋 が り 。 も し か し た ら 気 が 合う か も 知れ な いな - 
な い 。 教育 方 針 の 違い で 殺し 合い に な る か も し れ な い 。 


と 思っ て は いる も の の 、 実際 に 会 っ た こと は 一 度 も 


Fate/Grand order 


クー・ フ ー リ ン の 師匠 と いう 事 で 基本 的 な 出で立ち が ほぼ 決ま り 、+ エ ロ く し て くれ と いう オー ダー で こう な り ま し た 。 
全く 無自覚 で 後 で 自分 で も 苑 い た ん で す が 、 バ ゼット と 同 。 超越 者 と し て の 絶大 な 自信 と 、 剛 胆 さ ぐ を 併せ 持ち 
な が ら 、 既 に 世界 か ら 一 線 を 引い て いる た め 、 冷 め た 振 ちょ っ と 複雑 な キャ ラ か も から こそ 絆 MAX 限 
界 突破 で 部 屋 着 モ ー ド を で すね ! (こやま ひろ か ず ) 


全身 し た ラ ES 
OSCURO 33, ze 、 や は り 体 に ウド 
し て nr Sr は あり 

A. 各部 の = 


CHARACTER Profile 


第 一 段階 と の 違い は 顔 の マス ク が 

な く な っ て る 事 と 、 各 部 配色 が 
異な っ て いる 事 で す 。 

肌 、 髪 、 目 の 色 、 各 部 の ライ ン の 色 は 
変化 あり ませ ん 。 


肩 パー ツ 等 金属 は 銀色 に な っ て いま す 。 


三 段 階 
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貫き 究 つ 死 翔 の 檎 』( ゲ イ ・ ボ ルク ・ オ ル タ ナ ティ ブ ) 


刀身 の 質感 等 は ご の 

クー フー リン の 檎 に 準じ ます 。 

中 央 に 大 き な 溝 が あり 、 丸 い 模様 は 
細い 溝 で す 。 


全体 的 に 暗い カラ ー リ ング で す が 、 
N 柄 の う ね う ね だ け は 同じ 明る い 
色 で す 。 


F QA] ンー 
大 き さ の 対比 


| 
| | クー フー リン の 檎 と 比べ る と 


DAA DIOS ATI 


* 柄 の う ね う ね を 
省略 し て ます 


等 間隔 に 
くみ 


CHARACTER Profile 


第 三 段 階 で の 宝 具 発 動 時 に の み 
クー フー リン (ラン サー) の 檎 ゲイ ボル ク も 持ち 
従来 の 檎 と 2 本 持ち 状態 と な り ま す 。 


ディ ルム ッ ド ・ オ ディ ナ 


EEZI > 5- EEA bk 477 
EN 男性 EJ ys 00010 Bras 
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主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


( DIKES IL 
対 魔力 :B A 
魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


保有 スキ Ib 
心眼 ( 真 ) :B 


東 に よっ て 培っ た 洞察 力 。 
福地 に お いて 、 そ の 場 で 残さ れ た 活路 を 導き 出す 戦闘 論理 。 


2 
帯び た 黒子 に よる 異性 の 魅惑 。 ディ ルム ッ ド と 対 財 し た 女性 は 彼 に 対す る 強烈 な 恋愛 感情 を 懐く 。 
対 魔 カ スキ ル で 回 避 可 能 。 
} y 
/ 騎士 の 武 略 :B : ee ns 
/ | 力 に お いて 及ば ず と も 、 戦 い の 流 れ を 把握 し 、 相 手 の ミ ス を 誘発 させ る 戦闘 法 。 自己 強化 で は な く 相手 の 判定 ミス を 誘 
i| う ス キル 。 一瞬 の 勝機 に 賭け る 冷静 な 観察 力 。 具体 的 に 言う と フリ ティ カル スタ ー を 多く 発生 させ る 。 


ゲイ ・ ジ ャ ル グ 。 
紅 の 長槍 。 刃 が 触れ た 対象 の 魔力 的 効果 を 打ち 消す 。 

基本 的 に は 魔術 的 防御 を 無効 化 さ せる た め の 能力 を 持っ た 宝 具 。 

セイ パー の 鎧 の よう に 魔力 で 編 ま れ た 防具 や 、 魔 術 や ある い は 宝 具 [騎士 は 徒手 に て 死 せ ず ] に よっ て 魔術 的 な 強化 ・ 能 
力 付加 を 受け た 武具 か ら そ の 魔力 的 効果 を 奪い 、 物 理 的 な 防御 力 の み の 状態 に する 。 

打ち 消さ れる 魔力 の 対象 は 防具 に 限っ た 話 で は な い が 、「 刃 の 触れ た 部 分 だ け 」 「 刃 の 触れ て いる 間 だ け ] 効果 を 発揮 す 
る た め 、 防 御 的 な 使い 方 に は 向 か な い 。 ま た 、 週 去 に 交わ され た 契約 や 呪い 、 既 に 完了 し た 魔術 の 効果 を 覆す こと は で 
き な い 。 「 宇 具 殺 し の 宝 具 ] と 呼ば れる 槍 だ が 、 こ の 破 魔 の 効果 単独 で 宝 具 の 破壊 は で き な い 。 あく まで 「 刃 の 触れ て い 
る 間 だ け ] 効果 を 打ち 消す 。 

魔術 を 使わ の か いも の に は た だ の 槍 だ が 、 サ ー ヴ ァ ン ト 同 士 の 戦い に 魔術 的 な も の を 使わ な かい こと は まず な く 、 派 手 さ は 
な い が 実 に 有用 な 宝 具 。 


¿ROBER 


ゲイ ・ ボ ウ 。 

KO. 治癒 不能 の 傷 を 負わ せる 。 通 常 の ディス ペル は 不可 能 で 、 こ の 檎 で 付け られ た 傷 は 檎 を 破壊 する か 、 デ ィ ル 
ムッ ド が 死な な い 限 り 癒え る こと が な い 。 

いか な る 治癒 や 再生 で も 回 復 で き な い 仕 組み は 、 こ の 槍 が 与え る ダメ ー ジ が 最大 HP の 上 限 その も の を 削減 する た め 。 そ 
れ 故 に 回 復 や 再生 を し て も 「 傷 を 負っ た 状態 ] が 全快 状態 で ある た めそ れ 以 上 治ら な い 。 

短期 決戦 で ある と た だ の 槍 だ が 、 同 一 の 相手 と 長期 に 渡っ て 複数 回 戦う こと を 前 提 に 考え る と 、 じ わ じ わ と 、 し か し 確 
実に 効い て くる ボディ プロ ー の よう な も の 。 

対象 が サー ヴァ ント で な けれ ば 、 時 間 経過 に よる 出血 死な ど に より 致命 的 な 効果 が 期待 で きる 。 

「 破 魔 の 紅 蒼 薇 | 同様 、 派 手 さ に は 欠け る が 、 非常 に 使い 勝手 の いい 宝 具 。 な お 、 使 い 手 で ある 彼 は この 槍 で 傷つく こと 
は な い 。 FateG 〇 で は 破 魔 の 紅 薔 薇 と セッ ト で 使わ れる 。 


DO (呼び 捨て ) BARS /OO (呼び 捨て ) 
O 性格 
忠義 に 篤く 、 名 堂 あ る 戦い を 重 ん ず る 英霊 らし い 英 霊 。 
生前 、 向 けら れ た 愛情 に 折れ て 主君 を 裏切る こと と な り 、 そ れ に より 主君 に 見 殺し に され た 彼 で ある が 、 忠義 より 愛 を 
選ん だ 己 の 行動 に 後悔 は な く 、 自 分 を 見 殺し に し た 主 へ の 恨み も な い 。 
彼 と グラ ニア 姫 と の 悲恋 の 物語 は 、 後 の ラン スロ ッ ト と ギ ネ ヴ ィ ア の 物語 の モデ ル に な っ た と も され て いる 。 
その 高 深 は 彼 と 同じ タイ プ の 人 間 以 外 の 他 者 か ら は 理解 され に くく 、 そ の すれ 違い すら も 呑み 込ん で し まお うと する 
結果 、 た だ 得 裂 ば か り が 広がっ て いく ……。 
そう し た 悲劇 に 幾度 も 見 舞 わ れ て きた に も 関わ ら ず 、 彼 の 根幹 は 決し て 変わ ら な か っ た 。 
し か し 、 そ の よう な 彼 で あっ て も 、 物 事 に は 限度 と いう も の が ある 。 他 者 を 顧み な い 悪 意 に 直面 し 、 伏 虐 の 念 に 心 を 焦 
が され な が ら 怒 り 、 嘆 き 、 呪 い を に する こと も ある の だ っ た 。 
O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
生前 と っ た 行動 、 選 び 取 っ た 運命 に 後悔 の 念 は な い 。 
し か し 、 も し も 二 度 目 の 生 が 与え られ る な ら ば 、 そ の 時 は 忠義 を 選 記 戦い を ……。 
その よう な 起 いか ら 聖 杯 戦争 に 参加 し た 人 物 で ある 。 
サー ヴァ ント に は 契約 と は また 別に 「 聖 杯 を 欲す る 理由 ] が ある の だ が 、 彼 の 場合 は 彼 自 身 が 聖杯 を 欲し が っ て いる わけ 
で は な く 、「 主 君 に 聖杯 を 献上 する こと ] が その 目的 で ある 。 
こう し た 、 世 の 常 の サー ヴァ ント と は 異な る 彼 の あり よう は 、 時 に 彼 の 忠義 に 対す る 誤解 を 呼ん で し まう こと も ある よ 
う で 


O 台詞 例 

「L\ ま 勝た な けれ ば な ら な い の は 、 セイ バー か ? ラン サー か ? 否 ど ちら で も な い 。 こ こ で 勝利 する べき は 、 我ら が 奉 
Ute 55108] 一 一 そう だ ろう ? 英霊 アル トリ ア よ ] 

「 我 が 勝利 の 悲願 を 、 騎士 王 の 一 刀 に 託す 。 頼ん だ ぞ 、 セ イ バ ー]」 

「 俺 の マス ター は 殺さ せな い 。 セイ バー の マス ター も 殺さ な い 。 俺 も 彼女 も 、 そ の よう な 形 で の 決着 は 望ま な い 。 ゆめ 忘 
れる な 。 今 この 場 で 中 様 が 生き 長らえ る の は 、 騎 士 王 の 高潔 さゆ え で あっ た こと を ] 


CHARACTER! 


古代 アイ ル ラ ンド の 英雄 フィ ン ・ マ ッ ク ー ル が 率い る フィ オナ 騎士 団 有数 の 戦士 。 

フィ ニア ン サ イク ル と 呼ば れる 、 フ ィ オ ナ 騎 士 団 を 巡る ケル ト 神 話 の 物語 群 に 登場 する 。 ゲイ ・ ジ ャ ル グ と ゲイ ・ ボ ウ と いう 
二 本 の 名 槍 、 モ ラル タ と ベガ ル タ と いう 二 本 の 名 刻 を 持ち 、 優 美 な 顔 に は 妖精 か ら 与え られ た 女性 を 魅了 する 魔法 の 黒子 
が あっ た 。 d 
TORFH, KLVEBESEN. TIYDEMETITZFEBIL, MACHICLATSHEICMICOK. » ; 
数 年 に わた る 放浪 を 経て 、 怒り の 解け た フィ ン に 帰参 を 許さ れ た ディ ルム ッ ド は 、 正式 に グラ ニア を 要 る 。 し か し ある 時 、 デ 4 
ィ ル ムッ ド は 狩り で 魔 猪 に 瀬 死 の 重傷 を 負わ され る 。 フ ィ ン の 癒し の 手 で 泉 か ら す くっ た 水 を 飲み さえ すれ ば ディ ルム ッ ド は Ne 
回 復 する の だ が 、 フ ィ ン は 故意 に か それ と も 偶然 | 度 も 水 を こぼし 、 デ ィ ル ムッ ド は 恩 絶え て し まう の で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
五 章 [北米 神話 大 戦 イ ・ プ ルー リバ パス ・ ウ ナム 」 に 、 か つて の 主君 フィ ン ・ マ ッ ク ー ル と の コン ビ で 登場 。 | 
ケル ト 陣 営 の 先 勿 を 務め る が 、 自覚 し て の も の か それ と も 無自覚 に か 、 事 あ る ご と に フィ ン か ら 慌 味 を 投げ つけ られ て は 、 微 
妙 な 空気 を 作っ て は 主人 公 サ イド を も 戸 惑 わ せ た 。 お か し な テン ポ の 主従 で は ある が 、 彼ら は 彼ら な り に 息 の 合う 同胞 な の 
だ っ た 。 

© 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/Zerol に 、 名 門出 の 魔術 師 ケ イネ ス ・ エ ル メ ロイ ・ ア ー チ ボル ト の サー ヴァ ント と し て 登場 。 

運命 の 悪戯 か 、 マ スタ ー の 婚約 者 で ある ソラ ウ ・ ヌ ァ ザ レ ・ ソ フィ アリ を 魔法 の 黒子 で 魅了 し て し まい 、 生 前 、 彼 の 命 を 奪 
うに 至っ た 主君 と の 確執 と 同じ 構図 に 陥っ て し まう 


〇 因縁 キャ ラ Ne 
フィ ン * マ ッ ク ー ル K 7 
共に 一 騎 の 英霊 と し て 現 界 し 、 そ し て 共に 戦え る 。 こ れ ほ ど 嬉 し い 事 は な い …… | KN 
な に より フィ ン 殿 が 全盛 期 な の が 良い ! …… まあ 、 あ の 妙 な 冗談 も 全盛 期 な の は 困り も の で す が …… NN 
クー・ フ ー リ ン % 


偉大 な る 先達 に し て 、 至 高 の 槍 兵 と し て 尊敬 し て いる 。 で も 、 そ の 師匠 は スパ ル タ す ぎ で は あり ませ ん か ? | BRA 


| 第 一 段階 


ディ ルム ッ ド は Zero か ら す ご く 好 き な サ ー ヴ ァ ン ト だ っ た の で 描け て 嬉し か っ た で す ! し か し 同時 に 、 筋 肉 を 描く の 
が 苦手 だ っ た こと を これ ほど 悔やん だ こと は な か っ た 。 し まく り ま し た 。 す み ま せ ん 。 再臨 3 段階 目 の 衣 装 か っ こ 
いい で す よ ね 。 こ れ は 武内 先生 か ら 提 案 し て いた だ きま し た 。 騎士 | io BACT. (Kc) 


セイ バー フェ ル グ ス - Vy ZG \ 

男性 BE UN, a8 Bored AS 

Bal 秩序 ・ 中 庫 18am A SE 
2 


ET A EA EI 
y 


ーー 
WY 設定 作成 : 桜 井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン : 
PA SAA << 
i 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スポ キル 


AA RE 
魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


ox oe — > 
騎乗 :B 
Dl 大 区 の 乗り 物 を 乗り こなす こと が 可能 。 
幻想 種 に つい て は 乗り こなす こと が で き な い 。 


hs EE Y 


II a 
F や 鍛錬 で 培っ た 洞 宗 力 。 誰 地 に お いて 自身 の 状況 と 敵 の 能力 を 冷静 に 把握 し 、 そ の 場 で 残さ れ た 活路 を 導 さ 出す 戦 


し て 送り 込ん だ も の だ と 見 抜い た 逸話 か ら 、 フ ェ ル グ ス は この スキ ル : 


ンク で 有する 。 


= = 


| > ES ee ) 
精神 干渉 を 無効 化す る 。 また 、 格 闘 ダ メー ジ を 向上 させ る 効果 も ある 。 


ー = 、 ま た 、 一 つの 主 娠 を 抱か め 気 性 。 自ら 
な い 流 浪 の 星 で ある 。B ラ ンク まで の カリ スマ を 無効 化 。 


CHARACTER Profile 


カラ ド ボ ル グ 。 
BLE. MITE. 

地形 破壊 さえ 可能 と する 、 高 い 成 力 と 広い 範 団 を 誇る 対 宝 具 。 伝承 で は 、 振 り 抜 いた 剣 光 が 「 丘 を 三 つ 切り 裂 い た 」 
と いう 恐る べき 力 が 示さ れる 。 

伝承 に は 「 穫 の 如く 伸び た 剣 光 」 に よっ て 丘 を 切っ た と ある が 、 宝 具 と し て 振る われ る カラ ド ボ ル グ は 地形 破 寺 兵 器 と し 
て の 側面 を 色濃く 有 し て いる 。 すなわち 、 大 地 を 砕く 問答 無用 の 大 攻撃 。 天地 天空 大 回 転 。 

後 の 時 代 、 数 多 の 英雄 た ち が 手 に し た 魔 侯 ・ 束 人 の 原型 に な っ た と 言わ れ て いる 。 エク スカ リ パ ー・ ガ ラテ ィ ー ン の 原 
型 で ある 、 と も 。 

名 前 の (4198) (3: 「 穫 の 意味 。 


AD 


俺 

お 前 / 〇 〇 (親しい 相手 は 呼び 捨て ) 

BUD/W/OOR/ OO (親しい 相手 は 呼び 捨て ) 

O 性格 

お お ら か 。 細か いこ と は あま り 気 に し な い 、 包 容 力 の 男 。 

AA. MET. RAVEN. 

誠実 で 人 道 的 。 信用 で きる と 判断 し た 相手 に は 、 た と え 初 対面 で あろ うと どん と 腹 を 割っ て みせ る 度量 が ある 。 た だ し 、 
背信 を 決し て 許さ ず 、 王 で あろ うと 容赦 し な い 。 

交わ し た 約束 は 必ず 守る 。 

ケル ト 神 話 、 ア ルス ター 伝説 最大 の 戦争 と 呼ば れる 「 フ クー リー の 和牛 争い 」 の 際 も 、 自 分 と フー・ フ ー リ ン が 本 気 で 刃 を 交 
わせ は ば 無為 に 多く の 人 間 が 死ん で し まう (そもそも この 戦争 自体 が 女王 メイ ヴ の 我 が 僧 で 始ま っ た も の で も ある し ) DT, 
お 互い が 激突 する 際 は や り 過ぎ な い 程 度 に 手 を 抜 こ うと 約束 し 、 律 儀 に 実行 し て みせ た 。 

メイ ヴ の 愛人 と し て 知ら れる が 、 ち ゃ ん と 妻 も いる 。 し か も 森 の 女神 。 

普段 は 落ち 着い た 顔 を し て いる が 、 実は 、 隠 れ 絶 偽 。 

彼 の 性 欲 が あめ まり に 星 盛 す ぎ て 、 並 の 女性 な ら ば 一 晩 に 七 人 必要 と な る と ころ 、 メ イヴ と 妻 だ け は 「 な ん と 一 人 だ け で 
大 丈夫 だ っ た 」 と いう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に は [戦友] と し て 接し て くる 。 

主従 と いう 意識 は ご く 薄 い 。 

聖杯 探索 と いう 戦い に お ける 仲間 で あり 、 信 頼 すべ き 司 令 官 で する と いう 認識 。 フ ー・ フ ー リ ン が 「 頼 れる 兄 買 ] だ と す 
れ ば 、 フ ェ ル グ ス は 「 頼 れる 叔父 買 ] 的 な 言動 が 多い 。 


聖杯 に か ける 願い は 「 妻 や メイ ヴ と また “仲良 く " し た い ]。 
仲良 く 。 し た い 。 


O 台詞 例 

「 よ か ろう 。 血 を 流し た いと 見 える ! J 

「 良 い 月 が あり 、 良 い 風 が 吹い て いる 。 そ し て お 前 が いる 。 た だ それ だ け で 、 俺 は 生き て いけ る の だ ] 
[ 田 土 た る 者 よく 喰い 、 よ く 飲み 、 よ く 休 め ] 

MES. いい 女 だ な ] 

[見 事 な 宝 具 だ ! な ら ば 、 我 が 虹 窟 剣 と 勝負 と いこ う || 


e N 


CHARACTER Profile 


Gz 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

赤 枝 騎士 団 の 一 員 と し て 知ら れ た ケル ト ・ ア ルス ター の 勇士 。 

クー・ フ ー リ ン の 友 に し て 養父 。 

FOMEMICUTAROR. BIE. BET, 恐れ を 知ら な い 。 
堂々 た る 勇士 と し て 、 勇士 フェ ルプ ス の 名 は 今 な お 後世 に 残さ れ て いる 。 


先代 の アル スタ ー 王 で あっ た と いう 伝説 も わる 。 それ に よれ ば 、 野 心 溢 れる コン ホ ヴ ォ ル の 美しい 母 を 自分 の 愛人 に する と 
いう 条件 で 彼 に 王位 を 譲っ た の だ と いう 。 


か つて は 赤 枝 騎士 団 の 一 角 を 成す 男 だ っ た が 、 ア ルス ター 王 コ ン ホ ヴォ ル の 背信 に 激怒 し て 騎士 団 を 出 医 。 アル スタ ー 伝 説 
最大 の 戦争 が 勃発 し た 折 に は 、 恋 人 で ある コノ ー ト の 女王 メイ ヴ の 側 に 就 いて その 武勇 を 振る っ た 。 

アル スタ ー に クー ・ フ ー リ ン が いる た め 真 の 本 気 を 出せ ず に いた 彼 だ が 、 そ れ で も 一 時 は コン ホ ヴ ォ ル 王 を あと 一 息 で 討ち 
果たす まで に 至っ た 。 

この 戦い の 折 に クー・ フ ー リ ン と 交わ し た 殴 約 (ゲッ シュ ) に より 、 彼 と 再戦 し た 場合 に は ほぼ 無 条 件 で 勝利 する 。 

一 度目 の アル スタ ー 侵 攻 時 に は 、 ク フー ・ フ ー リ ン へ の 復讐 を 目論む 女 王 メ イヴ に よっ て 「 フ ェ ル グ ス の 存在 は 邪魔 と な る | と > 
U, WABITIAIBIBATUVED IZ. TOR PISTA ADO A TDI PUEDO FRI TIRAN o ‘ 


O 因縁 キャ ラ 

クー・ フ ー リ ン 

友 で あり 養子 。 

グー・ フ ー リ ン を 目 に すれ ば 、 大 喜び で 肩 を 叩い て 困 々 大 笑 す る 。 

女王 メイ ヴ 

恋人 。 愛 人 。 再 会 を 喜び 、 過 去 を 懐か し お 。 

そし て 、 ち ょ っ と いや らし い お じ さん 発言 を する 。 

メイ ヴ は 余裕 を 以 て 切り 返す も の の …… 

スカ サハ 

絶世 の 美人 。 師 匠 。 

一 晩 お 願い し た いな あと 思っ て は いる が 、 上 自分 で は 無理 だ と 理解 し て いる 。 
美人 サー ヴァ ント 

頼り に な る 叔父 綱 系 の ポジ ショ ン を 崩す よう な 言動 は 基本 的 に し な いも の の 、 大 人 の 女性 に 対し て は [一 晩 お 相手 願い 
た い 」 と いう 気配 が 洪 み 出る 。 

子供 は 友 護 の 対象 な の で 、 外 見 が 幼い タイ プ に は あま り 興 味 を 抱か な い 。 


フェ ル グ ス は 容姿 に 関し て 細か い 指 定 が あめ っ た の で あま り 迷 わ ず 今 の 感じ に な り ま し た 。 と て も 描き や すい で す 。 BA 
装備 は 最初 クー・ フ ー リ ン ( プ ロト タイ プ ) と 同じ よう な デザ イン で 進め て いた の で す が 、 途 中 で 学 ラン 着 て る ラク ガキ 
を 送っ た ら 番長 っ ぽく し よう と いう 話 に な っ て 今 の デザ イン に 落ち 着き まし た 


今 と な っ て は この : 
えら れ な いで すね 。( B す け ) 


タイ ル 以 外 考 
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アル トリ ア ・ ペ ンド ラ 


ライ ダー アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン 
EN: Fate/Grand Order フィ ン ラ ンド (自称 ) 
Er + 154cm [EXA 52ke 
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設定 作成 RAEDL/Fr3II-FITI:RRR/ CV: BET 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


1 


PAY 


どの よう な 大 魔術 で あろ うと 、A 以 下 の 魔術 は 無効 化す る 。 
プレ ゼン ト へ の クレ ー ム 、 要 望 は すべ て シャ ッ ト ア ウト 。 ハ ー ト が 強い 。 


= ーーー ーー ーー ii 


ソリ 、 ラ ムレ イ HI 志 で あれ ば 注文 か ら 一 日 記 直 すら 可能 だ 、 と 家 語 する 。 ちな み に ソ リ 


戦闘 時 、 つ ね に 自身 に と っ て 最適 な 展開 を "感じ 取る "能力 。 
オル タ と 言え ば 素早 さよ り 耐久 、 ス ピー ド よ り パ ワー、 歓 感 よ り 鈍感 に な る も の だ が 、 サ ンタ オル タ に は そん な 固定 失 
念 は な い 。 子供 た ち に 一 秒 で も 早く プレ ゼン ト を 届け る 為 、 そ の シッ クス セン ス は 最高 に 高まっ て いる 。 


ーー = = — ーー 


: 、 漏れ て ませ ん か ? ELDAISD UO! 
| に は 不要 プレ ゼン ト を 壊し て は いけ な い の で 、 魔 放出 の ラン フ 
普段 は 出せ な い の で すか 、 サ ンタ さん 。 


| | 聖者 の 贈り 物 :EX 

uid ig サジ タジク ロー ス に な りき る 事 で 取得 し た スキ ル 。 プレ ゼン ト を 贈り 、 心 を 潤す 。 

dilo 」 し か し どの プレ ゼン ト も 対象 者 が 求め る も の と は 微妙 に デザ イン が 違う た め 、 効 果 は そこ まで 期待 で き な い 。 微 妙 に ト 
用 | ラウ マ を えぐ る チョ イス は 天上 の と 言え な くも 無い 。 


(JIW BUS) 


E 
=> 


エク スカ リ / 
黒い 極光 の 語 。 まん まで ある 。 

名 前 に 何 の ひ ね り も 無い と ころ に ハロ ウィ ン で 出張 っ た サー ヴァ ント と の 差 が 感じ られ る 。 

サン タク ロー ス に は まっ た くも っ て 無用 の 品物 だ が 、 何 か の 間違い で クリ スマ ス に 怪獣 が 現れ る 事 も ある だ ろう し 、 持 
つて いて 損 は な い 。 


E お 前 / 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) マス ター に は 「 ト ナカ イ 」 
1 お 前 た ち / 買 様 ら プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 


性 格 
セイ バー・ オ ル タ そ の まま の 性格 だ が 、 サ ンタ と し て の 役職 を 与え られ た 事 で その 気 お むず か し さ が 若 干 、 フ ラン ク な も 
の に 変化 し た 。 
サン タ と は 陽気 な も の 、 笑 顔 を 振り まく も の 、 と いう 彼女 の 夢 と 理想 が 、 永 久 凍 土 の 如 き 氷 の 心 を 解き ほぐし た 結果 で 
ある 。 
と は いえ 、 質 実 剛健 、 ス パル タ 主 義 な の は 変わ っ て いな い 。 
良い 子 に プレ ゼン ト を 贈る た め に 倫 走 する が 、 悪 い 子 に は 罰 を 与え 、 良 い 子 に し た 後に プレ ゼン ト を 叩き つけ る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に は 絶対 の 信頼 を 寄せ 、 共 に サン タ と し て 活躍 し た い 、 と いう 希望 を 告げ る 。 その 信頼 の 厚 さ は も っ と も 週 酷 
か つ 重 要 な 役回り ラム レイ I 世 の 心 臓 部 で ある トナ カイ 役 を 任せ る ほど だ 。 

そし て 言う まで も な く 、 彼 女 に トナ カイ と し て 選ば れ た マス ター は 一 週間 に お よぶ が 重労働 が 待っ て いる 。 

サン タ と し て の 自分 を た い へ ん 気に入っ て いる も の の それ を 口 に 出す 事 は 絶対 に な い 。 な い の で サン タ と し て 褒め られ 
る 事 は な い 。 

その あたり を 察し て 「 い い サ ンタ さん だ ね 」 な ど と 言 お う も の な ら 、 そ の 日 の ソリ は 成層 圏 ま で 上 昇 す る の で は な い だ ろ 
うか 。 


O 台詞 例 

「 メ リー、 煙突 か ら 失 礼 。 召喚 に 応じ 参上 に し た サン タク ロー ス の お 姉さん だ 。 貴様 が 私 の トナ カイ だ な ?」 

「 こ の 姿 は 気に入っ て いる 。 私 は 決し て 着替え な い ] 

「 セ イ バ ー と いう 在り 方 は 封印 し た 。 

私 は トナ カイ と いう マス ター に 乗る ライ ダー。 聖夜 に 現れ た 、 一 陣 の 烈風 に すぎ な い 。 …… も りあ が っ て きた な ] 
[聖夜 に 沈め ! エク スカ リバ パー・ モ ル ガ ーーー ン ! (以下 鼻歌 )」 
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O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

「 ほ ぼ 週 間 サ ンタ オル タ さ ん |」 で 登場 。 

アル トリ ア ・ オ ル タ が 自ら の イメ ー ジ を 払拭 し よう と 一 念 発 起 し 、 子 供 達 の 味方 ・ サ ンタ クロ ー ス と し て 活動 し よう と し た 姿 。 
手 に し た 袋 に は 彼女 が 一 年 を か け て た め 込 ん だ 選りすぐり の プレ ゼン ト が 詰まっ て いる 。 

ライ ダー クラ ス に な っ て は いる が 、 劇 的 な 変化 が ある ワケ で は な い 。 重 さ が 増し て いる の は プレ ゼン ト の 重 さ で ある 。 無駄 
の な い 言 動 、 冷 徹 な 性 格 は オル タ に 似通っ て いる が 、 根 底 に ある サン タフ ロー ス へ の 憧れ が 少し だ け 親 切 に させ て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 

エリ ザ ベ ー ト (ハロ ウィ ン ) 

同じ お 祭 リ イベ ント サー ヴァ ント と し て 目障り 。 ド ラゴン ステ ー キ に し て や ろう 。 

アス テリ オス 

クリ スマ ス で は 無理 を いっ て 付き 合っ て も ら っ た た め 、 恩 義 を 感じ て いる 。 最 後に 届け た プレ ゼン ト は 言う まで も な く 
アス テリ オス 兄 。 
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ニー ハイ ブー ツ 背 面 


ワン ピー ス 背 面 


Comment 


クリ スマ スイ ベン ト で 普通 と は 違う こと を し た いと いう 軽い 思い か ら 、 と りあ え ず 口 に し た サン タオ ル タ 。 い ざ デ ザイ 
ン に 入っ て みる と 、「 サ ンタ オル タ ] と いう 言葉 に 届く デザ イン が な か な か が 見え てこ ず 、 大 変 難産 と な り ま し た 。 結果 的 
に は 、 は じ め に 目指 し た 「 普 通 と 違う サン タダ さん] に な ん と か 指 が 掛か っ た か な と 思っ て いま す 。 (HAR) 
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@ お 問い 合わ せ 

https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ 」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 す る こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に な る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2016 年 7 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲ ー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


